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表
紙
は
国
の
重
要
文
化
財
で
あ
る
「
九
州
沿
海
図 

第
５ 

佐
伯
」
か
ら
四
浦
半
島
附
近
を
拡
大
し
た
も
の
で
あ
る
。
縮

尺
三
万
六
千
分
の
一
の
大
図
で
、
縦
一
三
五
㎝
、
横
七
八
㎝

で
軸
装
さ
れ
て
い
る
。
表
紙
は
大
図
の
北
端
部
分
で
あ
り
、

「
九
州
沿
海
図 

第
４ 

臼
杵
」
の
南
端
と
接
合
す
る
コ
ン
パ

ス
ロ
ー
ズ
が
描
か
れ
て
い
る
。
下
の
図
は
両
図
を
重
ね
て
み

た
も
の
で
あ
る
。 

原
図
の
範
囲
は
豊
後
国
南
部
の
四
浦
半
島
か
ら
、
佐
伯
城

下
、
鶴
見
半
島
を
へ
て
豊
後
と
日
向
の
国
境
ま
で
で
あ
り
、

大
分
県
南
部
の
豊
後
水
道
沿
岸
の
リ
ア
ス
式
海
岸
を
描
く
。

こ
の
地
域
を
測
量
し
た
の
は
第
七
次
（
第
一
次
九
州
）
測
量

の
時
で
、
九
州
東
沿
岸
を
南
下
し
て
い
た
。
坂
部
貞
兵
衛
が

延
岡
か
ら
文
化
七
（
一
八
一
〇
）
年
四
月
八
日
付
で
高
橋
景

保
に
送
っ
た
書
状
で
は
、
「
存
外
手
間
取
候
は
佐
伯
領
」
と

記
し
、
二
十
日
く
ら
い
と
見
込
ん
で
い
た
の
が
三
十
六
日
も

掛
か
り
、
見
込
よ
り
も
半
月
も
延
び
て
し
ま
っ
た
と
報
告
し

て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
浦
々
の
人
家
が
間
遠
く
、
宿
泊

で
き
る
場
所
も
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
一
箇
所
に
三
、
四
日

ほ
ど
逗
留
し
て
、
最
寄
り
の
海
岸
を
毎
日
四
、
五
里
測
っ
て

い
る
と
報
告
し
て
い
る
。 

津
久
見
湾
と
佐
伯
湾
を
分
け
る
四
浦
半
島
の
測
量
は
二
月

二
十
七
日
か
ら
三
月
三
日
ま
で
、
手
分
測
量
を
行
っ
た
。
先

端
の
保
土
（
戸
）
島
は
一
周
を
測
量
し
よ
う
と
し
た
が
、
風

波
の
た
め
五
町
ば
か
り
断
念
し
た
。
そ
の
た
め
島
の
南
東
側

の
海
岸
に
は
測
線
は
引
か
れ
て
い
な
い
。 

二
月
三
十
日
は
翌
日
の
日
食
測
量
の
準
備
の
た
め
に
鳩
浦

の
立

法

り
ゅ
う
ほ
う

寺
に
逗
留
し
た
。
『
測
量
日
記
』
に
は
「
終
日
晴

天
、
夜
亦
同
。
測
量
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
こ
の
大
図

に
も
☆
印
が
確
認
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
肝
心
の
三
月
一
日
の 

 

日
食
観
測
は
「
初し

ょ

虧き

（
欠
け
始
め
）
前
よ
り
黒
雲
連
々
と
出

る
。
初
虧
不
測
。
そ
れ
よ
り
雲
間
に
食
分
を
測
。
食
後
一
面

に
大
曇
天
」
と
い
う
不
満
足
な
観
測
に
終
わ
っ
た
。 

三
月
二
日
は
忠
敬
と
坂
部
が
鳩
浦
に
残
っ
て
残
務
整
理
と

暦
局
へ
の
書
状
を
作
成
し
た
。
こ
の
日
の
『
測
量
日
記
』
の

最
後
に
、
供
侍
成
田
豊
作
が
「
不
束
な
る
儀
」
が
有
っ
た
た

め
、
「
此
所
よ
り
長
暇
遣
す
」
と
だ
け
記
し
、
翌
三
日
に
こ
の

件
に
つ
い
て
暦
局
に
追
咎
状
を
送
っ
た
と
し
て
い
る
。
先
程

の
延
岡
か
ら
の
坂
部
の
書
状
に
は
、
去
冬
以
来
、
御
内
々
申

上
げ
て
き
た
成
田
豊
作
の
件
つ
い
て
、
「
佐
伯
領
に
て
石
場
之

義
、
勘
解
由
（
忠
敬
の
隠
居
名
）
聞
き
及
候
由
に
て
」
、
直
ち

に
暇
を
だ
し
、
此
節
は
至
極
平
和
に
な
り
、
一
同
安
心
の
次

第
に
御
座
候
と
あ
る
。
忠
敬
が
聞
き
及
ん
だ
「
石
場
之
義
」

と
は
な
ん
の
こ
と
か
。
一
体
何
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 
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－1－ 

下
図
と
作
図
記
録
の
研
究
か
ら
得
た 

伊
能
図
作
図
過
程
に
関
す
る 

新
た
な
論
点
（
１
） 

星
埜
由
尚 

 

１
．
大
谷
亮
吉
以
来
の
伊
能
図
研
究 

 

伊
能
忠
敬
が
伊
能
図
を
世
に
送
り
出
し
て
以
来
、
２
０

０
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
忠
敬
の
門
弟
で
あ
っ
た
渡
邊
愼

の
述
編
に
よ
る
『
伊
能
東
河
先
生
流 

量
地
傳
習
録
』(

以

後
『
傳
習
録
』
と
略
記
。)

が
忠
敬
の
測
量
と
地
図
作
製
に

関
す
る
当
時
の
唯
一
の
解
説
書
で
す
。
約
１
０
０
年
後
、

当
時
新
進
の
地
球
物
理
学
者
で
あ
っ
た
大
谷
亮
吉
氏
が
長

岡
半
太
郎
氏
の
指
示
の
も
と
に
、
伊
能
家
に
残
さ
れ
て
い

た
史
料
や
地
図
、
測
量
機
器
を
手
が
か
り
に
忠
敬
の
測
量

と
地
図
作
製
に
関
す
る
科
学
技
術
を
研
究
し
、
ま
た
忠
敬

の
人
物
像
に
つ
い
て
の
史
料
も
渉
猟
し
て
、
忠
敬
の
測
量

と
地
図
作
製
の
科
学
技
術
的
手
法
を
解
説
す
る
と
と
も
に

忠
敬
の
伝
記
と
も
な
っ
た
大
著
『
伊
能
忠
敬
』
が
岩
波
書

店
か
ら
大
正
６(

１
９
１
７)

年
に
上
梓
さ
れ
ま
し
た
。『
伊

能
忠
敬
』
は
、
伊
能
忠
敬
研
究
の
嚆
矢
と
な
り
、
そ
の
後

の
伊
能
忠
敬
研
究
の
バ
イ
ブ
ル
的
存
在
と
し
て
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
た
の
は
周
知
の
通
り
で
す
。
伊
能
忠
敬
と
そ

の
業
績
に
関
し
て
述
べ
て
い
る
文
献
に
は
、
大
谷
亮
吉
編

著
『
伊
能
忠
敬
』
が
引
用
さ
れ
な
い
も
の
は
皆
無
と
言
っ

て
よ
い
で
し
ょ
う
。 

 

そ
の
後
、
戦
前
戦
後
を
通
じ
、
伊
能
図
に
つ
い
て
の
研

究
は
皆
無
に
等
し
か
っ
た
の
は
ご
承
知
の
通
り
で
す
が
、

保
柳
睦
美
編
著
『
伊
能
忠
敬
の
科
学
的
業
績
』
が
昭
和
４９

(

１
９
７
４)

年
に
ま
と
め
ら
れ
、
そ
の
中
で
東
京
大
学
名

誉
教
授
で
埼
玉
大
学
教
授
の
広
瀬
秀
雄
氏
は
、
『
伊
能
忠

敬
の
全
国
測
量
と
経
度
問
題
』
と
の
表
題
の
論
文
を
著
し
、

伊
能
図
の
地
図
投
影
法
に
関
す
る
大
谷
亮
吉
氏
の｢

サ
ン

ソ
ン
、
フ
ラ
ム
ス
テ
ッ
ド
式｣

の
誤
解
を
指
摘
し
ま
し
た
。

ま
た
、
広
瀬(

1
9
7
4
)

は
伊
能
図
の
作
図
過
程
に
お
け
る
主

要
測
点
間
の
東
西/

南
北
成
分
距
離
の
デ
ー
タ
な
ど
か
ら

図
上
の
経
度
を
求
め
、
現
代
の
経
度
と
比
較
し
て
伊
能
図

の
経
度
の
精
度
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
最
近
、
東

京
都
立
大
学
名
誉
教
授
の
野
上
道
男
氏
は
、
伊
能
測
量
に

お
け
る
緯
度
観
測
値
に
基
づ
き
、
大
図
模
写
図
、
中
図
な

ど
の
画
像
に
お
け
る
測
点
の
座
標
値
と
地
理
院
地
図
の
緯

度
値
と
の
比
較
を
行
い
、
伊
能
図
は
、
天
文
測
量
の
行
わ

れ
た
測
点
の
緯
度
観
測
値
に
よ
り
そ
の
骨
格
が
作
ら
れ
、

導
線
法
に
よ
る
測
点
の
位
置
は
、
そ
の
骨
格
に
基
づ
く
細

部
の
測
量
の
結
果
で
あ
る
と
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す(

野
上

2
0
1
9

）
。
そ
し
て
、
伊
能
図
の
測
点
の
位
置
は
、
測
量
の

結
果
か
ら
測
点
間
の
東
西/

南
北
成
分
距
離
を
算
出
す
る

こ
と
に
よ
り
求
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
伊
能
図
は
図
解

的
に
作
図
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
測
点
の
座
標
値
の
計

算
に
よ
る
代
数
的
手
法
に
よ
り
作
製
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
図
や
小
図
も
大
図
か
ら
図

解
的
に
縮
図
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
座
標
値
を
縮
尺
に
基

づ
き
除
す
る
こ
と
に
よ
り
作
図
さ
れ
た
と
し
て
い
ま
す
。 

 

野
上
道
男
氏
は
、
緯
度
１
度
の
距
離
即
ち
度
法
に
つ
い

て
、
そ
の
数
値
は
、
第
二
次
と
第
三
次
の
測
量
の
成
果
に

よ
り
算
出
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
算
出
過
程
は
明
確
で
な

く
、
第
四
次
以
降
は
そ
の
数
値
、
即
ち
緯
度
１
度
＝
２
８
．

２
里
に
基
づ
い
て
測
量
と
地
図
作
製
が
行
わ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
か
ら
、
こ
れ
は
定
義
値
で
あ
り
、
度
法
の
精
度
に
つ

い
て
の
議
論
は
意
味
が
な
い
と
の
結
論
を
得
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
卓
見
で
あ
り
、
伊
能
測
量
と
地
図
作
製

の
本
質
を
衝
い
て
い
る
も
の
で
す
。
一
方
、
測
点
間
の
距

離
に
つ
い
て
は
、
大
図
縮
尺(

1
/
3
6
0
00

)

図
上
で
厘
ま
で
記

し
た
記
録
が
あ
り
、
図
上
で
の
計
測
は
不
可
能
で
あ
る
と

の
理
由
か
ら
、
代
数
的
手
法
が
採
ら
れ
た
と
述
べ
て
お
ら

れ
ま
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
忠
敬
が
残
し
た
下
図
や

作
図
の
記
録
な
ど
を
分
析
す
る
と
誤
解
で
あ
り
、
代
数
的

手
法
は
、
測
量
結
果
か
ら
最
初
に
図
化
す
る
段
階
で
は
『
傳

習
録
』
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
通
り
で
す
が
、
そ
の
後
の
段

階
で
は
代
数
的
手
法
は
放
棄
さ
れ
、
図
解
的
に
作
図
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
す
。 

 

伊
能
図
の
経
緯
度
に
つ
い
て
、
緯
度
は
天
文
測
量
に
よ

り
求
め
、
そ
の
精
度
は
良
い(

悪
く
な
い
？)

と
い
う
の
が

大
方
の
常
識
と
な
っ
て
い
ま
す
。
大
谷
亮
吉
氏
も
『
伊
能

忠
敬
』
５
４
３
頁
に
お
い
て｢

沿
海
實
測
録
上
の
緯
度
は
其

單
位
の
範
囲
内
に
於
て
多
く
は
皆
正
當
な
る
數
値
を
與
ふ

る
も
の
と
云
ふ
べ
し
。｣

と
述
べ
て
い
ま
す
。
野
上
道
男
氏

は
、
大
図
、
中
図
に
お
け
る
測
点
の
緯
度
計
算
値
と
地
理

院
地
図
に
よ
る
対
応
点
の
緯
度
値
と
の
較
差
か
ら
測
量
値

の
補
正
の
過
程
に
つ
い
て
述
べ
て
お
ら
れ
、
『
実
測
録
』

に
記
録
さ
れ
て
い
る
星
測
緯
度
測
量(

天
文
測
量)

の
精
度

は
良
好
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す(

野
上2

0
1
9
a
)

。 

 

伊
能
図
に
は
、
そ
の
作
図
過
程
に
お
い
て
下
図
と
称
す

る
原
稿
図
の
存
在
す
る
こ
と
が
大
著
『
伊
能
忠
敬
』
の
中

で
も
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
解
説
は
、
『
傳
習
録
』

に
基
づ
い
て
お
り
、
そ
の
中
で
は
測
量
成
果
か
ら
ま
ず
図

化
さ
れ
る
下
絵
図
と
下
絵
図
を
接
合
し
た
寄
図
に
つ
い
て

の
解
説
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
谷(

1
9
1
7
)

は
渡
邊
愼
の

言
う
下
絵
図
を
下
図
と
称
し
て
い
ま
す
が
、
筆
者
は
、
下

図
を
完
成
図
に
い
た
る
作
図
段
階
に
お
け
る
原
稿
図
と
捉

え
、
そ
れ
ら
の
原
稿
図
を
下
図
と
総
称
し
、
下
図
を
下
絵

図
、
寄
図
、
中
図
下
図
、
小
図
下
図
に
分
類
し
ま
し
た(

星

埜2
0
2
4
)

。 
 

 

一
方
、
作
図
記
録
に
つ
い
て
は
、
天
文
測
量
を
行
っ
た 

主
要
測
点
間
の
東
西/

南
北
成
分
距
離
と
四
国
上
陸
地
岡 

崎
村
と
江
戸
深
川
か
ら
の
東
西/

南
北
成
分
距
離
及
び
緯 



 

－2－ 

 
 

                               

                                

                                

布施村 

測線 

市川大門村 

東西／南北成分線 
図上寸法 

白径方位線 

交会法目標 黒沢村 

青柳村 

方位線 

白径 

図 1 下絵図（一日ごとの測量成果を図化した小区域下図） 「自甲斐国巨摩郡布施村至甲斐国八代郡黒沢村下図」 

国宝：地図･絵図類 179 に加筆、伊能忠敬記念館所蔵、無断流用禁止 
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上原･塚原村界 

金沢宿 

修正範囲 

図 2 寄図（数日にわたる測量の成果を図化した広域下図） 

    「自信濃国伊奈郡石曾根村至信濃国諏訪郡駒沢村下図」（国宝 地図･絵図類 270）の部分に加筆 

                              伊能忠敬記念館所蔵、無断流用禁止 
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度
差
を
記
録
し
た
『
諸
国
測
量
地
図
北
極
高
度
并
東
西
度
』

(
以
後
『
北
極
高
度
并
東
西
度
』
と
略
記
。)

及
び
『
文
化

五
年
四
国
及
大
和
地
測
量
文
化
七
年
九
州
之
一
部
測
量
東

西
及
南
北
距
離
記
』(

以
後
『
東
西
及
南
北
距
離
記
』
と
略

記
。)

と
の
表
題
の
あ
る
２
冊
の
資
料
集
が
伊
能
忠
敬
記
念 

館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
作
図
記
録
に
は
、 

主
要
測
点
間
及
び
阿
波
岡
崎
村/

江
戸
深
川
か
ら
の
東
西/

南
北
成
分
距
離
と
江
戸
深
川
と
の
間
の
緯
度
差
が
記
録
さ

れ
て
い
ま
す
。
下
図
及
び
作
図
記
録
は
、
伊
能
図
の
作
図

過
程
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
重
要
な
資
料
で
あ
り
、
大
谷

亮
吉
氏
、
広
瀬
秀
雄
氏
、
野
上
道
男
氏
も
こ
れ
ら
の
資
料

に
触
れ
て
は
い
ま
す
が
、
細
部
に
わ
た
り
検
討
さ
れ
る
こ

と
は
こ
れ
ま
で
に
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

 

２
．
下
図
に
つ
い
て 

 

下
図
の
存
在
に
つ
い
て
は
、
『
伊
能
忠
敬
』
に
お
い
て

も
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
大
谷
亮
吉
氏
は
、
渡
辺
愼

に
よ
る
下
絵
図
を
下
図
と
呼
び
、
下
絵
図
を
接
合
し
た
下

図
を
寄
図
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
保
柳
睦
美
編
著
『
伊
能
忠

敬
の
科
学
的
業
績
』
の
中
で
保
柳
睦
美
氏
が
解
説
し
て
い

る
「
伊
能
東
河
先
生
流
量
地
伝
習
録(

渡
辺
慎
述
、
編)

」

に
は
、
下
絵
図
と
寄
図
の
作
図
に
つ
い
て
簡
単
に
そ
の
手

法
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
導
線
法
に

よ
り
方
位
と
距
離
を
測
量
さ
れ
た
測
量
始
終
点
間
の
各
測

点
間
の
東
西/

南
北
成
分
距
離
を
測
量
デ
ー
タ
か
ら
計
算

に
よ
り
求
め
、
そ
の
和
を
測
量
始
終
点
間
の
東
西/

南
北
距

離
と
し
て
図
紙
上
に
展
開
し
ま
す
。
そ
し
て
、
測
量
始
終

点
間
の
各
測
点
を
図
解
的
に
展
開
し
、
終
点
の
主
要
測
点

と
整
合
す
れ
ば
良
し
と
し
、
整
合
し
な
い
場
合
は
、
計
算

の
誤
り
、
測
量
の
誤
り
が
あ
る
の
で
修
正
す
る
と
し
て
い

ま
す
。
測
量
始
終
点
間
の
東
西/

南
北
成
分
距
離
は
、
最
後

に
図
上
計
測
し
て
そ
の
数
値
を
下
絵
図
に
記
録
し
て
下
絵

図
は
完
成
し
ま
す
。
下
絵
図
を
接
合
し
て
寄
図
を
作
図
し

ま
す
が
、
そ
の
過
程
に
つ
い
て
『
傳
習
録
』
に
具
体
的
な

説
明
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

そ
の
後
、
秋
岡
武
次
郎
氏
が
昭
和
５１(

１
９
７
６)

年
に

『
地
学
雑
誌
』
７６-

６
に
寄
稿
し
た
論
文｢

伊
能
忠
敬
作
成

の
日
本
諸
地
図
の
現
存
す
る
も
の
の
若
干｣

の
中
で
東
京

大
学
綜
合
図
書
館
所
蔵
の
下
図
９３
枚
と
神
戸
市
立
美
術

館(

現
神
戸
市
立
博
物
館)

所
蔵
の
水
沢
付
近
の
軸
装
し
た

下
図
の
存
在
を
報
告
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
年
渡
辺
一

郎
氏
が
平
成
１５(

２
０
０
３)

年
に
本
誌
上(

『
伊
能
忠
敬

研
究
』
３２)

に
お
い
て｢

東
大
総
合
図
書
館
蔵
伊
能
忠
敬
測

地
原
図｣

と
の
表
題
で
東
京
大
学
綜
合
図
書
館
所
蔵
の
下

図
を
報
告
し
、
そ
の
一
覧
表
を
掲
載
し
て
三
康
図
書
館
に

所
蔵
さ
れ
て
い
る
下
図
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い

ま
す
。
平
成
１７(

２
０
０
５)

年
に
は
、
伊
能
忠
敬
記
念
館

か
ら
『
伊
能
忠
敬
関
係
資
料
目
録
－
下
図
』
が
発
行
さ
れ

て
い
ま
す
。 

 
こ
の
よ
う
に
伊
能
忠
敬
記
念
館
、
東
京
大
学
総
合
図
書

館
、
三
康
図
書
館
及
び
神
戸
市
立
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
る

下
図
に
つ
い
て
は
、
そ
の
存
在
は
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、
そ
れ
ら
の
下
図
を
対
象
と
し
て
行
っ
た
研
究

は
、
管
見
の
限
り
最
近
ま
で
皆
無
で
あ
っ
た
と
言
え
ま
す
。

大
谷
亮
吉
氏
も
下
絵
図
と
寄
図
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い

ま
す
が
、
中
図
下
図
及
び
小
図
下
図
の
こ
と
は
触
れ
て
い

な
い
よ
う
で
す
。
東
京
大
学
総
合
図
書
館
と
三
康
図
書
館

に
中
図
下
図
と
小
図
下
図
が
収
蔵
さ
れ
た
経
緯
か
ら
見

て
、
大
谷
亮
吉
氏
は
中
図
下
図
と
小
図
下
図
の
存
在
は
認

識
し
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、

伊
能
忠
敬
研
究
会
会
員
の
鈴
木
純
子
氏
、
玉
造
功
氏
、
菱

山
剛
秀
氏
、
前
田
幸
子
氏
と
筆
者
を
中
心
に
こ
れ
ら
の
下

図
に
関
す
る
閲
覧･

調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て

は
、
日
本
地
図
学
会
誌
『
地
図
』
に
お
い
て
報
告
し
て
い

ま
す(

文
献
参
照
）
。
本
誌
上
に
お
い
て
も
、
そ
の
概
要
を

掲
載
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

３
．
下
図
作
図
過
程
の
記
録
に
つ
い
て 

 

(１)
下
図
作
図
過
程
の
資
料
集 

 
 

そ
の
後
、
下
図
に
つ
い
て
あ
れ
こ
れ
考
え
て
い
く
う
ち

に
、
伊
能
忠
敬
記
念
館
所
蔵
で
公
益
法
人
東
京
地
学
協
会

の
ウ
ェ
ブ
図
書
室
に
お
い
て
公
開
さ
れ
て
い
る
下
図
作
図

過
程
の
資
料
集
の
存
在
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。
こ
の
資
料

集
は
、
『
北
極
高
度
并
東
西
度
』
及
び
『
東
西
及
南
北
距

離
記
』
で
あ
り
、
第
六
次
測
量
の
成
果
に
基
づ
く
四
国
の

下
図
図
化
過
程
の
記
録
が
都
合
３
度
に
わ
た
っ
て
収
録
さ

れ
て
い
ま
す
。
『
北
極
高
度
并
東
西
度
』
に
は
、
主
要
測

点(

下
絵
図
に
図
化
さ
れ
て
い
る
測
線
の
始
終
点)

間
の
東

西/

南
北
成
分
距
離
と
四
国
上
陸
点
の
阿
波
岡
崎
村
と
江

戸
深
川
か
ら
の
東
西/

南
北
成
分
積
算
距
離
が
２
箇
所
に

わ
た
っ
て
異
な
っ
た
数
値
で
記
録
さ
れ
、
『
東
西
及
南
北

距
離
記
』
に
は
、
別
個
の
主
要
測
点
間
の
東
西/

南
北
成
分

距
離
と
四
国
上
陸
点
の
阿
波
岡
崎
村
と
江
戸
深
川
か
ら
の

積
算
東
西/

南
北
成
分
距
離
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
ら
の
資
料
集
の
記
録
は
、
大
谷(

1
9
1
7
)

に
お
い
て

も
紹
介
さ
れ
、
広
瀬(

1
9
7
4
)

は
、
資
料
集
に
記
録
さ
れ
て

い
る
主
要
測
点
の
東
西
成
分
距
離
か
ら
経
度
に
換
算
し
、

国
土
地
理
院
の
２０
万
分
１
地
勢
図
の
読
図
に
よ
る
経
度

値
と
比
較
し
て
経
度
補
正
値
を
求
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

野
上(

2
0
2
1
)

は
、
こ
れ
ら
の
記
録
集
の
数
値
の
桁
数
か
ら 

見
て
測
点
座
標
値
の
計
測
に
よ
る
読
定
は
不
可
能
で
あ
る

と
し
て
主
要
測
点
間
の
東
西/

南
北
成
分
距
離
は
、
測
量
デ

ー
タ
か
ら
の
計
算
値
で
あ
る
と
し
、
そ
の
計
算
値
に
基
づ

き
測
点
を
図
紙
に
展
開
し
て
作
図
し
た
と
考
え
て
お
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
資
料
集
に
記
載
さ
れ
て
い
る
主
要
測
点
に 
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南
北
成
分
線 

 

東西成分線 

諏訪 

贄
川
宿 

 

図 3 中図下図「中山道六分原図四」（東京大学総合図書館所蔵に加筆） 

塩
名
田
宿 

図
４ 
小
図
下
図 

及
川
家
文
書
９
「
七
拾
八
番 

三
分
図
（
武
蔵
国
各
街
道
下
図
）」 

伊
能
忠
敬
記
念
館
所
蔵 

無
断
流
用
禁
止 
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お
け
る
江
戸
深
川
と
の
緯
度
差
に
つ
い
て
、
緯
度
差
は
天

文
測
量
に
よ
り
得
ら
れ
た
緯
度
差
で
あ
り
、
緯
度
差
に
１

度
＝
２
８
．
２
里
の
度
法
を
乗
じ
て
江
戸
深
川
か
ら
の
南

北
成
分
距
離
を
計
算
し
て
求
め
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
ら
の
資
料
集
に
収
録
さ
れ
て
い
る
記
録
は
、
第
六

次
測
量
の
四
国
測
量
に
お
け
る
記
録
が
大
半
で
あ
り
、
大

坂
か
ら
松
坂
ま
で
の
大
和
路
と
浜
松
か
ら
御
油
ま
で
の
氣

賀
街
道
の
記
録
が
含
ま
れ
ま
す
。『
東
西
及
南
北
距
離
記
』

に
は
、
第
七
次
測
量
に
お
け
る
九
州
第
一
次
測
量
の
う
ち
、

赤
間
関
か
ら
府
内(

大
分)

、
日
向
、
鹿
児
島
、
熊
本
、
阿

蘇
と
巡
り
府
内
に
戻
る
測
線
で
の
記
録
が
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。 

  

(２)
主
要
測
点
間
の
東
西/

南
北
成
分
距
離
と
四
国
測
量

の
閉
合
差 

 

筆
者
は
、
こ
れ
ら
の
資
料
集
に
記
載
さ
れ
て
い
る
東
西

/

南
北
成
分
距
離
に
関
し
て
『
北
極
高
度
并
東
西
度
』
の
２

箇
所
の
記
録
の
う
ち
、
先
に
記
載
さ
れ
て
い
る
記
録
を｢

記

録
１｣

、
後
に
記
載
さ
れ
て
い
る
記
録
を｢

記
録
２｣

と
し
、

『
東
西
及
南
北
距
離
記
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
記
録
を｢

記

録
３｣

と
し
て
記
録
の
持
つ
意
味
を
考
え
て
み
ま
し
た
。
記

録
１
か
ら
３
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
別
の
記
録
で
あ
り
、
主
要
測

点
間
の
東
西/

南
北
成
分
距
離
と
江
戸
深
川
と
四
国
上
陸

点
阿
波
国
岡
崎
村
か
ら
の
東
西/

南
北
瀬
積
算
距
離
が
記

載
さ
れ
て
お
り
、
記
録
１
か
ら
３
ま
で
の
順
序
で
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
陥
り
や
す
い
の
は
、
こ
れ
ら
の
資
料

集
の
記
載
の
順
序
に
よ
る
先
入
観
で
記
録
の
先
後
関
係
を

決
め
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。
『
北
極
高
度
并
東
西
度
』
に

お
け
る
記
録
１
と
記
録
２
の
掲
載
の
順
序
か
ら
記
録
１
、

２
の
順
序
で
記
録
の
数
値
は
得
ら
れ
た
と
先
入
観
を
持
つ

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
記
録
に
付
記

さ
れ
て
い
る
注
記
と
江
戸
深
川
と
四
国
上
陸
点
阿
波
国
岡 

                                

崎
村
か
ら
の
東
西/

南
北
成
分
積
算
距
離
を
分

析
し
、
四
国
を
時
計
回
り
に
測
量
し
、
四
国
上

陸
点
の
岡
崎
村
に
戻
っ
た
と
き
の
測
線
の
閉

合
差
を
検
討
し
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 

閉
合
差
の
検
討
の
結
果
、
下
図
作
図
過
程
に

お
け
る
記
録
１
か
ら
３
に
示
さ
れ
る
主
要
測
点

間
の
東
西/

南
北
成
分
距
離
と
江
戸
深
川
と
四

国
上
陸
点
阿
波
国
岡
崎
村
か
ら
の
東
西/

南
北

成
分
積
算
距
離
は
、
記
録
２‐

記
録
３‐

記
録

１
の
順
序
で
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判

明
し
、
そ
の
順
序
で
寄
図
段
階
の
測
点
位
置
の

補
正･

調
整
が
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
に
至

り
ま
し
た
。
ま
た
、
下
図
に
記
載
さ
れ
て
い
る

東
西/

南
北
成
分
距
離
は
、
図
上
で
計
測
し
た
數

値
で
あ
る
こ
と
を
筆
者
は
昨
年
地
学
雑
誌
に
投

稿
し
た
論
文(

星
埜

2
0
2
4
)

の
中
で
述
べ
て
い

ま
し
た
が
、
記
録
に
付
記
さ
れ
て
い
る
注
記
か

ら
も
、
そ
の
こ
と
が
補
強
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

 
 

 

(３)
江
戸
深
川
と
主
要
測
点
間
の
緯
度
差 

 

 

こ
れ
ら
の
資
料
集
に
は
、
主
要
測
点
の
江
戸 

深
川
と
の
緯
度
差
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
但 

し
、
記
録
１
に
付
随
し
て｢

北
極
差｣

、
記
録
３ 

に
付
随
し
て｢

実
測｣

、
「
極
差
」
が
記
録
さ
れ 

て
お
り
、
記
録
２
に
は
緯
度
差
は
付
随
し
て
い 

ま
せ
ん
。｢

北
極
差｣

と
「
極
差
」
は
、
い
ず
れ 

も
北
極
高
度
角
差
の
意
味
で
あ
り
、
江
戸
深
川 

か
ら
の
南
北
成
分
距
離
を
１
度
＝
１
０
１
．
５ 

２
寸(

大
図
縮
尺
の
場
合)

の
度
法
で
除
し
た
數 

値
で
す
。
一
方｢

実
測｣

は
、
天
文
測
量
に
よ
り 

求
め
た
緯
度
差
で
あ
り
、
秒
の
単
位
ま
で
記
述 

し
て
い
ま
す
。
１
秒
ま
で
の
記
述
は
、
野
上 

(
2
0
24

)

に
よ
れ
ば
、
大
気
補
正
に
よ
り
秒
の
単 

『諸国測量地図北極高度并東西度』 
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位
ま
で
記
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
｢

実
測｣

、｢

北
極
差｣

及
び
「
極
差
」
の
相
互
の
較
差
な

ど
を
検
討
す
る
と
忠
敬
の
天
文
測
量
に
つ
い
て
の
認
識
を

改
め
る
べ
き
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。
忠
敬
は
、
天
文

測
量
を
重
視
し
、
天
文
測
量
に
よ
っ
て
導
線
法
の
測
量
結

果
を
補
正
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
大
著
『
伊
能
忠 

 

敬
』
以
来
、
忠
敬
の
天
文
測
量
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
細

部
は
と
も
か
く
衆
目
の
一
致
を
見
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。 

 

大
谷
亮
吉
氏
の
解
説
に
よ
る
と
、
忠
敬
の
用
い
た
象
限

儀
は
、
角
度
の
読
み
取
り
は
対
角
線
尺
に
よ
り
、
１
分
ま

で
目
盛
り
に
よ
る
読
定
が
可
能
で
あ
り
、
１０
秒
ま
た
は
５

秒
ま
で
目
測
が
可
能
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
雑
把

に
言
っ
て
緯
度
１
秒
は
、
約
３０
ｍ
で
す
。
１０
秒
は
３
０
０

ｍ
で
あ
り
、
仮
に
１０
秒
の
誤
差
が
あ
れ
ば
、
大
図
縮
尺
で

は
図
上
約
８
㎜
の
誤
差
と
な
り
、
前
述
し
た
測
線
の
閉
合

差
と
比
べ
て
も
無
視
で
き
る
ほ
ど
小
さ
い
と
は
言
え
ま
せ

ん
。
忠
敬
の
天
文
測
量
は
、
万
全
の
測
器
設
置
準
備
が
行

わ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
１０
秒
以
内
の
誤
差
で
観
測
さ
れ

た
と
は
言
え
な
い
で
し
ょ
う
。
伊
能
測
量
隊
に
よ
る
主
要

地
点
の
緯
度
は
、
『
大
日
本
沿
海
輿
地
全
圖
』
と
と
も
に

幕
府
に
提
出
さ
れ
た
『
輿
地
實
測
録
』
に
記
録
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
緯
度
値(

３０
秒
単
位)

と｢

実
測｣

、｢

北
極

差｣

と
を
比
較
す
る
と
、
『
輿
地
實
測
録
』
の
緯
度
値
は
、

必
ず
し
も
実
測
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
と
の
疑
問
が
生
じ

ま
し
た
。 

 

４
．
伊
能
図
作
図
過
程
の
検
討 

 

以
上
述
べ
た
こ
と
を
中
心
に
据
え
、
こ
れ
ま
で
の
必
ず

し
も
十
分
と
は
言
え
な
い
が
、
筆
者
な
り
に
力
を
注
い
で

き
た
伊
能
図
に
関
す
る
科
学
技
術
的
観
点
か
ら
の
研
究
を

ま
と
め
て
み
よ
う
と
い
う
気
持
ち
が
芽
生
え
、
こ
れ
ま
で

諸
先
学
が
積
み
重
ね
て
き
た
伊
能
図
の
科
学
技
術
的
側
面

に
関
す
る
業
績
を
踏
ま
え
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
対
す
る

批
判
的
観
点
も
持
ち
な
が
ら
、
伊
能
図
作
図
過
程
に
つ
い

て
、
遺
さ
れ
た
資
料
を
分
析･

検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
拙
論

を
ま
と
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
点
か
ら

伊
能
図
の
地
図
史
上
の
意
義
に
つ
い
て
、
浅
学
非
才
を
顧

み
ず
愚
説
を
述
べ
て
み
ま
し
た
。
そ
れ
ら
は
、
論
文
の
形

に
既
に
ま
と
め
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
、

次
号
か
ら
本
誌
に
掲
載
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
報
告
に
至
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
下
図

の
閲
覧
を
と
も
に
し
た
当
会
会
員
の
鈴
木
純
子
氏
、
玉
造

功
氏
、
菱
山
剛
秀
氏
、
前
田
幸
子
氏
の
ほ
か
、
野
上
道
男

先
生
、
石
原
あ
え
か
先
生
、
伊
能
忠
敬
記
念
館
、
東
京
大

学
総
合
図
書
館
、
三
康
図
書
館
で
の
閲
覧
の
際
に
便
宜
を

頂
い
た
方
々
の
お
か
げ
で
す
。
こ
の
場
を
借
り
て
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。 

 

文
献 

秋
岡
武
次
郎(

1
9
6
7
)

伊
能
忠
敬
作
成
の
日
本
諸
地
図
の
現

存
す
る
も
の
若
干
．
地
学
雑
誌7

6
-
6.
 
39

-
47

． 

大
谷
亮
吉(

1
9
1
7
)

『
伊
能
忠
敬
』
．
岩
波
書
店
． 

野
上
道
男(

2
0
1
9
)

伊
能
大
図
の
計
測
か
ら
見
た
導
線
位
置

の
精
度
と
補
正
－
第6

･
7
･
8

次
測
量
ま
で
の
例 

－
．

地
図5

7
-
4

．1
-
12 

野
上
道
男(

2
0
2
1
)

伊
能
忠
敬
の
測
量
成
果
の
地
図
化
法
．

地
理
学
評
論9

4

．4
2
7
-
44
9

． 

野
上
道
男(

2
0
2
4
)

伊
能
忠
敬
の
恒
星
観
測
と
緯
度
．
地
学

雑
誌1

3
3

．4
9
-
61

． 

広
瀬
秀
雄(

1
9
7
4
)

伊
能
忠
敬
の
全
国
測
量
と
経
度
問
題
．

保
柳
睦
美
編
著
『
伊
能
忠
敬
の
科
学
的
業
績
』
． 

1
3
9
-
 
 

 

1
6
0

． 

保
柳
睦
美
編
著(

1
9
7
4
)

『
伊
能
忠
敬
の
科
学
的
業
績
』
．

古
今
書
院
． 

星
埜
由
尚(

2
0
2
2
)
 

東
京
大
学
総
合
図
書
館
所
蔵｢

測
地

原
圖｣

に
関
す
る
若
干
の
考
察
．
地
図6

0
-
2

．2
7
-
33

． 

星
埜
由
尚･

石
原
あ
え
か･

鈴
木
純
子･

玉
造 

功･

野
上
道

男･

菱
山
剛
秀･

前
田
幸
子(2022a)

 

東
京
大
学
総
合
図 

書
館
所
蔵｢

測
地
原
圖｣

に
つ
い
て
．
地
図60-2

．34-42

． 

星
埜
由
尚･

鈴
木
純
子･

玉
造 

功･

菱
山
剛
秀･

前
田
幸
子

(2022b) 

三
康
図
書
館
所
蔵｢

伊
能
忠
敬
實
測
原
圖｣

に

つ
い
て
．
地
図60-3

．19-22

． 

星
埜
由
尚･

鈴
木
純
子･

玉
造 

功･

菱
山
剛
秀･

前
田
幸
子

(2024) 

伊
能
忠
敬
記
念
館
所
蔵
の
下
図
に
つ
い
て
． 

地
図62-2

．11-18

． 

星
埜
由
尚(2024) 

伊
能
図
下
図
か
ら
見
る
伊
能
図
の
作

図
過
程
．
地
学
雑
誌1

3
3

．4
6
5-

4
8
4

． 

渡
辺
一
郎(

2
0
0
3
)
 

東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
伊
能
忠
敬

測
地
原
図
．
伊
能
忠
敬
研
究3

2

．3
0
-
3
3

． 

 

国宝：地図・絵図類 120 
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国
宝
紹
介 

書
状
類
一
六
六 

伊
能
忠
敬
書
状 

ー
江
戸
店
支
配
人(

盛
右
衛
門)

を
糾
弾
ー 

佐
原
古
文
書
学
習
会
代
表 

酒
井 

右
二 

は
じ
め
に 

 

佐
原
古
文
書
学
習
会
で
は
、
こ
の
間
、
伊
能
忠
敬
記
念

館
に
収
蔵
さ
れ
る
未
翻
刻
の
国
宝
書
状
類
を
解
読
し
て
い

る
。
そ
の
過
程
で
解
読
し
た
国
宝
書
状
類
一
六
四
は
、
伊

能
図
が
徳
島
藩
蜂
須
賀
家
へ
提
供
さ
れ
る
経
緯
を
記
し
た

も
の
で
、
こ
れ
ま
で
所
在
不
明
と
さ
れ
て
い
た
書
状
で
あ

る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
玉
造
功
氏

が
そ
の
成
果
を
本
誌
第
一
〇
五
号
に
お
い
て
報
告
し
、
さ

ら
に
史
料
の
背
景
や
研
究
上
の
意
義
を
発
表
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
も
そ
れ
に
続
い
て
、
当
学
習
会
で
解
読
し
た
伊
能
忠

敬
書
状
の
な
か
で
、
注
目
さ
れ
た
国
宝
書
状
類
一
六
六
を
、

史
料
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
書
状
下
書
は
下
図
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
一
紙
も

の
で
、
軸
装
さ
れ
て
い
な
い
。
伊
能
忠
敬
関
係
資
料
が
国

宝
に
指
定
さ
れ
る
前
、
国
重
要
文
化
財
段
階
か
ら
の
書
状

は
、
巻
子
状
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
世
田
谷
伊
能
家
に
旧

蔵
さ
れ
て
い
た
多
く
の
書
状
は
、『
世
田
谷
伊
能
家
保
管
未

公
開 

伊
能
忠
敬
文
書
目
録
』
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
に
も
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
元
々
こ
の

書
状
は
、
旧
伊
能
忠
敬
記
念
館
ま
た
は
旧
宅
の
文
庫
蔵
の

一
角
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
国
重
文
で
も
な
く
、

小
笠
原
長
和
氏
ら
に
よ
る
『
伊
能
忠
敬
書
状 

千
葉
縣
史

料
近
世
篇
文
化
史
料
一
』
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。

明
ら
か
に
忠
敬
の
筆
跡
で
は
あ
る
が
、
差
出
人
も
宛
名
も

な
い
下
書
の
書
状
で
あ
る
た
め
、
狭
間
で
見
落
と
さ
れ
て

い
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
ず
は
、
こ
の
書
状
の
翻
刻
と
解
釈

文
を
示
し
て
い
こ
う
。 

翻
刻 

副
啓
申
遣
候
、
又
考
見
候
ニ
、
小
網
町
店
ノ 

戸
も
〆
不
申
、
其
身
年
礼
等
ニ
も
罷
出 

申
候
筋
、
并
ニ
其
方
江
帳
面
等
を
持
参 

下
向
之
儀
、
分
量
も
無
之
、
大
損
金
、
本
家 

大
難
渋
と
も
不
顧
、
只
世
間
の
聞
の
ミ 

か
ゝ
ハ
り
、
外
借
用
金
年
賦
を
も
本
家
江 

引
請
の
ミ
こ
ま
せ
候
上
ニ
、
江
戸
懇
意
の 

も
の
を
相
頼
、
借
用
方
江
無
心
致
し
候
手
段 

一
件
と
察
し
候
之
上
ニ
、
格
外
之
大
損
金
、 

大
金
之
他
借
金
も
其
身
の
不
埒
ニ
も
無
之
、 

時
節
あ
し
く
、
中
買
倒
レ
、
又
ハ
常
陸
荷
主 

損
金
、
年
々
相
場
損
等
を
書
な
ら
べ
、 

ゴ
チ
ャ
〳
〵
ニ 

其
身
の

過
ア
ヤ
マ
チ

を

補
ヲ
ギ
ナ

ハ
ん
と
、
例
の
弁
ニ
て 

申
立
候
事
と
察
し
入
候
、
正
月
二
日
ニ
年
頭
ニ 

罷
越
候
間
、
一
切
申
立
も
無
之
、
其
身
の
過
ノ 

筋
を
申
聞
候
得
共
、
何
も
カ
モ
不
取
〆
ノ 

身
分
ニ
候
得
者
、
莫
大
之
大
金
損
、
他
借
ハ 

本
家
の
不
知
所
、
又
年
々
大
晦
日
盆
前
ニ
も
、 

金
子
の
減
し
候
ハ
相
知
レ
可
申
所
、
年
々 

大
金
を
か
り
入
、
其
金
不
残
減
し
候
ま
で 

ウ
カ
リ
〳
〵
と
暮
し
居
候
而
、
何
の
言
訳
可
有
哉
、 

夫
を
も
何
ト
カ
カ
ト
カ
云
ま
ぎ
ら
し
を 

致
候
、

生
得

ウ
マ
レ
ツ
キ

ニ
候
得
ハ
、
此
度
迚
も
其
場[ 

 
]

（
ニ
而
カ
） 

 

可
有
之
候
、
其
所
ニ
至
候
而
ハ
、
世
間
之
人
ニ 

遙
ニ
ヲ
ト
リ
申
候
、
御
存
ニ
ハ
御
座
候
得
共 

為
念
猶
又
申
遣
候
、
扨
々
難
渋
不
埒 

千
万
の
儀
ニ
候 

図１ 伊能忠敬書状（国宝 書状類１６６） 伊能忠敬記念館所蔵 無断流用禁止 
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翻
刻
文
中
の[

 
]

は
、
学
習
会
で
確
定
で
き
な
か
っ
た
未
詳
な

文
字
で 

(
 
 
)

は
筆
者
の
私
見
で
あ
る
。
次
項
の
解
釈
文
も
筆

者
の
見
解
で
あ
り
、
文
責
は
筆
者
に
あ
る
。 

 

解
釈
文
（ 

 
 

）
は
筆
者
が
意
味
を
補
っ
た
部
分
で
あ
る 

添
え
て
申
し
遣
わ
す
。
ま
た
考
え
て
見
た
と
こ
ろ
、
小
網

町
店
（
伊
能
家
の
江
戸
出
店
）
を
戸
締
め
（
閉
鎖
）
し
な

い
で
、
自
身
は
年
頭
の
挨
拶
に
、
臆
面
も
な
く
人
前
に
出

て
い
る
と
の
こ
と
。
あ
な
た
の
方
（
佐
原
）
ヘ
は
（
弁
解

に
）
帳
簿
を
持
参
し
て
下
向
す
る
と
の
こ
と
。
身
の
程
も

弁
わ
き
ま

え
ず
大
損
金
を
出
し
、
本
家
（
伊
能
家
本
店
）
が
大
い

に
難
渋
し
て
い
る
こ
と
も
顧
み
な
い
で
、
た
だ
世
間
へ
の

外
聞
の
み
気
に
掛
け
、
外
部
か
ら
借
用
し
た
返
済
金
の
年

賦
払
い
も
本
家
の
方
ヘ
付
け
回
し
て
引
き
受
け
さ
せ
た
。

そ
の
う
え
ま
た
、
江
戸
で
懇
意
の
者
に
頼
ん
で
借
用
を
ね

だ
る
や
り
口
は
、
大
事
件
だ
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
並

は
ず
れ
た
大
き
な
損
金
や
巨
額
の
借
用
金
は
、
自
身
の
不

行
届
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
時
節
柄
の
悪
さ
や
仲
買
人

の
倒
産
、
ま
た
は
常
陸
の
荷
主
の
損
金
、
年
々
の
相
場
の

損
金
な
ど
、
ゴ
チ
ャ
ゴ
チ
ャ
な
（
理
由
を
）
書
き
立
て
、

自
身
の
過
ち
を
埋
め
合
わ
せ
よ
う
と
し
て
、
い
つ
も
の
よ

う
に
弁
解
を
申
し
立
て
る
こ
と
は
充
分
に
察
せ
ら
れ
る
。

正
月
二
日
、
年
頭
挨
拶
に
（
こ
ち
ら
＝
江
戸
の
忠
敬
隠
居

宅
に
）
や
っ
て
来
た
が
、
一
切
何
も
申
し
立
て
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
当
人
の
過
ち
の
事
由
を
説
諭
し
た
が
、
何
も
か
も

取
り
締
ま
れ
な
い
無
能
な
身
の
程
な
の
で
、
莫
大
な
損
金

を
出
し
、
本
家
も
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
外
か
ら
借
金
も
し

て
い
る
。
ま
た
、
毎
年
盆
前
、
大
晦
日
（
の
店
卸
）
に
は
、

有
金
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
は
判
明
す
る
は
ず
だ
が
、
有

金
が
残
ら
ず
な
く
な
る
ま
で
、
ウ
カ
ウ
カ
と
や
り
過
ご
し

て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
で
は
、
何
の
言
い
訳
が
で
き

よ
う
か
。
そ
れ
を
何
ト
カ
、
カ(

ン)

ト
カ
言
い
紛
ら
わ
し

て
い
る
。
こ
れ
は
、
生
ま
れ
つ
き
の
性
分
な
の
で
、
今
度

の
場
合
で
も
、
そ
の
場
に
は
（
見
か
け
は
な
ん
と
か
繕
っ

て
）
座
し
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、（
実
際
に
物
事
を
処
理
す

る
）
場
面
に
至
っ
て
は
、
世
間
の
人
と
比
べ
て
も
遙
か
に

才
は
劣
っ
て
い
る
。（
本
家
で
も
）
よ
く
分
か
っ
て
い
る
こ

と
と
は
思
う
が
、
念
の
た
め
こ
の
よ
う
に
ま
た
通
知
す
る

の
で
あ
る
。
さ
て
も
さ
て
も
、
た
い
へ
ん
難
渋
な
こ
と
で
、

ま
っ
た
く
不
届
き
な
事
柄
で
あ
る
。 

 

こ
の
書
状
の
発
信
人
と
宛
先 

 

前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
書
状
の
発
信
人
は
記
さ
れ
て

い
な
い
が
、
特
徴
あ
る
筆
跡
か
ら
見
て
伊
能
忠
敬
で
あ
る

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
後
述
す
る
が
、
小
網
町
店

と
い
う
の
は
伊
能
家
の
江
戸
出
店
で
あ
る
こ
と
も
、
こ
れ

ま
で
の
小
島
一
仁
氏
、
安
藤
由
紀
子
氏
ら
の
研
究
か
ら
明

ら
か
で
あ
る
。 

次
に
、
こ
の
書
状
の
文
脈
と
記
述
内
容
を
検
討
し
て
い

こ
う
。
文
脈
か
ら
こ
の
と
き
発
信
し
た
忠
敬
は
、
江
戸
に

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
隠
居
後
の
寛
政
七 

(

一
七
九
五)

年
五
月
以
降
の
書
状
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

こ
こ
で
は
、
忠
敬
が
す
で
に
本
家
当
主
と
連
絡
を
取
っ

て
、
小
網
町
江
戸
出
店
の
営
業
を
停
止
す
る
こ
と
が
決
定

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
文
中
で
は
、
江
戸
店
支
配
人

は
営
業
を
停
止
し
て
お
ら
ず
、
年
頭
挨
拶
に
あ
つ
か
ま
し

く
人
前
に
出
て
い
る
と
い
う
。
正
月
二
日
忠
敬
は
、
江
戸

出
店
支
配
人
が
年
頭
挨
拶
に
や
っ
て
来
た
際
、
当
人
の
不

行
跡
を
説
諭
し
た
が
聞
き
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。 

江
戸
出
店
支
配
人
は
忠
敬
の
意
向
を
無
視
し
て
佐
原
本

家
へ
帳
簿
を
持
参
し
、
自
己
の
保
身
を
図
ろ
う
と
す
る
動

き
を
示
す
。
忠
敬
は
そ
れ
を
阻
止
す
る
た
め
、
江
戸
出
店

支
配
人
の
不
行
跡
を
厳
し
く
非
難
し
、
佐
原
の
本
家
へ
そ

れ
を
受
け
入
れ
な
い
よ
う
に
、
念
の
た
め
再
度
通
告
し
よ

う
と
、
こ
の
書
状
を
発
信
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
、

佐
原
本
家
の
当
主
は
、
嫡
男
の
景
敬
で
あ
り
、
し
た
が
っ

て
こ
の
書
状
の
宛
先
は
、
景
敬
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

そ
れ
で
は
、
非
難
さ
れ
て
い
る
小
網
町
の
伊
能
家
江
戸

出
店
の
支
配
人
は
誰
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
書
状

に
記
載
さ
れ
た
経
緯
を
み
て
い
く
と
、
江
戸
店
支
配
人
が

忠
敬
か
ら
説
諭
を
さ
れ
て
も
、
経
営
責
任
を
み
と
め
ず
言

訳
を
し
、
そ
の
意
向
に
従
っ
て
い
な
い
点
が
注
目
さ
れ
る
。

こ
れ
は
、
忠
敬
の
権
限
が
隠
居
し
て
当
主
で
な
く
な
っ
て

い
る
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
前
当
主
の

忠
敬
の
意
向
に
反
し
て
、
佐
原
の
本
家
当
主
に
自
身
の
意

向
を
通
じ
ら
れ
る
可
能
性
を
も
つ
人
物
で
あ
る
こ
と
を
考

慮
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
な
る
と
、
こ
の

人
物
は
特
殊
な
立
場
を
も
つ
支
配
人
と
な
る
。
そ
れ
を
確

定
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、
ま
ず
前
提
と
し
て
、
伊
能

家
の
江
戸
出
店
の
状
況
を
み
て
い
こ
う
。 

 

伊
能
家
の
江
戸
出
店 

 

世
田
谷
伊
能
家
文
書
を
詳
細
に
研
究
さ
れ
た
安
藤
由

紀
子
・
伊
能
陽
子
両
氏
に
よ
る
『
世
田
谷
伊
能
家
保
管
未

公
開 

伊
能
忠
敬
文
書
目
録
』
解
説
に
よ
れ
ば
、
伊
能
家

の
江
戸
出
店
は
加
納
屋
と
称
し
て
二
店
あ
り
、
一
つ
は
大

川
新
兵
衛
・
同
治
兵
衛
が
担
当
す
る
店
で
、
も
う
一
つ
が

同
じ
く
「
三
郎
治
」
と
称
さ
れ
る
出
店
と
さ
れ
る
。
そ
し

て
忠
敬
の
娘
稲
の
婿
で
盛
右
衛
門
に
つ
い
て
は
、
江
戸
店

の
経
営
者
で
寛
政
七マ

マ(

一
七
九
五)

年
頃
に
勘
当
さ
れ
、
稲

生
三
郎
治
・
加
納
屋
三
郎
治
な
ど
と
称
し
た
と
解
説
し
て

い
る
。
し
か
し
そ
の
根
拠
ま
で
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、

江
戸
出
店
と
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
盛
右
衛
門
に
つ
い
て
、
史

料
上
の
記
載
か
ら
検
証
し
て
み
た
い
。 

 

伊
能
家
文
書
「
家
牒
」(

伊
能
淳
家
文
書)

の
長
由
の
項
で

は
、「
江
戸
小
網
町
二
丁
目
ニ
地
廻
リ
米
穀
并
ニ
酒
問
屋
ニ
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業
ヲ
開
キ
三
郎
兵
衛
ト
称
ス
、
右
地
廻
リ
米
穀
問
屋
、
長

由
、
兄
ノ
家
ヲ
継
シ
後
モ
支
配
人
持
ニ
テ
立
置
、
昌
雄
死

後
永
沢
征
俊
ニ
ユ
ヅ
ル
」
と
あ
る
。
忠
敬
の
先
代
当
主
長

由
は
、
小
網
町
二
丁
目
（
現
中
央
区
日
本
橋
小
網
町
）
に

地
廻
り
の
米
穀
酒
問
屋
を
開
き
、
兄
の
昌
雄
か
ら
家
督
を

譲
ら
れ
た
後
も
支
配
人
に
経
営
さ
せ
、
昌
雄
の
没
後
は
永

沢
征
俊
に
譲
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
永
沢
征
俊
と
は
永
澤

治
郎
右
衛
門
家
当
主
で
、
昌
雄
は
寛
保
三(

一
七
四
三)

年

六
月
に
死
去
し
て
い
る
の
で
、
こ
れ
以
降
小
網
町
二
丁
目

の
江
戸
出
店
は
永
澤
家
に
移
動
し
た
こ
と
に
な
る
。 

江
戸
店
の
店
卸
帳
は
、
延
享
元(
一
七
四
四)

年
七
月
の

店
卸
帳
（
伊
能
忠
敬
記
念
館
蔵
Ｇ
１―
16
）
が
唯
一
残
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
佐
原
本
家
へ
宛
て
た
も
の
で
、
差
出
人

の
記
載
は
「
同
（
伊
能
）
三
郎
兵
□
」
と
み
え
る
が
、 

黒

印
と
重
な
っ
て
末
尾
の
文
字
が
判
読
で
き
な
い
。
前
述
の

「
家
牒
」
の
記
載
か
ら
「
三
郎
兵
衛
」
の
蓋
然
性
は
高
い

と
思
わ
れ
る
。
黒
印
の
文
字
は
「
小
網
町
貳
丁
目
伊
能
」

と
あ
り
、
商
標
は
「
〈
叶
」(

か
の
う)

で
あ
る
。
お
そ
ら
く

こ
の
伊
能
家
江
戸
店
の
屋
号
は
「
叶
屋
」
で
、
後
の
「
加

納
屋
」
に
通
じ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ
の
店
卸
帳
が

残
さ
れ
て
い
た
の
は
、
永
澤
家
へ
江
戸
店
を
譲
渡
す
る
に

当
た
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
た
め
か
も
し
れ
な
い
。 

忠
敬
が
当
主
と
な
っ
て
か
ら
の
江
戸
店
を
み
て
い
く
と
、

伊
能
豊
秋
日
記
の
明
和
七(

一
七
六
八)

八
月
十
三
日
に

「
三
郎
右
衛
門
殿
（
伊
能
忠
敬
）
江
戸
表
へ
真
木
問
屋
去

年
相
立
候
処
、
十
一
日
深
川
八
幡
鳥
居
近
所
ニ
て
火
事
出

三
郎
右
衛
門
店
も
焼
申
候
由
、
飛
脚
参
申
候
、
真
木
枝
七

万
駄
余
焼
申
候
由
」
と
あ
り
、
深
川
周
辺
に
薪
問
屋
を
明

和
六
年
か
ら
開
店
、
翌
年
に
は
焼
失
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

 盛
右
衛
門
と
江
戸
出
店 

盛
右
衛
門
の
生
没
年
に
つ
い
て
は
、
佐
久
間
達
夫
「「
稲
」 

は
忠
敬
に
勘
当
さ
れ
た
か
」
（
伊
能
忠
敬
研
究 

第
38
号
二

〇
〇
四
年
）
で
所
収
さ
れ
た
平
山
藤
右
衛
門
家
過
去
帳
に
、

「
文
化
七(

一
八
一
〇)

年
四
月
五
十
五
歳
没
」
と
記
さ
れ

て
い
る
。
逆
算
す
る
と
宝
暦
六(

一
七
五
六)

年
の
出
生
と

な
る
。 

伊
能
家
の
家
政
記
録｢

旌
門
金
鏡
類
録
」(

伊
能
淳
家
文

書)

に
は
、
安
永
七(

一
七
七
八)

年
六
月
佐
原
村
が
旗
本
津

田
氏
に
支
配
替
え
と
な
り
、
知
行
所
支
配
の
役
人
が
佐
原

に
下
向
し
た
と
き
「
三
郎
右
衛
門
儀
奥
州
松
嶋
一
覧
ニ
罷

越
し
留
主
に
て
、
聟
養
子
盛
右
衛
門
罷
出
候
」
と
あ
る
。

忠
敬
が
松
島
旅
行
に
出
て
お
り
、
盛
右
衛
門
が
代
理
と
し

て
応
接
し
た
。
こ
の
と
き
す
で
に
盛
右
衛
門
は
稲
の
婿
養

子
で
、
佐
原
の
本
家
に
い
た
。
ち
な
み
に
盛
右
衛
門
は
二

三
歳
（
数
え
年 

年
齢
表
記
以
下
同
様
）
で
あ
る
。 

天
明
年
間(

一
七
八
一
～
八
九)

の
動
向
は
、
忠
敬
が
少

年
期
か
ら
昵
懇
で
あ
っ
た
飯
高
惣
兵
衛
の
記
録
か
ら
示
さ

れ
る
。
飯
高
家
は
九
十
九
里
粟
生
村
の
豪
家
で
あ
る
。
古

川
力
氏
は
『
九
十
九
里
浦
と
伊
能
忠
敬
』（
崙
書
房
一
九
七

九
年
）
で
、
惣
兵
衛
が
甥
の
盛
右
衛
門
を
忠
敬
の
養
子
と
す

る
縁
組
み
を
仲
介
し
た
こ
と
な
ど
、
三
者
の
密
接
な
関
係

を
提
示
し
た
。
そ
こ
で
と
り
あ
げ
ら
れ
た
「
惣
兵
衛
第
十

御
用
留
」
天
明
二
年
五
月
の
条
に
は
、
惣
兵
衛
が
「
鎌
倉

河
岸 

盛
右
衛
門
」
へ
書
状
を
出
す
と
あ
る
。
盛
右
衛
門
は

こ
の
と
き
二
七
歳
、
鎌
倉
河
岸
（
現
千
代
田
区
内
神
田
）

に
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

ま
た
、｢

旌
門
金
鏡
類
録
」
に
は
、「
同 

(

天
明
四
）
年

冬
よ
り
（
伊
能
）
三
郎
右
衛
門
出
店
鎌
倉
河
岸
加
納
屋
新

兵
衛
、（
永
澤
）
治
郎
右
衛
門
出
店
小
網
町
弐
丁
目
小
堀
三

右
衛
門
、
御
知
行
御
収
納
米
御
蔵
元
仰
付
ら
れ
」
と
あ
り
、

伊
能
・
永
澤
両
家
の
江
戸
出
店
が
旗
本
の
領
主
米
を
取
り

扱
う
「
蔵
元
」
に
下
命
さ
れ
た
と
あ
る
。
永
澤
家
の
江
戸

出
店
は
小
網
町
二
丁
目
に
あ
り
、
こ
れ
は
前
述
の
伊
能
家

か
ら
譲
ら
れ
た
出
店
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
天
明
四
年

に
お
い
て
は
、
伊
能
家
の
江
戸
出
店
が
鎌
倉
河
岸
に
あ
っ

て
、
加
納
屋
新
兵
衛
が
支
配
人
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の

頃
、
前
述
の
飯
高
惣
兵
衛
の
記
録
か
ら
は
、
鎌
倉
河
岸
に

盛
右
衛
門
が
居
住
し
て
お
り
、
加
納
屋
新
兵
衛
の
も
と
に

い
た
蓋
然
性
が
高
い
。 

寛
政
年
間(

一
七
八
九
～
一
八
〇
一)

に
入
る
と
、｢

旌
門

金
鏡
類
録
」
寛
政
五
年
二
月
に
忠
敬
が
伊
勢
詣
り
に
出
か

け
た
と
き
江
戸
の
宿
泊
先
は
「
小
網
町
壱
丁
目
加
納
三
郎

治
」
と
あ
る
。
但
し
翌
年
以
降
の
記
事
の
よ
う
に
、
三
郎

治
が
盛
右
衛
門
と
い
う
注
記
は
な
い
。
そ
し
て
、
寛
政
六

年
の
記
事
に
、「
閏
十
一
月
下
旬
よ
り
小
網
町
壱
丁
目
聟
養

子
三
郎
治
盛
右
衛
門

事 
 

 

を
以
、
追
願
書
差
出
し
」
と
あ
る
。
旗
本

領
主
へ
忠
敬
隠
居
の
承
認
を
求
め
る
訴
願
を
展
開
し
て
い

た
と
き
の
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
小
網
町
一
丁
目
に

三
郎
治
が
お
り
、
婿
養
子
盛
右
衛
門
だ
と
明
確
に
記
し
て

い
る
。
こ
の
と
き
盛
右
衛
門
三
九
歳
。
そ
し
て
寛
政
七
年

に
も
、「
二
月
廿
二
日
御
地
頭
所
よ
り
三
郎
右
衛
門
代
と
し

て
盛
右
衛
門
三
郎
治

事 
 

召
さ
れ
候
ニ
付
」
と
あ
る
。
盛
右
衛
門

が
、
江
戸
に
お
い
て
伊
能
家
当
主
の
代
わ
り
と
し
て
旗
本

屋
敷
に
出
入
り
し
、
盛
右
衛
門
が
三
郎
治
を
名
乗
っ
て
い

る
と
明
示
し
て
い
る
。 

そ
れ
よ
り
時
期
が
前
後
す
る
が
、
伊
能
忠
敬
研
究
会
編

『
伊
能
忠
敬
未
公
開
書
簡
集
』（
Ｘ―

一
三
）
に
は
、
佐
原
に

い
る
忠
敬
が
、
「
加
納
三
郎
次
」
「
伊
能
盛
右
衛
門
」
の
両

名
に
宛
て
た
五
月
二
十
三
日
付
け
の
書
状
が
あ
る
。
そ
こ

で
は
、
酒
の
江
戸
積
み
出
し
を
通
知
し
た
り
、
加
納
屋
新

兵
衛
店
の
動
向
を
記
し
た
り
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

伊
能
家
の
江
戸
出
店
が
加
納
屋
新
兵
衛
店
と
、
加
納
三
郎

次
・
伊
能
盛
右
衛
門
の
店
が
、
二
店
同
時
に
あ
っ
た
こ
と

が
判
明
す
る
。
ま
た
、
息
子
の
景
敬
に
当
た
る
「
直
右
衛

門
」（
家
督
前
の
嫡
子
の
名
）
も
登
場
し
て
い
る
こ
と
か
ら
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も
、
忠
敬
が
隠
居
す
る
寛
政
六
年
以
前
の
書
状
と
み
ら
れ

る
。
ま
た
宛
名
が
連
名
で
、
盛
右
衛
門
と
は
別
に
「
加
納

三
郎
次
」
が
お
り
、
盛
右
衛
門
が
加
納
三
郎
次
店
の
支
配

人
で
は
な
い
点
も
判
明
す
る
。 

こ
れ
ま
で
の
史
料
上
の
記
載
か
ら
盛
右
衛
門
の
江
戸
出

店
で
の
軌
跡
を
み
る
と
、
天
明
年
間
に
は
鎌
倉
河
岸
の
加

納
屋
新
兵
衛
の
店
に
お
り
、
そ
の
後
加
納
屋
三
郎
次
の
出

店
に
移
っ
た
。
そ
し
て
、
遅
く
も
寛
政
六
年
閏
十
一
月
頃

ま
で
に
は
、
小
網
町
一
丁
目
で
加
納
三
郎
治
を
名
乗
り
、

江
戸
出
店
加
納
屋
三
郎
次
を
後
継
し
て
支
配
人
と
な
っ
て

い
た
と
い
え
よ
う
。 

「
旌
門
金
鏡
類
録
」
に
は
、
前
述
の
寛
政
七
年
二
月
二

十
二
日
の
記
事
を
も
っ
て
、
盛
右
衛
門
ま
た
は
三
郎
治
が

登
場
し
な
く
な
る
。
そ
し
て
、
江
戸
出
店
に
関
す
る
こ
と

は
、
寛
政
九
年
三
月
に
至
っ
て
記
述
が
あ
る
。
伊
能
三
郎

右
衛
門(

景
敬
）
が
、
親
類
の
永
澤
家
の
一
行
と
伊
勢
詣
り

に
行
く
記
事
で
、「
同
十
三
日
江
戸
着
我
等
は
伊
勢
町

加
納
屋
新
兵
衛

」
と
あ
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
寛
政
五
年
忠
敬
の
江
戸
の
宿
泊
先
は
、

小
網
町
一
丁
目
加
納
三
郎
治
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て

寛
政
九
年
三
月
の
景
敬
の
宿
泊
先
は
、
鎌
倉
河
岸
か
ら
伊

勢
町(

現
日
本
橋
本
町
一
・
二
丁
目
、
日
本
橋
室
町
二
丁
目)

 

へ
移
転
し
て
い
た
加
納
屋
新
兵
衛
の
処
で
、
加
納
三
郎
治

で
は
な
く
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
「
旌
門
金
鏡
類
録
」

の
記
載
の
推
移
か
ら
み
る
と
、
加
納
屋
三
郎
治
（
盛
右
衛

門
）
の
江
戸
店
は
、
寛
政
七
年
二
月
か
ら
同
九
年
三
月
ま

で
の
間
に
、
引
き
払
わ
れ
た
こ
と
が
暗
示
さ
れ
る
。 

本
稿
で
史
料
紹
介
し
た
書
状
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
寛

政
七
年
五
月
以
降
、
深
川
黒
江
町
に
隠
居
し
た
忠
敬
が
小

網
町
出
店
支
配
人
を
糾
弾
し
て
い
る
も
の
だ
っ
た
が
、
以

上
の
史
料
上
の
検
討
か
ら
、
そ
の
支
配
人
は
婿
養
子
の
盛

右
衛
門
で
あ
っ
た
と
断
定
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。 

 

                                

                                

図２ 伊能家江戸出店の位置（青の傍線は筆者 『江戸実測図（南）』より 

                       国土地理院ウェブサイト、古地図コレクションの都市図所収） 
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盛
右
衛
門
江
戸
店
不
埒
一
件 

盛
右
衛
門
と
稲
の
離
別
・
勘
当
に
つ
い
て
は
、
古
川
力

前
掲
書
、
佐
久
間
達
夫
前
掲
論
稿
の
ほ
か
、
小
島
一
仁
「
伊

能
忠
敬
の
家
族
た
ち(

三)
―

イ
ネ
と
盛
右
衛
門―

」（
香
取

民
衆
史
９
二
〇
〇
三
年
）
が
あ
る
。
小
島
氏
は
、
古
川
力
前

掲
書
に
掲
載
さ
れ
た
飯
高
惣
兵
衛
の
「
惣
兵
衛
日
記
」
の

記
述
か
ら
、
寛
政
八
年
四
月
十
二
日
に
盛
右
衛
門
が
実
家

の
片
貝
村
布
留
川
家
に
戻
っ
た
こ
と
、
同
年
八
月
十
六
日

に
佐
原
（
伊
能
）
平
右
衛
門
が
布
留
川
家
で
「
盛
右
衛
門

一
件
」
を
対
談
し
た
こ
と
に
注
目
し
た
。
ま
た
、
飯
高
惣

兵
衛
が
盛
右
衛
門
と
稲
の
離
別
・
勘
当
を
忠
敬
に
諫
言
し

た
書
状
を
再
検
証
し
、
忠
敬
隠
居
後
の
寛
政
七
年
以
降
の

も
の
と
し
、「
盛
右
衛
門
江
戸
店
不
埒
之
一
件
」
が
離
別
の

理
由
で
あ
る
と
解
釈
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
史
料
の

記
述
を
整
合
さ
せ
て
、
盛
右
衛
門
と
稲
の
離
別
・
勘
当
の

一
件
は
、
盛
右
衛
門
の
商
売
上
の
失
敗
が
原
因
で
、
時
期

は
寛
政
八
（
一
七
九
六
）
年
と
論
証
し
た
。
し
か
し
そ
の

実
情
に
つ
い
て
は
、「
盛
右
衛
門
は
よ
ほ
ど
大
き
な
失
敗
を

し
た
の
で
あ
ろ
う
。
商
売
上
の
こ
と
で
あ
っ
た
ら
し
い
が
、

残
念
な
が
ら
具
体
的
な
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
。」
と
し
て
課

題
が
残
さ
れ
て
い
た
。
ち
な
み
に
こ
の
と
き
盛
右
衛
門
は

四
一
歳
と
な
る
。 

本
稿
で
紹
介
し
た
書
状
は
、
小
島
氏
の
研
究
成
果
を
前

提
に
し
て
、
書
状
中
の
記
載
内
容
を
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、

寛
政
八
年
正
月
頃
に
発
信
さ
れ
た
も
の
と
な
ろ
う
。
そ
し

て
ま
た
小
島
氏
が
課
題
と
さ
れ
て
い
た
が
、
離
別
の
事
由

と
な
っ
た
商
売
上
の
問
題
の
具
体
相
も
判
明
し
て
く
る
。

前
記
解
釈
文
と
重
複
す
る
が
、
そ
の
要
点
を
箇
条
書
き
に

示
し
て
確
認
し
て
お
こ
う
。 

ⅰ 

盛
右
衛
門
が
江
戸
店
で
、
身
の
程
を
知
ら
な
い
大

損
金
や
巨
額
の
借
用
金
を
出
し
た
。 

ⅱ 

江
戸
店
の
借
用
金
を
、
難
渋
し
て
い
る
佐
原
の
本

家
の
方
に
付
け
回
し
た
。 

ⅲ 

さ
ら
に
そ
の
上
に
、
本
家
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で

江
戸
の
懇
意
の
者
に
借
金
を
ね
だ
っ
て
い
る
。 

ⅳ 

盛
右
衛
門
は
、
損
金
・
借
金
を
出
し
た
理
由
を
、

自
分
の
責
任
と
し
な
い
で
、
時
節
柄
の
悪
さ
・
仲
買

人
の
倒
産
・
荷
主
の
損
金
・
相
場
の
値
崩
れ
な
ど
、

自
分
の
失
態
を
埋
め
合
わ
せ
る
言
訳
を
並
べ
立
て

て
弁
解
す
る
性
格
で
あ
る
。 

ⅴ 

忠
敬
が
経
営
の
失
策
を
説
諭
し
て
も
、
取
り
締
ま

る
力
量
が
な
く
、
身
の
程
を
知
ら
ず
負
債
を
拡
大
さ

せ
た
。 

ⅵ 

盆
前
・
大
晦
日
の
店
卸
で
有
金
が
減
少
し
て
い
る

の
は
明
白
な
の
に
、
何
の
対
処
も
せ
ず
、
皆
無
と
な

る
ま
で
放
置
し
て
い
る
。
見
か
け
だ
け
は
繕
っ
て
い

て
も
、
経
営
能
力
は
人
並
み
よ
り
も
劣
っ
て
い
る
。 

忠
敬
は
、
江
戸
出
店
閉
鎖
の
経
営
方
針
を
無
視
し
て
本

店
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
か
ら
外
れ
、
独
自
に
動
い
て
借
財
を

重
ね
る
盛
右
衛
門
に
、
計
り
知
れ
な
い
危
機
を
感
じ
、
本

店
も
共
倒
れ
と
な
り
兼
ね
な
い
経
営
危
機
を
意
識
し
て
い

た
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
は
盛
右
衛
門
離
別
の
こ
と
は
述

べ
て
い
な
い
が
、
見
栄
を
張
っ
て
も
、
経
営
の
的
確
な
判

断
に
欠
け
、
そ
の
対
応
能
力
、
そ
し
て
責
任
意
識
に
も
劣

る
と
、
評
価
を
下
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

こ
こ
で
忠
敬
が
糾
弾
す
る
盛
右
衛
門
の
行
状
と
照
応
し

て
、
前
出
の
飯
高
惣
兵
衛
書
状
の
記
載
内
容
に
は
、
密
接

な
関
係
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
次
に
そ
の
関
係
性
に
注
目

し
て
検
討
し
て
い
こ
う
。 

 飯
高
惣
兵
衛
の
忠
敬
宛
書
状
と
の
関
係 

こ
の
書
状
は
、
前
述
の
よ
う
に
古
川
力
前
掲
書
に
掲
載

さ
れ
、
飯
高
惣
兵
衛
が
忠
敬
に
対
し
て
、
盛
右
衛
門
・
稲

の
離
別
・
勘
当
を
諫
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
年
代
を
古

川
氏
は
天
明
六
年
と
し
、
佐
久
間
氏
は
前
掲
論
稿
で
、
寛

政
六
年
と
修
正
し
た
。
さ
ら
に
小
島
氏
は
前
述
の
よ
う
に
、

盛
右
衛
門
の
離
別
、
片
貝
村
退
転
の
原
因
を
「
江
戸
店
不

埒
之
一
件
」
と
し
、
寛
政
八
年
前
後
と
み
な
し
て
い
た
。 

原
本
は
所
在
が
明
ら
か
に
さ
れ
ず
、
古
川
前
掲
書
に
掲

載
さ
れ
る
翻
刻
文
で
し
か
判
読
で
き
な
い
。
翻
字
と
解
釈 

に
異
見
が
あ
る
が
、
大
意
は
読
み
取
れ
る
の
で
、
そ
れ
を

検
討
し
て
い
こ
う
。
古
川
氏
は
、
書
状
内
の
箇
条
書
き
に

①
～
⑯
の
番
号
を
付
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
盛
右
衛
門

の
行
状
、
稲
の
妊
娠
に
関
す
る
条
項
を
取
り
上
げ
て
、
そ

の
大
意
を
示
し
て
い
こ
う
。 

①
飯
高
惣
兵
衛
は
、
盛
右
衛
門
の
江
戸
店
不
埒
一
件
が

早
く
に
決
着
す
る
と
思
っ
て
い
た
が
、
江
戸
に
出
た

と
き
に
忠
敬
か
ら
の
伝
言
を
聞
い
て
驚
い
た
。 

②
こ
の
た
び
盛
右
衛
門
と
面
談
し
て
厳
し
く
申
し
聞

か
せ
た
が
、
神
妙
で
一
言
も
言
訳
を
し
な
か
っ
た
。 

③
忠
敬
の
憤
り
は
尤
も
だ
が
、
夫
婦
の
縁
が
あ
り
、
稲

も
妊
娠
し
て
い
る
の
で
盛
右
衛
門
の
離
別
を
勘
弁

し
て
ほ
し
い
。 

④
稲
の
産
後
に
、
私
（
飯
高
惣
兵
衛
）
が
江
戸
に
出
て

盛
右
衛
門
へ
離
縁
の
説
得
を
す
る
よ
う
要
請
さ
れ

た
が
、
一
日
も
早
く
和
解
し
て
、
め
で
た
く
出
産
を

待
ち
た
い
。 

⑤
盛
右
衛
門
の
不
埒
の
件
は
、
悪
心
を
も
っ
て
謀
計
し

た
も
の
で
も
な
く
、
酒
食
や
博
打
に
溺
れ
た
わ
け
で

も
な
い
。
商
い
で
大
損
を
出
し
た
こ
と
は
問
題
だ
が

経
営
上
で
は
、
や
む
を
得
な
い
こ
と
も
あ
る
。 

⑥
二
〇
年
余
り
（
安
永
五
〈
一
七
七
六
〉
以
前)

父
子
の

契
り
を
結
び
、
姑
へ
も
慈
し
み
深
か
っ
た
。 

⑮
盛
右
衛
門
の
性
質
は
愚
に
み
え
る
が
、
愚
に
悪
を
兼

ね
た
性
質
と
も
み
え
な
い
。
幼
年
か
ら
教
育
が
不
足

し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
人
も
い
る
。 
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こ
の
書
状
は
①
④
に
あ
る
よ
う
に
、
飯
高
惣
兵
衛
は
忠

敬
か
ら
盛
右
衛
門
を
糾
弾
す
る
内
容
を
知
ら
さ
れ
、
盛
右

衛
門
離
別
の
説
得
を
依
頼
さ
れ
、
そ
れ
に
対
し
て
返
信
し

た
も
の
で
あ
る
。
忠
敬
の
言
い
分
は
前
述
の
盛
右
衛
門
の

行
状
を
糾
弾
し
た
ⅰ
～
ⅵ
と
共
通
し
て
お
り
、
そ
れ
ら
に

対
応
し
て
問
題
を
引
き
取
り
、
慰
撫
し
、
忠
敬
の
厳
格
す

ぎ
る
処
置
に
対
し
て
諫
言
し
て
い
た
。
盛
右
衛
門
に
は
、

経
営
の
失
敗
は
あ
っ
て
も
、
悪
心
は
な
く
、
家
族
を
慈
し

む
面
を
評
価
し
て
離
別
を
思
い
止
ま
ら
せ
よ
う
と
し
て
い

る
の
で
あ
る
。 

ま
た
も
う
一
つ
関
連
史
料
と
し
て
、
盛
右
衛
門
の
江
戸

店
経
営
の
行
状
を
示
す
書
状
に
注
目
し
た
い
。 

 盛
右
衛
門
宛
て
加
納
新
兵
衛
・
伊
能
平
右
衛
門
書
状 

 

『
世
田
谷
伊
能
家
保
管
未
公
開 

伊
能
忠
敬
文
書
目
録
』

（
書
簡
の
部
〇
二
七―

１
）
で
紹
介
さ
れ
た
も
の
で
、
十
一

月
二
十
四
日
付
け
の
加
納
新
兵
衛
と
伊
能
平
右
衛
門
が
連

名
し
て
、
加
納
三
郎
治
に
宛
て
た
書
状
で
あ
る
。
こ
れ
を

安
藤
由
紀
子
・
伊
能
陽
子
両
氏
は
、
根
拠
を
記
述
し
て
い

な
い
が
、
年
代
を
寛
政
六
年
と
し
、
短
く
書
状
の
趣
旨
を

解
説
し
て
い
る
。 

筆
者
も
こ
の
書
状
（
図
３
）
を
実
見
し
た
が
、
下
書
き

か
或
い
は
控
で
二
通
が
貼
り
合
わ
さ
れ
て
お
り
、
差
出
人

が
本
家
当
主
に
残
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
二
通
は
、

同
じ
日
付
で
発
信
さ
れ
、
責
付

せ

っ

つ

い
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。 

そ
れ
ら
の
要
旨
を
摘
記
し
て
い
く
と
、
盛
右
衛
門
の
加

納
三
郎
治
店
で
は
、
妻
の
稲
は
病
気
で
、
当
主
の
盛
右
衛

門
は
実
家
の
母
（
片
貝
村
布
留
川
家
）
の
見
舞
い
で
三
〇

日
余
も
長
く
店
を
空
け
、
差
出
人
の
加
納
新
兵
衛
・
伊
能

平
右
衛
門
が
留
守
中
の
代
行
を
し
て
い
た
。
両
人
は
「（
盛

右
衛
門
が
）
ご
在
宿
に
こ
れ
な
く
候
て
は
決
定
仕
ら
ざ
る

事
ば
か
り
に
て
何
と
も
難
渋
仕
り
候
」
と
述
べ
、
店
の
経 

               

（
中
略
） 

 
 

 
 
 

 
 

 

（
中
略
） 

                

営
に
困
難
な
事
態
が
生
じ
て
い
る
こ
と
を
訴

え
て
い
る
。 

ま
た
こ
の
書
状
よ
り
前
に
も
、
江
戸
店
へ
早

く
戻
る
よ
う
に
出
先
へ
使
者
を
送
り
、
そ
の
返

事
で
は
佐
原
を
回
っ
て
早
速
帰
着
す
る
と
の

こ
と
だ
っ
た
の
で
、
毎
日
待
っ
て
い
た
。
け
れ

ど
も
未
だ
に
現
地
に
逗
留
し
て
い
る
の
で
、
商

売
に
極
め
て
支
障
が
出
て
お
り
、
二
十
八
日
ま

で
に
は
是
非
帰
宅
を
、
と
訴
え
て
い
る
。
口
先

ば
か
り
で
実
動
し
な
い
盛
右
衛
門
に
業
を
煮

や
し
て
い
る
様
子
も
み
え
る
。 

実
母
の
看
病
の
た
め
に
店
を
長
期
に
わ
た

っ
て
空
け
る
盛
右
衛
門
に
は
、
親
族
に
対
す
る

心
優
し
い
側
面
が
み
え
る
。
飯
高
惣
兵
衛
書
状

に
あ
っ
た
よ
う
に
経
営
上
の
失
敗
は
あ
っ
て

も
、
酒
食
や
博
打
に
溺
れ
ず
、
家
庭
人
と
し
て

の
盛
右
衛
門
の
性
格
の
良
さ
は
表
れ
て
い
る
。

け
れ
ど
も
店
経
営
の
責
任
者
と
し
て
は
、
長
期

に
わ
た
っ
て
職
場
を
留
守
に
し
、
周
辺
の
人
々

に
迷
惑
を
か
け
て
い
る
。
ま
た
体
裁
の
良
い
こ

と
を
言
っ
て
も
実
動
が
伴
わ
ず
信
用
を
失
墜

し
て
い
る
様
子
も
み
え
る
。
こ
の
よ
う
な
経
営

者
と
し
て
の
難
点
は
、
忠
敬
が
糾
弾
し
て
い
た

点
と
共
通
し
て
い
る
面
が
認
め
ら
れ
る
。 

 

こ
の
書
状
の
年
代
に
つ
い
て
は
、
寛
政
六
年

と
さ
れ
て
い
る
が
、
な
お
検
討
の
余
地
を
残
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。「
旌
門
金
鏡
類
録
」
の
記

載
で
は
前
述
の
よ
う
に
、
寛
政
六
年
十
一
月
に

盛
右
衛
門
は
江
戸
に
居
て
、
忠
敬
の
隠
居
願
い

で
活
動
し
て
い
た
。
こ
の
書
状
で
い
う
稲
の
病

気
が
妊
娠
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、

先
の
飯
高
惣
兵
衛
書
状
で
述
べ
ら
れ
て
い
た

図３ 盛右衛門宛て加納新兵衛・伊能平右衛門書状（世田谷伊能家書簡の部〇二七―１） 
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妊
娠
と
近
接
す
る
こ
と
に
な
り
、
寛
政
七
年
十
一
月
と
み

る
こ
と
が
で
き
る
。 

そ
し
て
、
寛
政
八
年
正
月
に
は
、
本
稿
で
史
料
紹
介
し

た
書
状
で
み
た
よ
う
に
、
盛
右
衛
門
の
小
網
町
江
戸
出
店

閉
鎖
が
決
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
書
状
の
年
代
を
寛
政
七
年

十
一
月
と
み
る
な
ら
ば
、
江
戸
出
店
閉
鎖
直
前
の
前
提
的

な
状
況
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
時
系
列
の
推
移
を

整
合
的
に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

お
わ
り
に―

盛
右
衛
門
を
め
ぐ
る
諸
課
題―

 

 

以
上
、
本
稿
で
は
盛
右
衛
門
「
江
戸
店
不
埒
一
件
」
に

関
係
す
る
三
つ
の
書
状
を
概
略
検
討
し
た
が
、
こ
の
一
件

の
具
体
相
が
か
な
り
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。
け
れ
ど
も
、
ま
だ
検
証
す
べ
き
課
題
が
残
っ

て
い
る
。
お
わ
り
に
、
そ
の
い
く
つ
か
を
例
示
し
て
お
き

た
い
。 

一
つ
は
、
こ
の
盛
右
衛
門
不
埒
一
件
の
推
移
と
決
着
の

し
か
た
で
あ
る
。
前
出
の
飯
高
惣
兵
衛
の
日
記
に
あ
る
よ

う
に
、
盛
右
衛
門
が
寛
政
八
年
四
月
に
実
家
に
戻
っ
た
が
、

八
月
に
至
っ
て
も
、
店
の
管
理
人
と
目
さ
れ
る
佐
原
の
伊

能
平
右
衛
門
が
、
盛
右
衛
門
の
実
家
で
こ
の
一
件
に
つ
い

て
交
渉
し
て
い
た
。
離
縁
の
問
題
ば
か
り
で
な
く
、
負
債

処
理
の
問
題
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。 

前
出
の
「
旌
門
金
鏡
類
録
」
の
記
事
に
も
あ
っ
た
が
、

寛
政
九
年
三
月
伊
能
景
敬
は
、
伊
勢
詣
り
に
出
か
け
た
。

そ
の
旅
行
記
で
あ
る
「
伊
勢
太
々
御
神
楽
旅
行
記
」（
伊
能

忠
敬
記
念
館
蔵
Ｊ
38
）
に
も
、
こ
の
盛
右
衛
門
一
件
の
記
事

が
あ
る
（
玉
造
功
氏
の
示
教
に
よ
る
）
。
こ
こ
で
は
、
「
小
網

町
加
納
三
郎
次
一
件
も
未
だ
行
な
り
も
相
分
か
ら
ず
打
ち

続
き
、
時
節
柄
も
宜
し
か
ら
ざ
る
折
な
れ
ど
も
、（
寛
政
九

年
）
二
月
下
旬
出
府
の
節
、
黒
江
町
隠
居
父
勘
解
由
え
も 

           

                

（
伊
勢
詣
で
店
を
空
け
る
こ
と
を
）
内
々
に
て
相
談
の
上

…
…
…

留
守
の
儀
は
同
名
（
伊
能
）
平
右
衛
門
、
並
び
に 

平
山
藤
右
衛
門
後
室
を
相
頼
み
」
と
あ
る
。
盛
右
衛
門
の

一
件
は
年
を
越
し
て
寛
政
九
年
に
な
っ
て
も
決
着
せ
ず
、

景
敬
は
成
り
行
き
も
分
か
ら
な
い
と
い
っ
て
い
る
。 

一
件
処
理
の
長
期
化
の
問
題
と
関
連
し
て
、
盛
右
衛
門

が
実
家
に
戻
っ
て
も
、
屋
号
は
加
納
屋
を
そ
の
ま
ま
名
乗

り
、
伊
能
か
ら
稲
生
と
文
字
を
変
え
て
も
、
姓
を
戻
し
て

い
な
い
。
そ
れ
ら
の
意
味
を
追
究
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。 

次
に
、
盛
右
衛
門
が
忠
敬
と
養
子
縁
組
を
結
ん
だ
時
期

の
問
題
で
あ
る
。
古
川
力
氏
は
前
掲
書
で
、
盛
右
衛
門
が

忠
敬
の
養
子
と
な
っ
た
の
は
、
宝
暦
十
三(

一
七
六
三)

年
、

八
歳
の
と
き
と
さ
れ
た
。
そ
の
史
料
的
な
根
拠
を
示
し
て

い
な
い
が
、
前
出
の
飯
高
惣
兵
衛
書
状
の
⑥
と
の
間
に
齟

齬
が
あ
る
。
⑥
で
忠
敬
と
盛
右
衛
門
の
養
父
子
の
関
係
を

述
べ
て
、「
二
十
余
年
の
父
子
の
契
を
結
」
と
あ
っ
た
が
、

こ
の
書
状
を
寛
政
八(

一
七
九
六)

年
と
み
て
逆
算
す
る
と
、

安
永
五(

一
七
七
六)

年
よ
り
前
、
二
一
歳
よ
り
や
や
若
い

時
期
の
こ
と
に
な
る
。
こ
の
養
子
縁
組
は
、
娘
婿
と
し
て

迎
え
る
前
提
と
し
て
、
行
わ
れ
た
よ
う
に
み
え
る
。
古
川

氏
は
幼
少
期
か
ら
養
子
と
な
っ
て
佐
原
の
伊
能
家
に
居
た

と
す
る
が
、
そ
の
言
説
を
確
実
に
す
る
に
は
、
少
な
く
と

も
傍
証
す
る
史
料
が
ほ
し
い
。 

 

こ
の
ほ
か
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
論
点
が
派
生
さ
れ
て
い

く
で
あ
ろ
う
。
多
く
の
方
々
の
手
に
よ
っ
て
、
広
い
視
点

か
ら
追
究
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
き
た
い
。 

 

〈
付
記
〉 

 

玉
造
功
氏
に
は
有
益
な
資
料
、
な
ら
び
に
そ
の
所
在
情

報
の
提
供
を
受
け
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。 

 

な
お
本
年
は
、
伊
能
忠
敬
生
誕
二
八
〇
年
に
当
た
る
。 

そ
れ
に
ち
な
ん
で
、
千
葉
県
文
書
館
で
は
中
級
古
文
書
講

座
に
お
い
て
、「
伊
能
忠
敬
の
人
物
像
を
め
ぐ
っ
て
」
と
題

し
、
十
月
二
十
二
日
か
ら
三
回
に
わ
た
っ
て
開
催
す
る
。

本
稿
で
史
料
紹
介
し
た
国
宝
の
書
状
も
、
第
二
回
で
と
り

あ
げ
る
。 

 

図４ 伊勢太々御神楽旅行記（Ｊ38） 
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史
料
紹
介 

「
箱
田
左
太
夫
（
良
助
）
書
状
」
と 

『
史
林
』
掲
載
「
伊
能
忠
敬
書
状
」 

室
山 

孝  

は
じ
め
に 

箱
田
左
太
夫
（
良
助
）
と
は
伊
能
忠
敬
の
内
弟
子
で
、

第
七
次
（
九
州
第
一
次
）
か
ら
第
十
次
ま
で
伊
能
測
量
隊

に
参
加
し
、
地
図
作
成
に
も
従
事
し
た
人
物
で
あ
る
。 

良
助
は
、
寛
政
二
年
（
一
七
九
○
）
、
備
後
国
箱
田
村

（
現
、
広
島
県
福
山
市
箱
田
町
）
の
庄
屋
細
川
園
右
衛
門

の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
名
（
通
称
）
を
の
ち
左
太
夫
、

ま
た
源
三
郎
に
改
め
て
い
る
。
文
化
四
年
（
一
八
○
七
）

六
月
、
十
七
歳
で
江
戸
に
出
て
、
伊
能
忠
敬
に
入
門
し
測

量
術
を
学
ぶ
。
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
忠
敬
の
没
後
、

同
四
年
「
大
日
本
沿
海
輿
地
全
図
」
が
幕
府
に
上
呈
さ
れ

た
翌
五
年
頃
、
御
家
人
榎
本
家
の
株
を
購
入
し
て
同
家
を

継
ぎ
、
榎
本
円
兵
衛
武
規
を
名
乗
っ
た
。
円
兵
衛
は
弘
化

元
年
（
一
八
四
四
）
幕
府
勘
定
方
と
な
り
、
万
延
元
年
（
一

八
六
〇
）
七
十
一
歳
で
亡
く
な
っ
て
い
る
。
幕
末
期
に
幕

府
軍
艦
を
率
い
て
箱
館
戦
争
で
官
軍
と
戦
い
、
維
新
後
明

治
政
府
に
仕
え
た
榎
本
武
揚
は
そ
の
実
子
で
あ
る
。 

今
回
紹
介
の
箱
田
左
太
夫
書
状
は
、
「
菅か

ん

茶
山

ち
ゃ
ざ
ん

関
係
資

料
」
（
広
島
県
立
歴
史
博
物
館
所
蔵
、
国
重
要
文
化
財
）

の
中
に
含
ま
れ
て
お
り
、
第
九
次
（
伊
豆
諸
島
）
測
量
中

の
文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）
五
月
二
十
三
日
、
八
丈
島

で
茶
山
に
宛
て
て
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
資
料
目
録
で
は

「
書
状
類
５
７
６
」
と
あ
る
。 

菅か
ん

太
仲

た
ち
ゅ
う

（
号
茶
山
）
は
、
良
助
の
出
身
地
に
ご
く
近
い
、

山
陽
道
筋
の
宿
駅
で
あ
る
備
後
国
神
辺

か
ん
な
べ（

広
島
県
福
山
市

神
辺
町
）
に
私
塾
「
黄
葉
夕
陽
村
舎

こ
う
よ
う
せ
き
よ
う
そ
ん
し
ゃ

」
を
開
い
た
文
人
儒

学
者
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
箱
田
良
助
に
と
っ
て
最
初
の
学

問
の
師
で
あ
っ
た
。 

            

寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
、
茶
山
の
申
請
に
よ
り
、
私

塾
は
福
山
藩
（
阿
部
家
）
の
郷
校
（
「
廉

塾

れ
ん
じ
ゅ
く

）
」
と
称
さ

れ
る
）
と
な
り
、
茶
山
は
同
藩
に
仕
え
る
儒
臣
と
な
っ
た
。

頼
山
陽
・
北
条
霞
亭
な
ど
が
塾
頭
を
務
め
、
塾
生
は
神
辺
・

福
山
の
み
な
ら
ず
西
日
本
各
地
か
ら
集
ま
り
、
山
陽
道
を

往
来
す
る
多
く
の
文
人
た
ち
も
神
辺
宿
の
「
廉
塾
」
を
訪

ね
た
と
い
う
。 

茶
山
は
伊
能
忠
敬
測
量
隊
が
神
辺
本
陣
に
宿
泊
し
た

と
き
必
ず
忠
敬
を
訪
ね
、
茶
山
の
江
戸
上
番
の
際
に
は
、

忠
敬
も
良
助
も
茶
山
を
福
山
藩
邸
に
訪
ね
る
な
ど
交
流

し
て
い
た
（
本
誌
別
稿
「
福
山
で
伊
能
探
訪
」
参
照
）
。 

茶
山
の
日
記
「
黄
葉
夕
陽
村
舎
詩
日
記
」
（
文
化
十
三

年
五
月
十
九
日
条
）
に
、
「
十
九
、
大
雨
、
晩
晴
、
得
伊

能
勘
解
由
・
箱
田
左
太
夫
書
、
」
と
あ
っ
て
、
こ
の
日
、

茶
山
の
も
と
に
忠
敬
・
左
太
夫
両
人
か
ら
の
書
状
が
届
い

た
と
記
さ
れ
、
そ
の
箱
田
左
太
夫
書
状
が
今
回
紹
介
の
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
時
期
、
第
九
次
測
量
が
終
わ
っ

て
一
カ
月
後
く
ら
い
で
あ
る
。 

一
方
の
忠
敬
の
書
状
に
つ
い
て
は
「
菅
茶
山
関
係
資
料
」

の
中
に
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
か
な
り
以
前
に
流
出
し
た
と

考
え
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
し
富
士
川
英
郎
『
菅
茶
山
』

（
下
）
に
よ
れ
ば
、
大
正
九
年
（
一
九
二
○
）
刊
行
の
『
史

林
』
（
第
五
巻
第
二
号
）
に
、
西
田
直
二
郎
氏
が
紹
介
し

た
、
「
八
月
二
十
一
日
」
付
と
し
て
そ
の
一
節
を
引
用
し

た
忠
敬
の
書
簡
（
広
島
県
の
個
人
所
蔵
）
が
こ
れ
に
当
た

る
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
箱
田
左
太
夫
書
状
（
写
真
）

の
紹
介
の
あ
と
、
こ
の
『
史
林
』
掲
載
の
伊
能
忠
敬
書
状

に
つ
い
て
も
検
討
し
て
み
た
い
。 

                      

図 1 菅茶山肖像（部分） 
広島県立歴史博物館所蔵 

    重要文化財「菅茶山関係資料」 

図２ 国重要文化財「廉塾」の講堂外観（菅波家編刊『菅茶山と廉塾』より転載） 
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一
、
箱
田
左
太
夫
（
良
助
）
の
書
状 

                               

                                

                                

図 3 箱田左太夫書状  

広島県立歴史博物館所蔵 

重要文化財「菅茶山関係資料」 
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【
翻
刻
】
（
※
書
状
原
文
の
改
行
通
り
） 

（
封
紙
表
）
「
備
後
神
辺
駅 

菅
太
仲
先
生 

 
 

 

箱
田
左
太
夫 

無
別
条 

 
 

 
 

 
 

 

」 

 

（
封
紙
裏
）

「
五
月
廿
三
日 

従
伊
豆
国
八
丈
嶋
会
所 

封 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

」 

 

八
丈
嶋
村
之
織
物
上
納
船
出
帆
便
ヲ
以
、 

啓
上
仕
候
、
先
頃
暑
気
之
砌
ニ
御
座
候
得
共
、 

益
御
安
泰
ニ
被
成
御
座
候
与
奉
大
賀
候
、 

先
達
御
離
別
後
、
御
道
中
御
安
泰 

ニ
而
御
帰
国
被
遊
候
哉
ニ
奉
存
候
、
随
而
小
子
義 

四
月
廿
七
日
、
江
戸
出
立
、
東
海
道
無
測
量
ニ
□
、 

同
三
十
日
、
豆
州
三
嶋
宿
ニ
至
着
仕
候
、
五
月
二
日
、 

同
所
三
嶋
大
明
神
前
ゟ
相
始
メ
、
下
田
街
道
測
量
、 

同
六
日
、
天
城
山
越
、
同
八
日
、
下
田
町
ニ
至
着
仕
候
、 

夫
ゟ
八
丈
嶋
順
風
見
合
、
同
所
逗
留
居
申
候
処
、 

同
十
八
日
、
順
風
ニ
相
成
リ
、
五
ツ
半
時
乗
船
、
下
田
湊 

出
帆
仕
、
七
嶋
の
嶋
之
間
を
走
リ
、
同
十
九
日
、 

下
田
ゟ
船
路
五
十
里
、
藺
灘
波
嶋
近
く
走
リ
行
候
処
、 

逆
風
ニ
相
成
リ
、
不
得
止
事
、
七
嶋
之
内
三
宅
嶋 

ニ
帰
帆
、
四
ツ
半
時
頃
同
嶋
内
伊
ケ
谷
村
ニ
着
船
、 

上
陸
仕
候
、
荒
磯
故
船
を
岡
へ
引
揚
申
候
、
同
廿
日
、 

矢
張
逆
風
ニ
而
、
同
所
逗
留
、
同
廿
一
日
、
順
風
ニ
相
成
、 

四
ツ
半
過
乗
船
、
三
宅
嶋
出
帆
、
時
廿
二
日
四
ツ
時
頃
、 

八
丈
嶋
三
ツ
根
村
字
神
湊
と
申
巌
石
間
ニ
、
丸
石 

浜
十
四
五
間
斗
有
リ
、
此
処
ニ
着
船
、
夫
ゟ
陸
路
一
里 

余
行
、
当
嶋
南
海
辺
大
賀
御
会
所
ニ 

九
ツ
時
頃
、
無
別
条
至
着
仕
候
、
乍
憚
其
意
易 

思
召
可
被
下
候
、
是
ゟ
者
当
嶋
測
量
、
天
気
次
第 

気
長
く
仕
候
間
、
心
配
無
御
座
候
、
帰
帆
之
儀
も
地 

方
へ
向
ひ
候
間
、
何
風
ニ
而
も
気
遣
敷
無
之
由
ニ
て
、 

船
頭
共
一
統
安
堵
仕
候
、
扨
又
当
嶋
者 

風
俗
・
言
語
等
余
程
異
物
ニ
御
座
候
、 

 

右
、
御
見
舞
申
上
度
、
如
斯
ニ
御
座
候
、 

恐
惶
謹
言
、 

箱
田
左
太
夫 

五
月
廿
三
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

拝 

菅
太
仲
先
生 

二
白
、
追
日
暑
気
ニ
相
成
り
申
候
、
御
厭
ひ
御
壮
健
ニ 

可
被
成
御
座
奉
祈
上
候
、
以
上
、 

  

【
現
代
語
訳
】
（
用
語
・
ル
ビ
を
補
足
） 

八
丈
島
の
村
の
織
物
（
「
黄
八
丈
」
で
あ
ろ
う
）
を
上

納
す
る
船
便
を
も
っ
て
お
手
紙
差
し
上
げ
ま
す
。 

暑
気
の
時
節
と
な
り
ま
し
た
が
、
ま
す
ま
す
御
安
泰
に

お
過
ご
し
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
先
達
て
（
江

戸
で
）
お
別
れ
の
あ
と
、
御
道
中
も
御
安
泰
に
（
備
後
国

神
辺
へ
）
ご
帰
国
さ
れ
た
よ
う
に
う
か
が
っ
て
お
り
ま
す
。 

つ
い
て
は
私
の
方
は
四
月
二
十
七
日
、
（
伊
能
測
量
隊

の
一
員
と
し
て
）
江
戸
を
出
立
し
、
東
海
道
を
無
測
量
で

（
行
き
）
、
同
三
十
日
、
伊
豆
国
三
嶋
宿
に
到
着
し
ま
し

た
。
五
月
二
日
、
三
嶋
大
明
神
前
か
ら
始
め
、
下
田
街
道

を
測
量
し
ま
し
た
。
同
六
日
、
天
城
山
を
越
え
、
同
八
日
、

下
田
町
に
到
着
し
ま
し
た
。 

そ
れ
よ
り
八
丈
島
へ
向
か
う
た
め
、
順
風
の
頃
合
い
を

待
っ
て
同
所
に
逗
留
し
て
い
ま
し
た
と
こ
ろ
、
同
十
八
日
、

順
風
と
な
り
、
五
ツ
半
時
（
夏
の
時
期
は
今
の
午
前
八
時

前
後
か
）
に
乗
船
し
、
下
田
湊
を
出
帆
し
ま
し
た
。
伊
豆

七
島
の
間
を
船
は
進
み
、
同
十
九
日
（
未
明
）
、
下
田
よ

り
船
路
で
五
十
里
に
あ
る
藺
灘
波
嶋

り

な

ん

ぱ

じ

ま

付
近
を
進
ん
で
い
た

と
こ
ろ
、
逆
風
に
な
っ
て
し
ま
い
、
や
む
を
得
ず
、
七
島

の
う
ち
三
宅
島
に
帆
を
お
さ
め
て
戻
り
、
四
ツ
半
時
頃
（
夏

は
現
在
の
午
前
十
時
～
十
一
時
頃
）、
同
島
伊
ケ
谷
村
に
着

船
し
上
陸
し
ま
し
た
。 

（
波
の
高
い
）
荒
磯
の
た
め
、
船
を
陸
に
引
き
揚
げ
ま

し
た
。
同
二
十
日
、
や
は
り
逆
風
の
た
め
同
所
に
逗
留
し
、

同
廿
一
日
、
順
風
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
四
ツ
半
過
ぎ
に

乗
船
し
、
三
宅
島
を
出
帆
し
ま
し
た
。
時
に
二
十
二
日
の

四
ツ
時
こ
ろ
（
現
在
の
午
前
十
時
頃
）
、
八
丈
島
の
三
ツ

根
村
字
神
湊
と
い
う
、
岩
礁
の
間
に
丸
石
で
出
来
た
浜
が

十
四
、
五
間
（
二
五
～
二
七
㍍
ほ
ど
）
ば
か
り
あ
っ
た
の

で
、
こ
こ
に
船
を
着
け
ま
し
た
。
そ
れ
よ
り
陸
路
で
一
里

（
約
三
・
九
㎞
）
余
り
行
き
、
島
の
南
の
海
辺
に
あ
る
大

賀
（
郷
）
会
所
に
、
九
ツ
時
頃
（
現
在
の
正
午
こ
ろ
）
、

別
条
な
く
到
着
し
ま
し
た
。
は
ば
か
り
な
が
ら
、
気
持
ち

も
落
ち
着
き
ま
し
た
の
で
ご
安
心
く
だ
さ
い
。 

こ
れ
よ
り
当
島
（
八
丈
島
）
の
測
量
で
す
が
、
天
気
次

第
の
と
こ
ろ
が
あ
り
、
気
長
に
仕
事
を
進
め
ま
す
の
で
、

心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

帰
り
の
船
旅
に
つ
い
て
も
、
（
島
か
ら
）
陸
地
へ
向
か

う
航
海
な
の
で
、
ど
の
よ
う
な
風
で
も
気
遣
わ
し
さ
は
な

い
と
の
こ
と
で
、
船
頭
ら
は
全
員
、
安
堵

あ

ん

ど

し
て
い
ま
す
。 

さ
て
当
島
は
風
俗
・
言
語
な
ど
、
（
江
戸
と
は
）
た
い

へ
ん
異
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

右
、
（
先
生
に
）
お
見
舞
い
申
し
上
げ
た
く
、
か
く
の

如
く
で
ご
ざ
い
ま
す
。
恐
惶
謹
言
。 

五
月
二
十
三
日 

 
 
 

 
 

箱
田
左
太
夫
拝 

菅
太
仲
先
生 

二
白
（
追
伸
）
、
日
を
追
っ
て
暑
さ
が
増
し
て
お
り
ま
す
。

（
先
生
が
）
御
安
静
に
御
壮
健
で
ご
ざ
い
ま
す
よ
う
、
お

祈
り
申
し
て
お
り
ま
す
。
以
上
。 
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【
測
量
日
記
の
記
述
】 

『
測
量
日
記
』
（
巻
二
十
七
）
に
よ
る
と
、
文
化
十
二

年
四
月
二
十
七
日
、
測
量
隊
は
「
伊
豆
国
附
島
々
並
地
方

海
辺
街
道
」
測
量
御
用
の
た
め
、
江
戸
を
出
立
し
、
東
海

道
を
無
測
量
で
三
嶋
駅
を
目
指
し
た
。
隊
員
は
手
付
下
役

の
永
井
甚
左
衛
門
・
坂
部
八
百
次
・
門
谷
清
次
郎
、
門
人

の
筥
（
箱
）
田
左
太
夫
・
保
木
敬
蔵
、
棹
取
の
多
田
要
吉
、

長
持
ち
宰
領
の
田
中
吉
兵
衛
、
永
井
下
僕
新
助
・
坂
部
下

僕
万
吉
・
門
谷
下
僕
源
助
に
、
箱
田
・
保
木
下
僕
幸
助
な

ど
、
上
下
十
一
人
で
あ
っ
た
。 

こ
の
第
九
次
測
量
、
長
距
離
の
渡
海
も
あ
り
、
伊
能
忠

敬
は
老
齢
（
七
○
歳
）
の
た
め
、
周
囲
の
勧
め
で
参
加
し

て
お
ら
ず
、
『
測
量
日
記
』
を
記
録
し
た
の
は
隊
長
の
永

井
甚
左
衛
門
で
あ
ろ
う
。 

四
月
晦
日
（
三
十
日
）
三
嶋
宿
到
着
。
翌
五
月
朔
日
は

大
雨
で
逗
留
し
、
同
二
日
、
測
量
開
始
。
箱
田
左
太
夫
書

状
に
は
、
同
所
三
嶋
大
明
神
前
よ
り
始
め
た
と
あ
る
が
、

実
際
は
、
ま
ず
「
江
川
太
郎
左
衛
門
代
官
所
三
嶋
宿
制
札
」

か
ら
、
下
田
街
道
を
測
量
し
、
丑
年
（
文
化
二
年
、
第
五

次
）
の
測
量
と
重
ね
て
、
三
島
明
神
鳥
居
に
繋
ぎ
、
そ
れ

よ
り
神
前
ま
で
測
量
し
て
い
た
。
そ
こ
か
ら
街
道
に
戻
り
、

鳥
居
左
柱
か
ら
天
城
通
り
の
下
田
街
道
の
測
量
を
開
始
し

て
い
る
。
六
日
、
天
城
峠
を
越
え
、
八
日
、
下
田
町
に
到

着
。
こ
れ
よ
り
八
丈
島
渡
海
の
風
待
ち
の
た
め
、
沿
海
と

周
辺
小
島
を
測
量
。 

用
意
さ
れ
た
船
は
、
三
宅
島
の
雇
い
主
新
兵
衛
の
船
で
、

三
百
石
積
の
観
音
丸
、
船
頭
定
吉
・
楫
取
り
長
右
衛
門
と

あ
る
（
出
帆
の
時
、
水
主
と
あ
わ
せ
て
六
人
と
な
る
）
。 

十
八
日
、
前
夜
か
ら
北
風
（
順
風
）
と
な
り
、
六
ツ
半

頃
出
帆
。
乗
船
隊
員
は
、
坂
部
下
僕
な
ど
二
人
が
江
戸
へ

戻
り
、
九
人
と
な
っ
て
い
た
。
船
は
ま
ず
藺
灘
波
嶋

り

な

ん

ぱ

じ

ま

（
岩

礁
か
ら
な
る
無
人
島
）
を
目
指
し
、
利
島
・
新
島
・
寺
内

島
・
式
根
島
・
神
津
島
・
恩
馳
島
・
三
宅
島
・
三
本
竹
島
・

御
蔵
島
沖
を
経
て
終
夜
帆
走
す
る
が
、
十
九
日
未
明
、
藺

灘
波
島
付
近
で
逆
風
と
な
り
、
三
宅
島
へ
引
き
返
す
。
伊

ケ
谷
村
前
浜
に
着
岸
、
湊
が
な
い
た
め
船
を
陸
揚
げ
し
、

同
村
に
止
宿
。
二
十
日
、
逗
留
し
、
同
島
を
測
量
。 

二
十
一
日
、
順
風
と
な
り
出
帆
。
し
か
し
三
倉
島
を
左
、

藺
灘
波
島
を
右
に
見
て
三
十
里
計
り
の
所
で
「
黒
瀬
川
」

（
黒
潮
）
の
急
流
に
七
、
八
里
押
し
流
さ
れ
た
が
、
こ
れ

を
乗
り
越
え
、
ま
た
順
風
に
よ
り
終
夜
帆
走
し
て
三
十
里
。

翌
二
十
二
日
は
朝
か
ら
大
霧
で
、
四
ツ
時
（
午
前
九
時
半

前
後
か
）
過
ぎ
に
霧
が
晴
れ
、
は
る
か
に
八
丈
島
が
見
え

た
た
め
五
里
ほ
ど
帆
走
し
て
、
合
図
の
狼
煙
を
あ
げ
、
ま

た
ほ
ら
貝
を
吹
い
て
島
の
人
々
に
知
ら
せ
、
迎
え
の
引
き

船
を
来
さ
せ
、
湊
に
入
っ
た
と
あ
る
。
上
陸
し
た
の
は
三

ツ
根
村
湊
字
神
浦
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
浦
に
は
船
掛
は
な

く
、
険
し
い
岩
場
が
多
い
た
め
、
平
場
と
な
っ
た
場
所
に

船
を
陸
揚
げ
し
て
い
る
。
中
食
後
、
徒
歩
で
大
賀
郷
陣
屋

へ
行
き
、
一
同
止
宿
し
た
。 

二
十
三
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
ず
っ
と
雨
天
続
き
で
、

同
所
に
滞
留
、
測
量
が
始
ま
っ
た
の
は
二
十
六
日
か
ら
で
、

終
わ
っ
た
の
は
翌
六
月
二
十
五
日
で
あ
っ
た
。 

な
お
、
八
丈
島
を
含
む
伊
豆
諸
島
測
量
に
つ
い
て
は
、

渡
邊
一
郎
『
幕
府
天
文
方 

伊
能
測
量
隊
ま
か
り
通
る
』

（
第
八
章
）
の
記
述
を
参
照
願
い
た
い
。 

 

【
箱
田
左
太
夫
書
状
の
内
容
と
性
格
】 

こ
の
よ
う
に
、
八
丈
島
上
陸
ま
で
『
測
量
日
記
』
は
そ

の
航
海
の
困
難
ぶ
り
を
詳
述
し
て
い
る
が
、
箱
田
の
書
状

で
は
、
当
然
な
が
ら
概
略
を
述
べ
る
に
留
ま
り
、
『
測
量

日
記
』
以
上
の
新
た
な
情
報
は
な
い
。
八
丈
島
測
量
後
、

測
量
隊
は
帰
路
に
さ
ら
に
困
難
な
体
験
を
す
る
わ
け
だ

が
、
上
陸
二
日
目
に
書
か
れ
た
書
状
で
は
、
予
想
も
さ
れ

ず
、
帰
路
は
も
っ
と
安
全
な
航
海
が
で
き
る
も
の
と
楽
観

的
な
感
想
さ
え
述
べ
て
い
る
。 

こ
の
書
状
、
冒
頭
に
島
の
織
物
上
納
の
船
に
便
乗
し
て

送
る
と
あ
る
が
、
茶
山
方
に
忠
敬
の
書
状
と
と
も
に
届
い

た
の
は
、
翌
年
の
文
化
十
三
年
五
月
十
九
日
で
あ
り
、
八

丈
島
か
ら
織
物
上
納
の
船
に
便
乗
し
て
、
江
戸
経
由
で
備

後
国
に
届
け
ら
れ
た
と
し
て
も
、
あ
ま
り
に
日
時
が
懸
か

り
過
ぎ
て
い
る
。
次
節
で
紹
介
す
る
忠
敬
書
状
の
正
確
な

日
付
は
わ
か
ら
な
い
が
、
内
容
か
ら
文
化
十
二
年
十
二
月

十
八
日
以
後
の
も
の
と
推
定
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
二
通
が
同

時
に
届
け
ら
れ
た
何
ら
か
の
理
由
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 

ま
た
文
末
近
く
に
「
当
嶋
者
、
風
俗
・
言
語
等
余
程
異

物
ニ
御
座
候
、
」
と
は
あ
る
も
の
の
、
こ
こ
で
の
具
体
的

な
記
述
は
な
い
。
茶
山
と
実
際
に
会
う
機
会
が
あ
っ
た
ら
、

自
分
の
経
験
談
を
詳
し
く
語
る
こ
と
は
で
き
た
と
思
う
の

だ
が
。
実
際
、
茶
山
の
江
戸
詰
の
と
き
、
左
太
夫
は
九
州

測
量
に
お
け
る
島
々
の
話
を
語
っ
て
い
た
と
、
茶
山
の
日

記
に
書
か
れ
て
い
る
。
隊
員
の
門
谷
清
次
郎
は
第
八
次
（
九

州
第
二
次
）
測
量
の
と
き
書
き
残
し
た
「
薩
隅
見
聞
之
覚

書
」
の
中
で
、
桜
島
や
屋
久
島
な
ど
に
つ
い
て
の
詳
し
い

記
録
を
残
し
て
い
る
が
（
会
誌
97
号
、
平
田
稔
氏
紹
介
文

参
照
）
、
八
丈
島
で
は
そ
う
し
た
も
の
を
残
さ
な
か
っ
た

の
だ
ろ
う
か
。
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
。 

結
局
、
箱
田
左
太
夫
の
茶
山
へ
の
こ
の
書
状
は
、
内
容

的
に
は
恩
師
へ
の
見
舞
状
の
域
を
出
て
い
な
い
。 

 

二
、
『
史
林
』
掲
載
「
伊
能
忠
敬
書
状
」
に
つ
い
て 

前
述
の
よ
う
に
、
富
士
川
英
郎
『
菅
茶
山
』
（
下
）
第

161
節
（
文
政
十
三
年
）
で
は
、
茶
山
の
日
記
に
あ
る
、
五

月
十
九
日
、
箱
田
左
太
夫
書
状
と
と
も
に
届
い
た
伊
能
忠

敬
書
状
に
つ
い
て
、
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
内
史
学
研
究

会
の
研
究
誌
『
史
林
』
第
五
巻
第
二
号
（
大
正
九
年
四
月
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一
日
発
行
）
に
「
雑
纂
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
、
西
田
直

二
郎
「
茶
山
片
影
」
の
中
に
本
文
の
一
節
が
紹
介
さ
れ
た

忠
敬
書
状
が
そ
れ
に
当
た
る
と
推
定
し
た
。
そ
の
西
田
氏

の
忠
敬
書
状
に
関
す
る
部
分
を
画
像
（
国
立
国
会
図
書
館

デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
で
掲
載
し
て
お
こ
う
。 

 

                          

                                

西
田
氏
に
よ
れ
ば
、
広
島
県
の
池
田
杢
三
郎
氏
が
茶
山

に
関
す
る
書
簡
類
数
十
通
を
所
蔵
し
て
い
る
こ
と
を
、
友

人
の
医
学
士
池
田
龍
一
氏
（
杢
三
郎
氏
の
子
息
か
）
よ
り

聞
き
、
閲
覧
を
願
っ
た
と
こ
ろ
、
（
現
物
か
、
あ
る
い
は

写
真
か
が
）
送
ら
れ
て
来
た
と
あ
る
。
西
田
氏
は
茶
山
の

交
友
関
係
を
知
る
資
料
と
し
て
、
差
出
人
13
名
の
名
を
上

げ
て
お
り
、
そ
の
中
に
近
藤
重
蔵
・
伊
能
忠
敬
の
名
が
見

え
る
。
西
田
氏
が
書
状
本
文
を
引
用
し
た
の
は
、
伊
能
忠

敬
・
大
槻
玄
幹
・
広
瀬
淡
窓
の
三
名
の
も
の
で
あ
る
が
、

残
念
な
が
ら
全
文
で
は
な
く
一
節
と
あ
り
、
大
槻
玄
幹
書

状
を
除
き
、
日
付
も
省
略
さ
れ
て
い
る
。 

西
田
氏
が
「
八
月
二
十
一
日
」
付
と
説
明
し
て
引
用
し

た
忠
敬
書
状
（
の
一
節
）
を
、
読
み
下
し
で
紹
介
す
る
。 

 

【
読
み
下
し
】
※
（
用
語
補
充
） 

然
ら
ば
門
人
（
箱
田
）
左
太
夫
儀
、
八
丈
嶋
そ
の
ほ
か
（
伊

豆
の
）
六
嶋
の
測
量
滞
り
な
く
相
済
み
、
旧
冬
豆
州
下
田

港
ま
で
帰
着
に
つ
き
、
御
安
心
下
さ
れ
候
段
、
御
深
意
仰

せ
下
さ
れ
、
か
た
じ
け
な
く
謝
し
奉
り
候
。
そ
の
後
、
伊

豆
・
駿
河
・
相
州
の
内
所
々
を
相
測
り
、
当
月
二
十
三
日
、

一
同
無
難
に
帰
府
仕
り
候
。
箱
田
父
・
弟
大
悦
の
ほ
ど
察

し
入
り
候
。
将ま

さ

に
国
々
測
量
の
儀
も
、
右
嶋
々
に
て
日
本

沿
海
は
相
済
み
候
間
、
当
時
よ
り
来
年
中
に
は
地
図
み
な

済
む
と
存
じ
奉
り
候
と
こ
ろ
、
関
東
諸
城
下
並
び
に
川
々
、

奥
羽
・
三
越
内
に
相
残
り
候
城
下
・
街
道
等
こ
れ
有
る
に

つ
き
、
こ
の
節
、
右
の
測
量
御
伺
い
に
相
成
り
候
、
も
し

仰
せ
付
け
ら
れ
候
え
ば
、
当
六
月
頃
の
出
立
、
来
る
三
、

四
月
帰
府
に
相
成
る
べ
く
候
。
愚
老
も
当
子
（
ね
の
年
）

七
十
二
歳
に
相
成
り
候
間
、
地
図
の
全
備
に
取
り
急
ぎ
候
。

さ
て
こ
の
者
、
貴
命
の
通
り
御
面
会
お
ぼ
つ
か
な
く
候
。

御
保
愛
・
御
長
寿
と
、
新
輿
地
図
御
一
覧
下
さ
れ
候
様
、

祈
る
と
こ
ろ
に
候
。 
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【
書
状
の
日
付
や
新
た
な
測
量
計
画
に
つ
い
て
】 

「
然
ば
」
で
始
ま
る
文
面
の
前
に
は
、
お
そ
ら
く
時
候

の
挨
拶
や
互
い
の
安
否
に
か
か
る
記
述
が
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
の
で
、
こ
の
一
節
は
用
件
の
本
題
を
記
述
し
て
い
る

と
考
え
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。 

こ
こ
で
は
ま
ず
、
箱
田
左
太
夫
の
加
わ
っ
た
測
量
隊
が

伊
豆
諸
島
測
量
の
あ
と
、
伊
豆
か
ら
駿
河
、
相
模
（
実
際

は
武
蔵
北
部
ま
で
）
と
測
量
し
「
当
月
二
十
三
日
」
江
戸

に
帰
っ
た
と
あ
る
。
し
か
し
最
後
の
『
測
量
日
記
』
（
巻

二
十
八
）
は
、
江
戸
帰
着
の
四
月
十
二
日
で
終
わ
り
、
ま

た
『
忠
敬
先
生
日
記
』
（
江
戸
日
記
）
で
も
、
四
月
十
三

日
、
永
井
甚
左
衛
門
・
門
谷
清
次
郎
が
着
府
の
挨
拶
に
来

た
、
と
あ
る
の
で
、
「
当
月
」
と
は
四
月
と
解
す
べ
き
で

あ
る
が
、
「
二
十
三
日
」
と
あ
る
の
は
西
田
氏
の
読
み
間

違
い
か
、
何
か
の
勘
違
い
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
『
忠
敬

先
生
日
記
』
（
江
戸
日
記
）
に
よ
る
と
、
「
（
四
月
）
二

十
日
、
今
日
よ
り
地
図
御
用
始
、
永
井
・
坂
部
・
門
谷
来

る
」
と
あ
る
が
、
二
十
三
日
の
記
述
は
な
い
。 

ま
た
西
田
氏
が
書
状
の
日
付
と
す
る
「
八
月
二
十
一
日
」

に
つ
い
て
、
富
士
川
英
郎
氏
が
批
判
を
加
え
、
書
状
の
日

付
は
「
八
月
二
十
一
日
」
で
は
な
く
、
四
月
「
二
十
三
日
」

か
ら
晦
日
ま
で
の
間
に
認
め
ら
れ
、
五
月
十
九
日
に
茶
山

の
も
と
に
届
け
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
し
て
い
る
。

妥
当
な
考
察
と
思
わ
れ
る
。 

そ
れ
よ
り
も
、
「
関
東
諸
城
下
並
び
に
川
々
、
奥
羽
・

三
越
内
に
相
残
り
候
城
下
・
街
道
等
こ
れ
有
る
に
つ
き
、

こ
の
節
、
右
の
測
量
御
伺
い
に
相
成
り
候
、
」
と
の
記
述

は
、
関
東
の
諸
城
下
・
諸
河
川
と
奥
羽
（
陸
奥
・
出
羽
）
・

三
越
（
越
前
・
越
中
・
越
後
、
加
賀
も
含
む
か
？
）
の
城

下
・
街
道
に
つ
い
て
、
新
た
な
測
量
計
画
を
幕
府
に
申
請

し
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
、
た
い
へ
ん
興
味
深
い
。
許
可

が
下
り
た
ら
「
当
六
月
頃
の
出
立
、
来
る
三
、
四
月
帰
府

に
相
成
る
べ
く
候
」
と
出
張
期
間
も
想
定
し
て
い
る
。 

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
本
会
誌
前
号
（
106
号
）
で
玉
造
功

氏
「
江
戸
府
内
第
一
次
測
量
補
論
」
が
紹
介
し
て
い
る
、

文
化
十
二
年
十
二
月
十
八
日
付
け
娘
妙
薫
あ
て
の
「
伊
能

忠
敬
書
状
」
（
国
宝
：
書
状
類
一
一
一
）
に
「
関
東
城
下
・

川
々
・
沼
々
等
測
量
之
儀
」
を
上
申
し
た
い
と
の
記
述
、

ま
た
同
十
三
年
七
月
二
十
一
日
付
け
で
同
じ
く
妙
薫
あ
て

の
「
伊
能
忠
敬
書
状
」
（
国
宝
：
書
状
類
七
五
）
に
「
関

東
・
北
国
測
量
之
儀
、
六
ケ
敷
様
子
」
と
あ
っ
て
現
状
で

は
難
し
い
と
の
記
述
と
符
合
し
て
い
る
。 

こ
れ
ら
の
書
状
と
内
容
を
照
合
す
る
と
、
『
史
林
』
掲

載
の
菅
茶
山
あ
て
忠
敬
書
状
は
、
幕
府
に
関
東
・
北
国
測

量
の
申
請
を
す
ま
せ
、
回
答
を
待
っ
て
い
る
時
期
、
富
士

川
氏
が
推
測
さ
れ
た
時
期
に
書
か
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。 

忠
敬
の
「
江
戸
日
記
」
に
、
文
化
十
三
年
「
七
月
二
十

一
日
、
（
中
略
）
今
日
江
戸
測
量
被
仰
付
候
」
と
あ
っ
て
、

同
日
付
け
の
妙
薫
あ
て
書
状
に
「
関
東
・
北
国
測
量
之
儀
」

が
現
状
で
は
難
し
い
と
あ
る
の
は
、
こ
の
日
、
江
戸
府
内

（
第
二
次
）
測
量
を
命
ぜ
ら
れ
た
た
め
、
こ
れ
に
傾
注
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
情
が
生
じ
た
か
ら
で
あ
る
。 

ち
な
み
に
、
江
戸
府
内
第
二
次
測
量
は
、
文
化
十
三
年

閏
八
月
八
日
に
始
ま
り
、
同
年
十
月
二
十
三
日
に
完
了
し

た
。
そ
の
間
「
江
戸
日
記
」
に
は
そ
の
日
の
測
量
の
有
無

が
記
さ
れ
、
忠
敬
の
出
勤
も
う
か
が
え
る
。
御
府
内
地
図

の
完
成
は
翌
十
四
年
八
月
十
九
日
で
、
そ
の
日
に
上
納
さ

れ
て
い
る
。 

「
江
戸
日
記
」
は
文
化
十
四
年
十
二
月
二
十
九
日
で
終

わ
り
、
翌
十
五
年
四
月
十
三
日
、
忠
敬
は
没
し
た
。
望
ん

で
い
た
伊
能
測
量
隊
に
よ
る
「
関
東
・
北
国
測
量
」
の
機

会
は
永
久
に
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。 

 

と
こ
ろ
で
、
福
山
城
博
物
館
の
図
録
『
箱
田
良
助
と
榎

本
武
揚
』
掲
載
の
箱
田
良
助
書
状
の
宛
所
を
見
る
と
、「
大

江
村
池
田
喜
惣
太
・
御
同
能
夫
太
・
御
同
彦
四
郎
」
「
池

田
楠
五
郎
」
等
と
あ
る
。
ま
た
岡
山
県
井
原
市
大
江
町
の

郷
土
史
『
大
江
誌
』
に
、
大
江
村
増
屋
池
田
家
と
備
後
箱

田
村
庄
屋
細
川
家
は
深
い
姻
戚
関
係
が
あ
り
、
彦
四
郎
（
良

助
の
実
弟
）
は
細
川
家
か
ら
婿
養
子
と
し
て
池
田
家
に
入

っ
た
、
と
あ
る
。
西
田
直
二
郎
氏
が
忠
敬
書
状
の
所
蔵
者

と
し
た
「
広
島
県
の
池
田
杢
三
郎
氏
」
と
、
大
江
村
の
池

田
氏
（
の
子
孫
）
と
の
関
係
は
不
明
だ
が
、
大
江
町
池
田

家
所
蔵
の
箱
田
良
助
関
係
史
料
も
含
め
、
い
ず
れ
確
認
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
。 

   

【
参
考
文
献
】 

・
千
葉
県
史
編
纂
審
議
会
編
『
伊
能
忠
敬
書
状 

千
葉
県
史

料 

近
世
篇
文
化
史
料
一
』
千
葉
県
、
一
九
七
三
年 

・
大
塚
宰
平
『
郷
土
史
談 

大
江
誌
』
大
江
史
談
会
、
一
九

八
七
年 

・
富
士
川
英
郎
『
菅
茶
山
』
（
上
・
下
）
福
武
書
店
、 

一
九
九
○
年
（
一
九
八
四
～
八
九
年
初
出
） 

・「
伊
能
忠
敬
の
江
戸
日
記
」、『
江
戸
の
伊
能
忠
敬―

伊
能

忠
敬
銅
像
建
立
報
告
書―

』
伊
能
忠
敬
研
究
会
、
二
○
○

二
年 

・『
伊
能
忠
敬
の
内
弟
子
筆
頭 

箱
田
良
助
と
榎
本
武
揚
』
福

山
城
博
物
館
、
二
○
○
九
年 

・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
『
国
宝
伊
能
忠
敬
測
量
日
記 

原
文
』
伊
能

忠
敬
と
伊
能
図
の
大
事
典
を
つ
く
る
会
、
二
○
一
一
年 

・
神
辺
町
菅
波
家
編
刊
『
菅
茶
山
と
廉
塾
』
二
○
一
八
年 

・
菅
茶
山
記
念
館
編
刊
『
神
辺
の
文
化
人
』 
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伊
能
忠
敬
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念
館
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高
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い
て
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２
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加
藤
一
郎 

 
 

                          

                                

                                



 

－22－ 
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－23－ 

                                

                                

                                



 

－24－ 

                                

                                

                                

誤
植
の
訂
正 

寺
島
村
別
荘
に
関
し
て
『
忠
誨
日
記
』
が
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
日
付
け
に
つ
い
て
、

誤
植
と
思
わ
れ
る
の
で
訂
正
し
た
い
。 

「
閏
正
月
五
日
の
条
」
は
誤
り
で
、「
閏
正
月
八
日
の
条
」
が
正
し
い
。 



伊能忠敬研究 第 107号 2025 

－25－ 

                                

                                

                                



 

－26－ 

                                

                                

                                

一
覧
表
の
右
側
に
付
記
し
た
番
号
は
、
各
書
状
に
該
当
す
る 

「
国
宝
伊
能
忠
敬
関
係
資
料
」
の
書
状
類
番
号
で
あ
る
。（
編
集
子
） 



伊能忠敬研究 第 107号 2025 

－27－ 

                                

                                

                                

国宝 
書状類 

251 

259 

249 

272 

250 

269 

254 

263 

264 

266 

256 

257 

265 

268 

267 

255 

261

 253

 



 

－28－ 

                      

          

                                

                               

（
四
）
Ａ-

１７
書
簡
と
（
五
）
Ａ-

６
書
簡
は
伊
能
忠
敬
記
念
館
所
蔵
、
無
断
流
用
禁
止 
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－29－ 

佐
原
古
文
書
学
習
会
と
加
藤
一
郎
氏 

 
 
 
 
 
 
 
 

香
取
市  

及
川 

敏
男 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

小
・
中
・
高
校
教
員
を
中
心
に
結
成
さ
れ
た
香
取
歴
史

教
育
者
協
議
会
は
、
例
会
で
授
業
実
践
や
地
域
の
歴
史
研

究
を
行
っ
て
き
た
。
１
９
７
４
年
に
は
第
２
例
会
と
し
て

古
文
書
学
習
を
開
始
し
た
。
小
島
一
仁
氏
が
講
師
と
な
り
、 

伊
能
家
の
文
書
を
取
り
上
げ
、
解
読
を
し
て
い
っ
た
。
や

が
て
参
加
者
は
一
般
市
民
が
多
く
な
り
「
市
民
の
古
文
書 

学
習
会
」
的
な
場
と
し
て
継
続
し
て
き
た
。 

毎
年
の
香
取
歴
史
教
育
者
協
議
会
総
会
で
は
小
島
氏
か

ら
佐
原
古
文
書
学
習
会
の
様
子
や
充
実
ぶ
り
、
生
き
生
き

と
学
習
す
る
姿
が
報
告
さ
れ
た
。
中
で
も
参
加
会
員
の
一

人
と
し
て
、
国
語
、
国
文
学
を
専
攻
し
た
加
藤
一
郎
氏
が

加
わ
っ
た
こ
と
が
大
変
頼
も
し
い
と
強
調
さ
れ
て
い
た
。

高
橋
景
保
書
状
を
取
り
上
げ
た
学
習
で
そ
の
よ
う
な
お
話

を
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
『
香
取
民
衆
史
９
』
発
行
の
際
、

有
力
な
佐
原
古
文
書
学
習
会
会
員
で
あ
る
加
藤
一
郎
氏
に

強
く
勧
め
て
こ
の
論
考
を
発
表
し
て
い
た
だ
い
た
。 

小
島
一
仁
氏
が
２
０
０
８
年
５
月
に
逝
去
さ
れ
、
同
７

月
に
「
小
島
先
生
を
偲
ぶ
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
香
取
歴

史
教
育
者
協
議
会
、
佐
原
古
文
書
学
習
会
の
会
員
ら
２
０

名
が
参
加
し
、
ご
遺
族
の
意
向
と
参
加
者
の
強
い
希
望
で

佐
原
古
文
書
学
習
会
を
続
け
る
こ
と
が
決
ま
り
、
学
習
会

の
運
営
体
制
と
共
に
講
師
と
し
て
学
習
を
牽
引
す
る
役
を

加
藤
一
郎
氏
が
引
き
受
け
て
く
だ
さ
り
、
学
習
会
を
存
続

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
昨
年
は
佐

原
古
文
書
学
習
会
が
始
ま
っ
て
５
０
年
を
迎
え
る
こ
と
に

な
り
、
お
祝
い
の
行
事
も
行
っ
た
。 

  

高
橋
景
保
の
書
状
に
つ
い
て
補
足 

 
 

編
集
子 

故
加
藤
一
郎
氏
は
伊
能
忠
敬
記
念
館
所
蔵
の
高
橋
景
保

名
義
の
書
簡
の
う
ち
自
筆
と
判
断
し
た
も
の
１８
通
を
検

討
の
対
象
と
し
、
自
筆
書
簡
一
覧
（
２７
ペ
ー
ジ
）
を
作
成

し
た
。
前
号
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
１８
通
は
、
文

化
財
保
護
委
員
会
（
現
文
化
庁
）
が
巻
物
と
し
て
表
装
し

た
『
高
橋
景
保
書
簡
』
中
の
１０
通
と
、
１
９
６
７
年
に
巻

物
と
し
て
表
装
し
た
『
高
橋
景
保
自
筆
書
簡
』
中
の
８
通

で
あ
る
。 

 

 

伊
能
忠
敬
記
念
館
が
Ｈ
Ｐ
で
公
開
し
て
い
る
国
宝
伊
能

忠
敬
関
係
資
料
の
『
書
状
類
の
目
録
』
を
検
討
す
る
と
、

高
橋
景
保
の
書
状
は
次
の
５
通
を
加
え
て
全
部
で
２３
通

が
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
下
役
な
ど
が
代

筆
し
た
と
判
断
さ
れ
た
残
り
の
５
通
に
つ
い
て
も
、
加
藤

一
郎
氏
の
自
筆
書
簡
一
覧
に
な
ら
っ
て
編
年
的
に
配
列
し

て
み
た
。 

 
○
書
状
類 

番
号
２
６
２
「
高
橋
作
左
衛
門
書
状
」 

 
・
文
化
７
年
９
月
１６
日
付
で
伊
能
忠
敬
と
坂
部
貞
兵
衛

に
宛
て
た
書
状
。 

・
文
化
７
年
７
月
２５
日
付
の
鹿
児
島
県
南
さ
つ
ま
市
の

片
浦
村
発
書
状
へ
の
返
書
。 

・
種
子
島
、
屋
久
島
が
渡
海
に
適
し
た
季
節
ま
で
肥
後
路

を
廻
り
、
来
春
に
屋
久
島
、
種
子
島
測
量
に
戻
る
計
画

を
了
解
し
た
。
堀
田
正
敦
も
「
重
ね
て
差
遣
わ
す
の
も

手
重
、
気
候
見
合
い
で
見
置
く
よ
う
」
と
の
仰
せ
。
他

の
島
々
は
渡
海
せ
ず
に
遠
測
で
良
い 

 

○
書
状
類 

番
号
２
５
２
「
高
橋
作
左
衛
門
書
状
」 

 

・
文
化
７
年
１２
月
１１
日
付
で
伊
能
忠
敬
と
坂
部
貞
兵
衛 

に
宛
て
た
書
状
。 

・
文
化
７
年
１１
月
１５
日
付
で
熊
本
県
の
八
代
か
ら
発
出 

さ
れ
た
書
状
へ
の
返
書
。 

・
若
年
寄
堀
田
摂
津
守
に
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
屋
久
島
、 

 

種
子
島
測
量
を
延
期
し
、
一
旦
帰
府
す
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
た
。
薩
州
役
人
か
ら
の
問
合
書
面
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
を
踏
ま
え
て
早
々
に
返
答
す
る
よ
う
に
。 

 

○
書
状
類 

番
号
２
６
０
「
高
橋
作
左
衛
門
書
状
」 

・
文
化
１０
年
８
月
１９
日
付
で
伊
能
忠
敬
に
宛
て
た
書
状
。 

 

・
文
化
１０
年
７
月
１６
日
付
の
長
崎
県
五
島
列
島
の
福
江

発
書
状
へ
の
返
書
。 

・
坂
部
貞
兵
衛
の
病
死
は
残
念
至
極
。
福
江
へ
埋
葬
す
る

件
を
承
知
。
病
死
届
は
一
両
日
中
に
提
出
す
る
。
坂
部

の
召
仕
２
名
の
帰
府
に
つ
い
て
。 

 

○
書
状
類 

番
号
２
５
８
「
高
橋
作
左
衛
門
書
状
」 

・
文
化
１０
年
１１
月
１５
日
付
で
伊
能
忠
敬
に
宛
て
た
書
状
。 

・
文
化
１０
年
１０
月
２
日
付
の
福
岡
県
の
博
多
発
の
書
状

と
、
１０
月
１２
日
付
の
小
倉
発
書
状
へ
の
返
書
。 

・
第
８
次
（
第
２
次
九
州
）
測
量
の
帰
路
の
中
国
、
近
畿

中
部
地
方
の
測
量
ル
ー
ト
を
了
解
し
た
。
京
都
町
奉
行

へ
も
通
知
し
た
。
坂
部
貞
兵
衛
の
召
仕
２
名
の
帰
府
に

つ
い
て
。
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
高
橋
景
保
の
役
宅
が
再

建
さ
れ
、
引
移
っ
た
。 

 

○
書
状
類 

番
号
２
７
３
「
高
橋
作
左
衛
門
書
状
」 

・
文
政
９
年
４
月
２１
日
付
で
伊
能
忠
誨
に
宛
て
た
書
状
。 

 

・
文
政
９
年
４
月
１８
日
佐
原
発
の
伊
能
忠
誨
書
状
へ
の

返
書
。 

・
書
状
拝
見
、
１５
日
の
月
食
の
件
承
知
。
届
書
は
役
所
へ

差
出
し
た
。
依
頼
し
た
水
油
が
到
着
し
た
の
で
代
金
を

連
絡
さ
れ
た
し
。 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 



 

－30－ 

地
球
の
大
き
さ
を
測
っ
た
男
た
ち 

１８
〜
１９
世
紀
の 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
日
本
に
お
け
る
子
午
線
測
量 

吉
田
正
人 

は
じ
め
に 

伊
能
忠
敬
の
地
図
測
量
の
当
初
の
目
的
が
、
子
午
線
１

度
の
距
離
を
測
定
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
こ
と
は
、
伝
記
に

も
書
か
れ
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
（
た
と
え
ば
小
島1

9
9
8

）。

第
２
次
測
量
を
終
え
て
、
伊
能
忠
敬
が
出
し
た
、「
子
午
線

１
度
の
距
離
は
２
８
．
２
里
」
と
い
う
結
論
に
対
し
て
、

天
文
学
の
師
の
高
橋
至
時
は
す
ぐ
に
は
納
得
し
な
か
っ
た

が
、
オ
ラ
ン
ダ
語
に
翻
訳
さ
れ
た
「
ラ
ラ
ン
ド
暦
書
」
１

に

書
か
れ
て
い
た
子
午
線
１
度
の
距
離
と
伊
能
忠
敬
の
観
測

に
よ
る
子
午
線
１
度
の
距
離
が
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
た
こ
と

か
ら
、
師
弟
で
喜
び
合
っ
た
と
書
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

読
者
の
関
心
は
そ
こ
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
、「
ラ
ラ
ン
ド
暦

書
」
に
書
か
れ
て
い
る
子
午
線
１
度
の
距
離
は
、
誰
が
い

つ
ど
の
よ
う
な
方
法
で
測
定
し
た
も
の
な
の
か
、
そ
の
値

は
現
在
の
天
文
学
的
知
識
か
ら
し
て
正
し
い
の
か
と
い
う

疑
問
を
持
つ
人
は
少
な
い
。 

本
稿
で
は
、
１８
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
子
午
線
測

量
、
１９
世
紀
の
北
欧
、
東
欧
に
お
け
る
子
午
線
測
量
に
焦

点
を
あ
て
、
19
世
紀
初
頭
の
伊
能
忠
敬
の
子
午
線
測
量
と

の
比
較
検
討
を
行
い
、
伊
能
忠
敬
の
地
図
測
量
の
も
う
一

つ
の
側
面
で
あ
る
、
子
午
線
１
度
の
測
量
の
意
義
に
つ
い

て
検
討
し
た
。 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
子
午
線
測
量
技
術
は
、
た
し
か
に
日
本

に
比
べ
格
段
に
進
ん
で
い
た
も
の
の
、
伊
能
忠
敬
の
子
午

線
測
量
（1

8
0
0
-
18
1
6

）
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
メ
シ
ャ
ン

（P
i
e
rr
e
-F
r
an
ç
oi
s
 
M
é
ch
ai
n

）
と
ド
ゥ
ラ
ン
ブ
ル

（J
e
a
n
-B
a
pt
i
st
e J

os
e
ph
 D
el
a
m
br
e

）
に
よ
る
ダ
ン
ケ

ル
ク
か
ら
バ
ル
セ
ロ
ナ
ま
で
の
子
午
線
測
量
（1
7
9
2
-
17
9
8

）

と
、
エ
ス
ト
ニ
ア
の
シ
ュ
ト
ル
ー
ヴ
ェ
（F

r
i
e
d
r
ic
h 

G
e
o
rg
 
Wi
l
h
el
m
 v
o
n 
S
tr
u
ve

）
に
よ
る
ノ
ル
ウ
ェ
ー
か

ら
黒
海
に
い
た
る
子
午
線
測
量
（1
8
1
6
-
18
5
5

）
の
中
間
の

時
期
に
位
置
し
、
地
球
の
正
確
な
大
き
さ
を
知
る
重
要
な

ス
テ
ッ
プ
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
（
表
１
）。 

 

１８
世
紀
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
子
午
線
測
量 

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
、
す
で
に
１７
世
紀
に
フ
ラ
ン
ス 

科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
が
設
立
さ
れ
、
設
立
者
で
あ
る
コ
ル
ベ 

ー
ル
（J

e
a
n
-
Ba
p
ti
s
te
 C
o
lb
er
t

）
が
三
角
測
量
に
よ
っ 

て
地
図
を
作
成
す
る
方
法
を
提
唱
し
た
。 

１
６
６
９
年
に
は
ピ
カ
ー
ル
神
父
（L

 
a
b
b
é
Pi
c
ar
d

）

が
、
パ
リ
郊
外
の
マ
ル
ヴ
ォ
ア
ジ
ー
ヌ
（M

a
l
v
o
i
s
in

e

：

北
緯

4
8
°

4
0
′

）
と
ア
ミ
ア
ン
（A

m
i
e
n
s

：
北
緯

4
9
°

5
0
′

）
の
間
で
子
午
線
測
量
を
行
っ
た
（
ち
ょ
う
ど
子
午

線1
°

の
緯
度
差
）。
こ
の
事
業
を
引
き
継
い
だ
カ
ッ
シ
ニ

（C
a
s
s
in
i

）
父
子
は
、
１
７
０
０
年
か
ら
子
午
線
測
量
を

開
始
し
、
１
７
１
８
年
に
フ
ラ
ン
ス
北
部
の
ダ
ン
ケ
ル
ク

(
D
u
nk
e
rq
u
e

：
北
緯

5
1
°
0
2′

)

か
ら
フ
ラ
ン
ス
南
部
の

ペ
ル
ピ
ニ
ャ
ン(

P
e
r
p
i
g
na

n

：
北
緯

4
2
°
4
1
′
)

ま
で
の

測
量
を
完
了
し
た
。
パ
リ
を
通
過
す
る
こ
の
子
午
線
は
パ

リ
子
午
線
（
通
称
：
カ
ッ
シ
ニ
子
午
線
）
と
呼
ば
れ
、
１

８
８
４
年
に
英
国
の
グ
リ
ニ
ッ
ジ
を
通
る
子
午
線
が
本
初

子
午
線
と
さ
れ
る
ま
で
（
フ
ラ
ン
ス
で
は
１
９
１
１
年
ま

で
）
、
パ
リ
子
午
線
が
本
初
子
午
線
と
さ
れ
た
。
カ
ッ
シ
ニ

の
測
量
に
も
と
づ
く
フ
ラ
ン
ス
地
図
は
、
非
常
に
正
確
な

も
の
で
あ
り
、
地
図
を
作
成
す
る
た
め
の
子
午
線
測
量
で

あ
れ
ば
問
題
の
な
い
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
た
（
図
１
）
。 

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
１
７
８
９
年
の
バ
ス
チ
ー
ユ
監
獄
襲

撃
を
機
に
フ
ラ
ン
ス
革
命
が
始
ま
っ
た
が
、
１
７
９
１
年

ま
で
は
立
憲
王
政
と
い
う
形
が
保
た
れ
て
い
た
。
そ
の
さ

な
か
、
１
７
９
１
年
に
フ
ラ
ン
ス
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、

フ
ラ
ン
ス
北
部
の
ダ
ン
ケ
ル
ク
か
ら
ス
ペ
イ
ン
の
バ
ル
セ

ロ
ナ
ま
で
の
子
午
線
測
量
の
実
施
を
決
定
し
た
。
こ
の
子

午
線
測
量
は
、
地
球
の
大
き
さ
を
基
準
に
し
て
、
赤
道
か

ら
北
極
ま
で
の
距
離
の
１
０
０
０
万
分
の
１
を
１
メ
ー
ト

ル
と
定
義
し
、
世
界
中
で
使
わ
れ
て
い
る
度
量
衡
を
統
一

す
る
と
い
う
意
図
を
持
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、

カ
ッ
シ
ニ
子
午
線
の
距
離
を
さ
ら
に
上
回
る
、
ダ
ン
ケ
ル

ク
（
北
緯

5
1
°
0
2
′

）
か
ら
バ
ル
セ
ロ
ナ
（
北
緯

4
1
°

2
1
′

）
ま
で
、
緯
度
差1

0
°

近
い
子
午
線
測
量
が
計
画
さ

れ
た
の
で
あ
っ
た
。 

こ
の
仕
事
は
、
天
文
学
を
家
業
と
す
る
カ
ッ
シ
ニ

（J
e
a
n
-D
o
mi
n
iq
u
e de

 C
a
ss
in
i

）
が
引
き
受
け
て
し
か

る
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
中
で
あ
り
さ
ま
ざ

ま
な
困
難
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
、
５
人
の
幼
い
子
ど
も
が

い
る
こ
と
を
理
由
に
パ
リ
に
お
け
る
後
方
支
援
に
ま
わ
り
、

実
際
の
測
量
は
、
メ
シ
ャ
ン
と
ド
ゥ
ラ
ン
ブ
ル
の
２
人
が
、

そ
れ
ぞ
れ
パ
リ
の
南
北
の
測
量
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。 メ

シ
ャ
ン
は
、
１
７
４
４
年
フ
ラ
ン
ス
北
部
の
ラ
オ
ン

に
生
ま
れ
た
。
数
学
と
物
理
学
に
才
能
を
発
揮
し
た
が
、  

１ 
 

A
s
t
r
o
no
m
ie
,
 
pa
r 

M
. 

D
e 

La 
L
an
d
e
 

が
フ
ラ

ン
ス
語
の
原
書
名
で
あ
り
、
直
訳
す
れ
ば
「
ラ
・
ラ
ン
ド

著
・
天
文
学
」
で
あ
る
。
高
橋
至
時
は
「
ラ
ラ
ン
デ
暦
書
」

と
訳
し
た
が
、
ラ
ラ
ン
デ
と
発
音
す
る
に
はL

a
 La

n
de

で

は
な
く

L
a
 
L
a
n
d
é

と
綴
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
オ
ラ

ン
ダ
語
訳
を
通
じ
て
日
本
に
紹
介
さ
れ
た
た
め
生
じ
た
誤

解
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
ラ
ラ
ン
ド
で
統
一
し
た
。 

“
 

 “
 
 
 

，
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表 1. 18～19世紀のフランス、日本、北欧・東欧における子午線測量の歴史年表 

 世界の情勢 フランス 日本 北欧・東欧 

1718  カッシニ父子による測量   

1732  ラランド 生   

1744  メシャン 生   

1745   伊能忠敬生  

1749  ドゥランブル 生   

1771  ラランド “ Astronomie par M. 

de La Lande ”刊行 

  

1789 フランス革命開始    

1791 立憲王政 科学アカデミー子午線測量決定   

1792 王政廃止、共和政移

行 

メシャン、ドゥランブル測量開始   

1793 ルイ 16 世処刑 メシャン、事故に遭遇  シュトルーヴェ生 

1794 ロベスピエール処刑 メシャン、ジェノバに避難   

1795 総裁政府 十進法・メートル法採択 伊能忠敬、江戸に移り

高橋至時に師事 

 

1798  メシャン、ドゥランブル、パリへ

帰還 

  

1799 ナポレオン政権掌握 メートル原器製作   

1800   第 1 次測量（北海道）  

1801   第 2 次測量、子午線

1°を 28.2 里と算出 

 

1802   第 3 次測量（東日本）  

1803  メシャン、バレアレス諸島の測量

に出発 

第 4 次測量（中部）、

高橋至時「ラランデ暦

書管見」を著す 

 

1804 ナポレオン第一帝政 メシャン、黄熱病で病没 東日本図幕府に上呈、

高橋至時 病没 

 

1805   第 5 次測量（西日本：

紀伊半島〜瀬戸内海

〜琵琶湖） 

 

1806  ドゥランブル, "Base du système 

métrique décimal ou Mesure de 

l'arc du Méridien" 刊行 

 

1807  ラランド 没 畿内・中国図完成  

1808   第 6 次測量（四国）  

1809   第 7 次測量（九州）  

1811   第 8 次測量（九州）  

1814 ナポレオン退位、王

政復古 

  

1815  第 9 次測量（伊豆）  

1816   第 10 次測量（江戸） シュトルーヴェ測量開始 

1818   伊能忠敬 病没  

1821   大日本沿海輿地全図

完成 
 

1822  ドゥランブル 没   

1855    シュトルーヴェ測量完了 

1864    シュトルーヴェ没 
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資
金
不
足
の
た
め
学
業
を
諦
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
し

か
し
天
文
学
に
お
け
る
彼
の
才
能
は
、
天
文
学
者
の
ラ
ラ

ン
ド
の
目
に
と
ま
り
、
助
手
と
し
て
雇
わ
れ
た
。
ド
ゥ
ラ

ン
ブ
ル
は
、
１
７
４
９
年
パ
リ
北
部
の
ア
ミ
ア
ン
に
生
ま

れ
た
。
１
７
７
４
年
に
パ
リ
に
移
り
、
財
務
長
官
ダ
ッ
シ

ー
の
息
子
の
家
庭
教
師
と
な
り
、
ダ
ッ
シ
ー
か
ら
天
文
学

者
ラ
ラ
ン
ド
の
授
業
を
受
け
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
。
つ
ま

り
、
メ
シ
ャ
ン
と
ド
ゥ
ラ
ン
ブ
ル
は
、
ラ
ラ
ン
ド
の
兄
弟

子
、
弟
弟
子
と
い
う
関
係
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、

伊
能
忠
敬
は
１
７
４
５
年
生
ま
れ
な
の
で
、
メ
シ
ャ
ン
、

ド
ゥ
ラ
ン
ブ
ル
と
ほ
ぼ
同
世
代
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

１
７
９
２
年
６
月
メ
シ
ャ
ン
と
ド
ゥ
ラ
ン
ブ
ル
は
、
パ

リ
を
出
発
し
南
北
に
分
か
れ
て
測
量
を
開
始
し
た
。
北
に

向
か
っ
た
ド
ゥ
ラ
ン
ブ
ル
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
混
乱
を

ま
と
も
に
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
ド
ゥ
ラ
ン
ブ
ル
は
、
ル

イ
１６
世
の
発
行
し
た
パ
ス
ポ
ー
ト
を
持
っ
て
測
量
に
出

発
し
た
が
、
エ
ソ
ン
ヌ
、
サ
ン
・
ド
ゥ
ニ
な
ど
各
地
で
、

熱
狂
的
な
群
衆
に
囲
ま
れ
測
量
器
具
を
取
り
上
げ
ら
れ
た

り
、
監
禁
さ
れ
た
り
し
た
。
１
７
９
２
年
９
月
に
は
、
国

民
議
会
が
ド
ゥ
ラ
ン
ブ
ル
と
メ
シ
ャ
ン
の
測
量
は
、
フ
ラ

ン
ス
共
和
国
の
任
務
で
あ
り
、
彼
ら
の
任
務
を
支
援
す
る

こ
と
を
求
め
る
法
令
を
採
択
し
、
よ
う
や
く
測
量
を
継
続

す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

南
に
向
か
っ
た
メ
シ
ャ
ン
は
、
カ
ッ
シ
ニ
父
子
が
測
量

し
た
最
南
端
で
あ
る
ペ
ル
ピ
ニ
ャ
ン
を
通
過
し
、
ス
ペ
イ

ン
の
バ
ル
セ
ロ
ナ
に
入
り
、
ス
ペ
イ
ン
政
府
が
派
遣
し
た

ホ
セ
・
ゴ
ン
ザ
レ
ス
（J

o
s
é G

on
z
a
le
s

）
中
尉
が
率
い
る

科
学
者
チ
ー
ム
と
合
流
し
て
測
量
を
開
始
し
た
。
し
か
し
、

フ
ラ
ン
ス
革
命
が
王
政
を
廃
止
す
る
に
至
り
、
共
和
政
に

移
行
し
た
フ
ラ
ン
ス
と
い
ま
な
お
王
政
を
維
持
す
る
隣
国

と
の
間
に
軋
轢
が
生
ま
れ
、
フ
ラ
ン
ス
と
ス
ペ
イ
ン
国
境

の
ピ
レ
ネ
ー
山
脈
は
、
メ
シ
ャ
ン
が
測
量
を
行
う
に
は
危

図 1. Cassini による子午線測量に基づくパリ子午線とフランス地図 
（伊能忠敬の大日本沿海輿地全図が完成する 100 年以上前の 1718 年に三角測量に基づく地図が作られていた） 
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険
す
ぎ
る
地
帯
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
メ
シ
ャ
ン
は
ま 

ず
バ
ル
セ
ロ
ナ
か
ら
測
量
を
開
始
し
、
１
７
９
２
年
１０
月

に
は
最
南
端
の
ム
ン
ジ
ュ
イ
ッ
ク
城
に
お
け
る
観
測
を
終

え
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
メ
シ
ャ
ン
は
次
々
と
災
難
に

み
ま
わ
れ
る
。
１
７
９
３
年
１
月
の
ル
イ
１６
世
の
処
刑
後
、

フ
ラ
ン
ス
共
和
国
は
プ
ロ
シ
ャ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
連
合
と

戦
争
状
態
に
入
る
。
３
月
に
は
フ
ラ
ン
ス
共
和
国
が
ス
ペ

イ
ン
に
対
し
て
宣
戦
布
告
を
し
た
た
め
、
国
境
地
帯
の
測

量
は
困
難
と
な
っ
た
。
４
月
、
メ
シ
ャ
ン
は
バ
ル
セ
ロ
ナ

の
郊
外
で
、
水
圧
機
械
に
引
き
ず
ら
れ
る
医
師
を
助
け
よ

う
と
し
て
瀕
死
の
重
傷
を
負
い
、
３
日
間
意
識
不
明
と
な

っ
た
。
バ
ル
セ
ロ
ナ
か
ら
出
る
こ
と
が
で
き
な
い
メ
シ
ャ

ン
は
、
１２
月
の
ク
リ
ス
マ
ス
の
夜
、
ム
ン
ジ
ュ
イ
ッ
ク
城

近
く
の
宿
で
天
体
観
測
を
行
い
、
最
南
端
の
北
緯
を
正
確

な
も
の
に
し
よ
う
と
す
る
が
、
お
お
ぐ
ま
座
北
斗
七
星
の

ζ
星
（
ミ
ザ
ー
ル
）
を
観
測
し
た
結
果
、
１
７
９
２
年
１０

月
の
観
測
結
果
と
３
．
２
秒
の
誤
差
が
あ
る
こ
と
に
気
づ

い
た
。
し
か
し
、
ス
ペ
イ
ン
政
府
は
メ
シ
ャ
ン
ら
に
対
し

て
ム
ン
ジ
ュ
イ
ッ
ク
城
へ
の
立
ち
入
り
を
禁
じ
て
お
り
、

前
回
と
同
じ
場
所
で
観
測
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ダ
ン

ケ
ル
ク
か
ら
バ
ル
セ
ロ
ナ
ま
で
の
子
午
線
の
距
離
を
求
め

る
の
が
目
的
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
最
南
端
の
ム
ン

ジ
ュ
イ
ッ
ク
城
の
北
緯
に
誤
差
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
と

い
う
事
実
は
メ
シ
ャ
ン
の
科
学
者
と
し
て
の
良
心
を
悩
ま

せ
た
。 

１
７
９
４
年
９
月
、
メ
シ
ャ
ン
は
ス
ペ
イ
ン
か
ら
イ
タ

リ
ア
の
ジ
ェ
ノ
バ
に
避
難
し
た
。
化
学
者
の
ラ
ヴ
ォ
ア
ジ

ェ
が
ギ
ロ
チ
ン
で
処
刑
さ
れ
る
な
ど
、
親
し
く
し
て
い
た

科
学
者
が
革
命
の
犠
牲
に
な
る
こ
と
に
心
を
痛
め
る
と
と

も
に
、
自
ら
の
運
命
に
も
危
う
さ
を
感
じ
て
心
を
病
ん
で

い
た
と
い
わ
れ
る
。
１
７
９
５
年
に
は
よ
う
や
く
マ
ル
セ

イ
ユ
を
経
由
し
て
フ
ラ
ン
ス
に
帰
還
し
た
が
、
パ
リ
に
は

戻
ら
ず
１
７
９
８
年
９
月
に
フ
ラ
ン
ス
南
部
の
三
角
測
量

を
完
了
し
た
。
１
７
９
８
年
１１
月
、
メ
シ
ャ
ン
と
ド
ゥ
ラ

ン
ブ
ル
は
パ
リ
に
帰
還
し
、
子
午
線
測
量
の
正
確
さ
を
審

査
す
る
た
め
招
か
れ
た
外
国
人
研
究
者
の
査
読
を
受
け
た
。 

ド
ゥ
ラ
ン
ブ
ル
は
、
そ
の
功
績
で
パ
リ
天
文
台
長
に
就

任
し
、
１
８
０
６
年
ま
で
か
け
て
ダ
ン
ケ
ル
ク
〜
バ
ル
セ 

ロ
ナ
間
の
子
午
線
測
量
の
成
果
を  

B
a
se

 d
u

 S
y
s
tè

m
e
 

M
é
triq

u
e
 

D
é
cim

a
l, 

o
u

 
M

e
su

re
 

d
e
 

L
 

a
rc 

d
u

 

M
é
rid

ie
n

 e
n

tre
 D

u
n

k
e
rq

u
e
 e

t B
a
rce

lo
n

e
 (

十
進
法

に
基
づ
く
メ
ー
ト
ル
の
基
礎
：
ダ
ン
ケ
ル
ク
か
ら
バ
ル
セ

ロ
ナ
間
の
子
午
線
長
の
測
定) 

 

と
い
う
書
籍
に
ま
と
め

た
（
図
２
）。
一
方
、
メ
シ
ャ
ン
は
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
・
ム
ン

ジ
ュ
イ
ッ
ク
城
で
の
緯
度
観
測
結
果
に
納
得
が
ゆ
か
ず
、

地
中
海
の
バ
レ
ア
ル
ス
諸
島
ま
で
の
子
午
線
延
長
測
量
に

参
加
し
、
１
８
０
４
年
に
黄
熱
病
に
か
か
り
旅
先
で
死
去

し
た
。 

 

 

              

メ
シ
ャ
ン
と
ド
ゥ
ラ
ン
ブ
ル
の
測
量
が
終
わ
っ
た
１
７ 

９
８
年
は
、
伊
能
忠
敬
が
蝦
夷
地
に
向
か
っ
て
子
午
線
１ 

度
の
測
量
を
開
始
す
る
２
年
前
。
そ
の
成
果
物
が
出
版
さ

れ
た
１
８
０
６
年
は
、
伊
能
忠
敬
が
瀬
戸
内
海
、
山
陰
海

岸
、
隠
岐
島
な
ど
の
第
５
次
測
量
を
行
っ
て
い
た
頃
の
こ

と
で
あ
る
。 

 

１９
世
紀
の
北
欧
・
東
欧
に
お
け
る
子
午
線
測
量 

シ
ュ
ト
ル
ー
ヴ
ェ
（F

r
i
e
d
ri
ch
 Ge

o
rg
 W
i
lh
e
lm v

on
 

S
t
r
uv
e

）
は
、
ド
イ
ツ
生
ま
れ
の
ロ
シ
ア
人
と
書
か
れ
る

こ
と
が
多
い
が
そ
れ
は
正
確
で
は
な
い
。
１
７
９
３
年
ハ

ン
ブ
ル
グ
北
部
の
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
（
当
時
は
デ
ン
マ
ー
ク

＝
ノ
ル
ウ
ェ
ー
王
国
）
に
生
ま
れ
た
が
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の

侵
攻
を
逃
れ
エ
ス
ト
ニ
ア
に
移
住
。
エ
ス
ト
ニ
ア
の
ド
ル

パ
ッ
ト
大
学
（
現
在
は
タ
ル
ト
ゥ
大
学
）
で
天
文
学
を
学

び
、
卒
業
後
、
ド
ル
パ
ッ
ト
（
タ
ル
ト
ゥ
）
天
文
台
に
勤 

                

図 2. メシャンとドゥランブルによるダンケルクから
バルセロナ間の子午線測量結果（Delambre 1806） 

 

，
 

 
“

 

 “
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務
し
、
二
重
星
の
観
測
に
熱
中
し
た
。
１
８
３
９
年
に
サ 

ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
プ
ル
コ
ヴ
ォ
天
文
台
の
設
立 

に
か
か
わ
り
、
１
８
４
３
年
に
よ
う
や
く
ロ
シ
ア
市
民
権 

を
え
た
。 

シ
ュ
ト
ル
ー
ヴ
ェ
が
誕
生
し
た
１
７
９
３
年
は
、
す
で

に
伊
能
忠
敬
は
佐
原
で
村
方
後
見
と
し
て
名
を
な
し
、
隠

居
を
考
え
て
い
た
頃
で
あ
り
、
シ
ュ
ト
ル
ー
ヴ
ェ
と
伊
能

忠
敬
は
年
齢
が
ひ
と
ま
わ
り
以
上
離
れ
て
い
る
。
子
午
線

測
量
を
開
始
し
た
１
８
１
６
年
は
、
江
戸
府
内
の
第
１０
次

測
量
が
完
了
し
た
年
な
の
で
、
シ
ュ
ト
ル
ー
ヴ
ェ
は
、
メ

シ
ャ
ン
、
ド
ゥ
ラ
ン
ブ
ル
、
伊
能
忠
敬
か
ら
す
れ
ば
、
次

世
代
の
天
文
学
者
と
い
え
る
。 

シ
ュ
ト
ル
ー
ヴ
ェ
の
子
午
線
測
量
は
、
エ
ス
ト
ニ
ア
の

ド
ル
パ
ッ
ト
天
文
台
（
タ
ル
ト
ゥ
旧
天
文
台
）
を
起
点
に
、

北
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
ハ
ン
メ
ル
フ
ェ
ス
ト
（
北
緯

7
0
°

4
0
′

）
か
ら
南
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ス
タ
ラ
・
ネ
ク
ラ
シ
ウ

カ
（
北
緯4

5
°

2
0
′

）
ま
で
、
緯
度
差2

5
°

以
上
を
カ
バ

ー
し
、
南
北
２
，
８
２
０
ｋｍ
に
お
よ
ぶ
大
規
模
な
も
の
で

あ
っ
た
（
図
３
）。 

メ
シ
ャ
ン
、
ド
ゥ
ラ
ン
ブ
ル
に
よ
る
、
ダ
ン
ケ
ル
ク
〜

バ
ル
セ
ロ
ナ
間
の
測
量
は
緯
度
差1

0
°

で
あ
り
、
測
量
期

間
は
７
年
で
あ
っ
た
。
伊
能
忠
敬
の
測
量
の
最
北
端
は
北

海
道
の
ニ
シ
ベ
ツ
（
北
緯

4
3
°

2
3
′

）、
最
南
端
は
鹿
児

島
県
の
屋
久
島
（
北
緯3
0
°
1
8
′

）、
緯
度
差
は1

3
°

で

あ
り
、
測
量
期
間
は
１７
年
間
で
あ
っ
た
。
シ
ュ
ト
ル
ー
ヴ

ェ
の
子
午
線
測
量
は
、
緯
度
差2

5
°

、
開
始
か
ら
完
了
ま

で
の
期
間
４０
年
に
お
よ
ぶ
大
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
。 

シ
ュ
ト
ル
ー
ヴ
ェ
の
子
午
線
測
量
の
観
測
点
は
２
６
５ 

ヶ
所
に
及
ぶ
。
そ
の
う
ち
現
在
も
残
る
３４
ヶ
所
が
、
地
球

の
大
き
さ
を
正
確
に
測
量
す
る
上
で
多
大
な
貢
献
を
し
た

と
し
て
、
２
０
０
５
年
に
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
遺
産
に
登
録

さ
れ
た
。
現
在
は
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ス
ェ
ー
デ
ン
、
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
、
ロ
シ
ア
、
エ
ス
ト
ニ
ア
、
ラ
ト
ビ
ア
、
リ 

ト
ア
ニ
ア
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
モ
ル
ド
バ
の

１０
カ
国
に
わ
た
る
国
境
を
超
え
た
世
界
遺
産
で
あ
る
。
ど

う
し
て
１０
カ
国
に
も
ま
た
が
る
測
量
が
で
き
た
の
か
と 

  

                          

い
う
疑
問
が
湧
く
が
、
当
時
は
ス
ェ
ー
デ
ン
＝
ノ
ル
ウ
ェ 

ー
王
国
、
ロ
シ
ア
帝
国
の
わ
ず
か
２
カ
国
で
こ
の
範
囲
を

カ
バ
ー
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 
 

                            

図 3. シュトルーベの測地弧。タルトゥ天文台を通る子午線は赤線で示されている。 

世界遺産に登録された 34 地点は赤い点で示されている（©CC BY-SA 3.0）。 
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図 4. 三角測量の原理 

ＡとＢを結ぶベースライン

（通常数キロメートル）の距離

を正確に測量する。Ａ―Ｂベー

スラインを基準にＣ地点の角

度を正確に測定する。次にＢ地

点、Ｃ地点からＤ地点の角度を

正確に測定する。これを繰り返

して、三角形のネットワークを

構築する。同じ子午線上にある

Ｄ―Ｆ地点間の距離は、直接測

量しなくても、Ａ―Ｂベースラ

インの距離と各地点からの角

度から計算することができる。 

測
量
方
法
、
測
量
器
具
の
比
較 

伊
能
忠
敬
の
測
量
が
、
道
線
法
と
交
会
法
を
合
わ
せ
た

測
量
法
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
メ
シ
ャ
ン
、
ド
ゥ
ラ
ン
ブ

ル
、
シ
ュ
ト
ル
ー
ヴ
ェ
の
測
量
は
、
三
角
測
量
で
あ
る
こ

と
が
大
き
な
違
い
で
あ
る
。
道
線
法
で
は
、
道
線
上
の
２

点
間
の
距
離
を
歩
測
あ
る
い
は
間
棹
、
間
縄
、
鉄
鎖
な
ど

を
用
い
て
測
量
し
、
ま
た
２
点
間
の
角
度
を
彎
窠
羅
鍼
な

ど
の
コ
ン
パ
ス
を
用
い
て
測
定
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、

三
角
測
量
の
場
合
は
最
初
の
２
点
間
の
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
さ

え
正
確
に
測
量
す
れ
ば
、
そ
の
後
は
三
角
測
量
地
点
間
の

角
度
を
地
道
に
測
っ
て
ゆ
け
ば
よ
い(

図
４)

。
な
だ
ら
か

な
地
形
が
続
き
、
教
会
の
塔
な
ど
が
遠
く
か
ら
で
も
視
認

で
き
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
こ
の
方
法
の
ほ
う
が
は
る
か

に
効
率
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
三
角
測
量
地
点
間
の
角

度
は
、
秒
単
位
で
正
確
に
測
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た

め
、
望
遠
鏡
の
つ
い
た
測
量
器
具
が
用
い
ら
れ
た
。 

メ
シ
ャ
ン
、
ド
ゥ
ラ
ン
ブ
ル
の
測
量
で
は
、
ボ
ル
ダ

（B
o
r
d
a

）
が
開
発
し
た
反
復
円
盤
と
い
う
装
置
が
用
い
ら

れ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
学
者
ケ
ン
・
ア
ル
ダ
ー
（K

e
n
 

A
l
d
er

）
は
、
メ
シ
ャ
ン
と
ド
ゥ
ラ
ン
ブ
ル
の
測
量
を
著
し

た 
 
T
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世
界
を
測
る
：
メ
ー
ト
ル
発
明
の
驚
く
べ
き
物
語)

 

の
中

で
、
反
復
円
盤
の
使
い
方
を
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
て
い

る
。 

 

反
復
円
盤
の
上
下
に
は
、
別
々
に
ス
ラ
イ
ド
す
る
二
つ

の
望
遠
鏡
が
備
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｂ
２

２
点
間
の
角

度
を
測
定
す
る
に
は
、
下
の
望
遠
鏡
を
Ａ
に
向
け
ネ
ジ
を

締
め
ま
す
。
上
の
望
遠
鏡
を
Ｂ
に
向
け
ネ
ジ
を
締
め
ま
す
。

こ
こ
で
２
点
間
の
角
度
を
読
み
取
っ
て
終
わ
り
に
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
が
、
反
復
円
盤
で
は
、
下
の
望
遠
鏡
を
Ｂ

に
向
け
ネ
ジ
を
締
め
た
ら
、
上
の
望
遠
鏡
を
逆
回
転
さ
せ

て
Ａ
に
向
け
て
ネ
ジ
を
締
め
ま
す
。
こ
れ
で
２
点
間
の
倍

の
角
度
が
記
録
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
下
の
望
遠
鏡
を
逆

回
転
さ
せ
Ａ
に
向
け
て
ネ
ジ
を
止
め
、
上
の
望
遠
鏡
を
回

転
さ
せ
て
Ｂ
に
向
け
て
ネ
ジ
を
止
め
ま
す
。
こ
れ
で
２
点

間
の
３
倍
の
角
度
が
記
録
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、 

観
測
者
は
望
遠
鏡
を
任
意
の
回
数
だ
け
反
復
し
て
回
転
さ

せ
、
そ
れ
を
反
復
回
数
で
割
り
算
す
る
こ
と
に
よ
り
、
Ａ

Ｂ
間
の
角
度
を
秒
単
位
ま
で
正
確
に
読
み
取
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
す
（
図
５
）
。 

 
 

          

              

 
             

 

２ 

フ
ラ
ン
ス
語
版
で
は
、G

(
G
a
u
ch
e
:

左)-
D
(D
r
oi
t
e:

右)

間
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
わ
か
り
や
す
く
す

る
た
め
、
Ａ
Ｂ
間
と
し
た
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5. ボルダの反復円盤の使い方：AB 間の角度を測定するには、まず円盤の下の望遠鏡を A にあわせ、

上の望遠鏡を B に合わせる(a)。次に、下の望遠鏡を円盤ごと時計回りに回転させて B に合わせる(b)。

次に、下の望遠鏡は B に合わせたまま、上の望遠鏡のみを反時計回りに回転させて A に合わせる(c)。

これで AB 間の２倍の角度が記録される。次に上の望遠鏡を円盤ごと時計回りに回転させて B に合わ

せる(d)。次に上の望遠鏡は B に合わせたまま、下の望遠鏡のみを反時計回りに回転させ A に合わせ

る(e)。これで AB 間の３倍の角度が記録される。これを任意の回数反復し、合計の角度を反復回数で

割れば、AB 間の角度を秒単位まで正確に測定することができる（Alder 2002, 2005）。 
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ボ
ル
ダ
の
反
復
円
盤
は
、
１
９
３
０
年
代
ま
で
フ
ラ
ン

ス
陸
軍
で
用
い
ら
れ
た
と
言
わ
れ
、
そ
れ
だ
け
簡
便
で
正

確
な
観
測
器
具
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

 

ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
の
測
量
に
は
、
プ
ラ
チ
ナ
と
銅
の
２
つ

の
金
属
で
で
き
た
定
規
が
用
い
ら
れ
、
定
規
に
は
目
盛
を

正
確
に
読
み
取
る
顕
微
鏡
と
温
度
差
に
よ
る
膨
張
・
伸
縮

を
回
避
す
る
た
め
の
温
度
計
が
備
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
の

た
め
、
２
，
８
０
０
ｍ
の
ベ
ー
ス
ラ
イ
ン
の
計
測
に
４１
日

を
要
し
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
測
量
器
具
に
関
し
て
は
、

間
縄
な
ど
に
よ
る
距
離
測
定
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た

伊
能
忠
敬
の
測
量
と
は
大
き
な
違
い
が
あ
っ
た
。 

 
 測

量
結
果
の
比
較 

表
２
に
、
１８
〜
１９
世
紀
の
子
午
線
測
量
の
測
量
年
、
測

量
の
最
北
端
・
最
南
端
と
緯
度
差
、
子
午
線
１
度
の
距
離
、

地
球
の
四
分
の
一
周
の
距
離
を
一
覧
に
ま
と
め
た
。 

こ
れ
を
見
る
と
、
測
量
の
最
北
端
と
最
南
端
の
緯
度
差

は
、
ド
ゥ
ラ
ン
ブ
ル
・
メ
シ
ャ
ン
（1

0
°

）
、
伊
能
忠
敬

（1
3
°

）、
シ
ュ
ト
ル
ー
ヴ
ェ
（2

5
°

）
と
年
を
追
っ
て
大

き
く
な
っ
て
い
る
（
た
だ
し
伊
能
忠
敬
の
子
午
線
１
度
の

距
離
は
、
第
２
次
測
量
の
結
果
に
基
づ
い
て
い
る
の
で
、

第
２
次
測
量
だ
け
に
限
定
す
れ
ば
緯
度
差
は5

.
2

度
と
な

る
）
。
測
量
に
要
し
た
時
間
も
、
ド
ゥ
ラ
ン
ブ
ル
７
年
、
伊

能
忠
敬
１７
年
、
シ
ュ
ト
ル
ー
ヴ
ェ
４０
年
と
年
を
追
っ
て
、

長
期
間
の
測
量
を
要
す
る
計
画
と
な
っ
て
い
る
。 

最
後
の
行
に
、
ド
ゥ
ラ
ン
ブ
ル
・
メ
シ
ャ
ン
、
伊
能
忠

敬
、
シ
ュ
ト
ル
ー
ヴ
ェ
の
子
午
線
１
度
の
測
定
結
果
を
、

最
新
デ
ー
タ
と
比
較
す
る
た
め
、
１９
～
２０
世
紀
に
亘
っ

て
長
く
使
わ
れ
た
ベ
ッ
セ
ル
楕
円
体
と
１
９
８
０
年
に

採
択
さ
れ
、
現
在
最
も
広
く
用
い
ら
れ
て
い
るG

RS
8
0

地

球
楕
円
体
に
お
け
る
子
午
線
１
度
の
距
離
を
示
し
た
。 

ド
ゥ
ラ
ン
ブ
ル
・
メ
シ
ャ
ン
の
測
定
値
は
、
ベ
ッ
セ
ル

楕
円
体
の
値
に
最
も
近
く
、
シ
ュ
ト
ル
ー
ヴ
ェ
の
測
量
値

は
、GR

S
8
0

地
球
楕
円
体
に
最
も
近
い
と
い
う
結
果
と
な

っ
た
。
シ
ュ
ト
ル
ー
ヴ
ェ
は
、
４０
年
か
け
て
緯
度
差2

5
°

 

                             

を
測
量
し
た
だ
け
あ
っ
て
、
子
午
線
１
度
の
距
離
も
、
地

球
の
四
分
の
一
周
の
距
離
も
、
現
代
の
数
値
と
非
常
に
近

い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。 

た
だ
し
子
午
線
１
度
の
距
離
は
、
測
量
が
ど
の
緯
度
で 

行
わ
れ
た
か
に
よ
っ
て
違
っ
て
く
る
た
め
、
そ
れ
を
考
慮

す
る
必
要
が
あ
る
。
表
３
に
、G

R
S
80

地
球
楕
円
体
の
各

緯
度
に
お
け
る
子
午
線
１
度
の
距
離
を
示
し
た
。
ド
ゥ
ラ

ン
ブ
ル
と
メ
シ
ャ
ン
の
測
量
は
、
北
緯4

0
°

〜5
0
°

付
近

の
測
定
で
あ
る
。G

R
S
8
0

地
球
楕
円
体
で
は
北
緯4

0
°

で

１
１
１
，
０
３
５
ｍ
、
北
緯5

0
°

で
１
１
１
，
２
２
９
ｍ 

な
の
で
、
子
午
線
１
度
が
１
１
１
，
１
１
９
ｍ
と
い
う
ド

ゥ
ラ
ン
ブ
ル
の
推
定
値
は
範
囲
内
に
収
ま
っ
て
い
る
。
し

か
し
、G

R
S
8
0

地
球
楕
円
体
の
地
球
の
四
分
の
一
周
長
と

比
較
す
る
と
１
，
２
４
２
ｍ
も
の
差
が
あ
り
、
赤
道
か
ら

北
極
ま
で
の
距
離
の
１
０
０
０
万
分
の
１
を
１
メ
ー
ト
ル

と
定
義
す
る
と
い
う
測
量
の
本
来
の
趣
旨
か
ら
す
る
と
、

０
．
０
１
２
％
の
誤
差
が
生
じ
て
し
ま
っ
た
。 

               

表 2. 18～19 世紀の子午線測量にもとづく子午線１度ならびに地球の四分の一周長 

著者・測量者 測量年 最北端 最南端 緯度差 子午線１度

(m) 

地 球 1/4 周  

(m) 

Delambre 

Mèchain 

1792～98 

(7 年間) 

Dunkerque 

N51° 

Barcelona 

N41° 

 

10° 

 

111,119 

 

10,000,724 

伊能忠敬 1800～16 

(17 年間) 

ニシベツ 

N43° 

屋久島 

N30° 

 

13° 

 

 

28.198 里 

110,946 

 

 

 

9,985,120 

野辺地  

N40.9° 

江戸深川  

N35.7° 

 

5.2° 

Struve 1816～55 

(40 年間) 

Hammerfest 

N70° 

StaraNekr-

asivka N45 

 

25° 

 

111,134 

 

10,002,018 

(参考) ベッセル楕円体 

GRS80 地球楕円体 

   111,121 

111,133 

10,000,856 

10,001,966 

 

 

表 3. 現代の測地系（GRS80 地球楕円体）に基づく 

各緯度の子午線１度の距離（羽田 2021） 
 

北緯 子午線１度 

の距離（m） 

北緯 子午線１度 

の距離（m） 

0 110,574 40 111,035 

10 110,608 45 111,132 

20 110,704 50 111,229 

30 110,852 60 111,412 

35 110,941 70 111,562 
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伊
能
忠
敬
の
子
午
線
測
量
結
果
の
評
価 

伊
能
忠
敬
の
子
午
線
１
度
の
距
離
は
、
第
二
次
測
量
の

結
果
に
基
づ
い
て
い
る
。
大
谷
亮
吉
（1

9
1

7

）
の
「
伊
能

忠
敬
」（p

4
5
0

）
に
よ
れ
ば
伊
能
忠
敬
の
子
午
線
１
度
の
距

離
は
江
戸
深
川
と
野
辺
地
と
の
距
離
（1

4
6
.6

2
7
5

里
）
と

緯
度
差
（
５
．
２
度
）
に
基
づ
い
て
計
算
さ
れ
、
お
よ
そ

２
８
．
２
里
（
正
確
に
は
２
８
．
１
９
８
里
）
で
あ
る
。 

伊
能
忠
敬
の
子
午
線
１
度
の
推
定
値
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
推

定
値
と
比
較
す
る
に
は
、
メ
ー
ト
ル
法
に
換
算
す
る
必
要

が
あ
る
。
佐
久
間
達
夫
（1

9
9
4

）
は
、
一
尺
を
０
．
３
０

３
０
３
ｍ
、
１
里
を
３
９
２
７
．
２
７
ｍ
と
し
て
計
算
し
、

２
８
．
２
里
を
１
１
０
，
７
５
０
ｍ
と
し
て
い
る
。
こ
れ

は
、
１
８
９
１
年
に
度
量
衡
法
が
採
択
さ
れ
た
際
の
換
算

式
に
基
づ
い
て
い
る
。
し
か
し
、
伊
能
忠
敬
の
時
代
に
は

に
は
享
保
尺
、
又
四
郎
尺
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
尺
が
用
い

ら
れ
て
い
た
。
伊
能
忠
敬
は
、
こ
れ
ら
と
は
異
な
る
独

自
の
尺
を
用
い
た
。
大
谷
亮
吉
（1

9
1
7

）
の
「
伊
能
忠
敬
」

(
p
2
75
)

に
は
、「
伊
能
忠
敬
の
尺
度
を
現
行
法
に
換
算
す
る

と
、
忠
敬
尺
は
メ
ー
ト
ル
法
に
て
０
．
３
０
３
５
９
ｍ
」

と
書
か
れ
て
い
る
。
１
町
（
３
６
０
尺
）
は
１
０
９
．
２

９
ｍ
、
１
里
（
３
６
町
）
は
、
３
９
３
４
．
５
３
ｍ
と

な
る
。
仮
に
こ
れ
を
も
と
に
、
２
８
．
１
９
８
里
を
メ

ー
ト
ル
法
に
換
算
す
る
と
、
子
午
線
１
度
は
１
１
０
，

９
４
６
ｍ
と
な
る
。
表
３
に
示
し
たG

R
S

8
0

地
球
楕
円

体
に
基
づ
く
北
緯

3
5
°

に
お
け
る
子
午
線
１
度
の
距
離

は
１
１
０
，
９
４
１
ｍ
で
あ
り
、
北
緯3

5
°

付
近
に
限
れ

ば
、
伊
能
忠
敬
の
推
定
値
は

G
R

S
8
0

地
球
楕
円
体
に
近

い
値
と
な
る
。 

そ
れ
で
は
、
高
橋
至
時
は
な
ぜ
、
伊
能
忠
敬
の
推
定
し

た
「
子
午
線
１
度
２
８
．
２
里
」
を
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
研

究
成
果
と
近
い
と
判
断
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
高
橋
至
時
は
、

メ
ー
ト
ル
で
は
な
く
、
里
に
換
算
し
て
比
較
し
た
は
ず
な

の
で
、
そ
の
点
に
留
意
し
て
検
討
し
て
み
た
。 

高
橋
至
時
が
参
照
し
た
の
は
、
１
７
７
１
年
に
フ
ラ
ン

ス
で
刊
行
さ
れ
、
１
７
７
２
年
に
オ
ラ
ン
ダ
語
に
翻
訳
さ

れ
た
「
ラ
ラ
ン
ド
暦
書
」
で
あ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
語
版
の
「
ラ

ラ
ン
ド
暦
書
」
は
参
照
で
き
な
か
っ
た
が
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
さ
が
し
た
と
こ
ろ
、
１
７
７
１
年
に
出
版
さ

れ
た
フ
ラ
ン
ス
語
の
原
書
が
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
と
し

て
保
存
・
公
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。 

第
３
巻
（p

8
3
~

1
2
8

）
に
は
、「
第
５
章 

地
球 

の
大
き
さ
と
形
状
（D

e
 la

 G
ra

n
d

e
u

r e
t d

e
 la

 

 
F

ig
u

re
 d

e
 la

 T
e
rre

）」
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。 

Ｐ
１
２
１
に
は
１
７
７
０
年
代
ま
で
に
測
定
さ

れ
た
１０
ヶ
所
の
子
午
線
１
度
の
距
離
が
当
時
の

距
離
単
位
ト
ワ
ー
ズ
で
示
さ
れ
て
お
り
、
１
７
３

５
年
に
ブ
ー
ゲ
と
コ
ン
ダ
ミ
ー
ヌ
が
南
米
の
赤

道
付
近
で
測
定
し
た
値
が
最
短
で
５
６
，
７
５
３

ト
ワ
ー
ズ
（
１
１
０
，
６
１
４
ｍ
、
２
８
．
１
１

里
）、
北
緯4

9
°

付
近
の
パ
リ
〜
ア
ミ
ア
ン
間
が

５
７
，
０
６
９
ト
ワ
ー
ズ
（
１
１
１
，
２
３
０
ｍ
、

２
８
．
２
７
里
）
、
北
極
圏
に
近
い
北
緯

6
6
°

2
0
′

で
の
測
定
値
が
最
長
で
５
７
，
４
２
２
ト

ワ
ー
ズ
（
１
１
１
，
９
１
８
ｍ
、
２
８
．
４
５
里
）

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
第
４
巻
（p

7
7
7

～7
7
8

） 

に

は
、
北
緯

0
°

か
ら

9
0
°

の
各
緯
度
に
お
け
る

子
午
線
１
度
の
距
離
が
示
さ
れ
て
い
る
（
図
６
）
。

こ
の
数
値
は
、
ラ
ラ
ン
ド
が
自
ら
測
量
し
た
も
の

で
は
な
く
、
１
７
７
０
年
代
ま
で
に
世
界
中
の
科

学
者
が
測
量
し
た
結
果
か
ら
導
い
た
数
値
で
あ

る
（
表
４
）。
こ
れ
を
見
る
と
、
北
緯3

5
°

に
お

け
る
子
午
線
１
度
の
距
離
は
５
６
，
９
５
０
ト
ワ

ー
ズ
（
１
１
０
，
９
９
８
ｍ
、
２
８
．
２
１
里
）

と
書
か
れ
て
お
り
、
伊
能
忠
敬
の
測
量
結
果
２

８
．
１
９
８
里
（
１
１
０
，
９
４
６
ｍ
）
に
近
い
。
お
そ

ら
く
高
橋
至
時
は
、
こ
れ
ら
の
数
値
を
見
て
、
伊
能
忠
敬

の
測
量
結
果
が
、
世
界
で
最
も
権
威
の
あ
る
天
文
学
書
で

あ
る
ラ
ラ
ン
ド
暦
書
の
数
値
と
ほ
と
ん
ど
違
わ
な
い
こ
と

を
知
り
、
伊
能
忠
敬
と
そ
の
結
果
を
喜
び
合
っ
た
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。 

 

 

       

                 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

図 6. La Lande(1771) Astronomie４巻の付表(p777): 北緯 35°の子午線 1 度の距離が
56,950 トワーズ(110,998m)と書かれている。おそらく高橋至時は、本書のオランダ語版を
見て、伊能忠敬が算出した子午線 1 度 28.198 里(110,946 m)は、当時の天文学的知識からみ
て正しいと判断したのではなかろうか。 
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お
わ
り
に 

 

こ
れ
ま
で
の
伊
能
忠
敬
の
研
究
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お

け
る
地
図
測
量
や
子
午
線
測
量
の
歴
史
と
は
関
係
な
く
、

日
本
に
お
け
る
最
初
の
実
測
に
よ
る
地
図
測
量
と
い
う
位

置
づ
け
で
な
さ
れ
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
し
か
し
、

伊
能
忠
敬
の
子
午
線
１
度
の
測
定
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け

る
子
午
線
測
量
の
歴
史
と
関
連
づ
け
て
見
る
と
、
メ
シ
ャ

ン
と
ド
ゥ
ラ
ン
ブ
ル
に
よ
る
子
午
線
測
量
が
完
了
し
、
ド

ゥ
ラ
ン
ブ
ル
が
そ
の
結
果
を
ま
と
め
て
い
る
期
間
に
伊
能

忠
敬
の
測
量
が
開
始
さ
れ
、
ま
た
伊
能
忠
敬
の
測
量
が
江

戸
府
内
測
量
を
も
っ
て
完
了
し
た
年
に
シ
ュ
ト
ル
ー
ヴ
ェ

の
測
量
が
開
始
さ
れ
た
。
フ
ラ
ン
ス
〜
日
本
〜
北
欧
・
東

欧
の
間
で
、
ま
る
で
バ
ト
ン
を
つ
な
い
だ
リ
レ
ー
の
よ
う

に
子
午
線
測
量
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た(

表

１)

。 

 

そ
の
測
量
の
方
法
や
測
量
器
具
な
ど
の
技
術
は
違
え
ど

も
、
地
球
の
大
き
さ
を
知
り
た
い
と
い
う
好
奇
心
と
情
熱

が
、
７
年
〜
４０
年
に
及
ぶ
現
地
測
量
と
い
う
困
難
な
仕
事

を
支
え
て
い
た
に
違
い
な
い
。
子
午
線
測
量
に
従
事
し
た

彼
ら
が
情
報
交
換
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
残
念
な
が
ら

当
時
の
状
況
で
は
あ
り
え
な
か
っ
た
が
、
も
し
地
球
の
大

き
さ
を
知
り
た
い
と
願
っ
た
彼
ら
が
互
い
に
意
見
を
交
わ

す
機
会
が
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
ど
ん
な
に
楽
し
か
っ
た
だ

ろ
う
と
想
像
が
ふ
く
ら
む
。 

引
用
文
献 

大
谷
亮
吉
（1

9
1
7

）
伊
能
忠
敬.

 

長
岡
半
太
郎
監
修,

 

大

谷
亮
吉
編
著.

 

岩
波
書
店.

 

小
島
一
仁
（1

9
9
8

）
伊
能
忠
敬
の
人
間
像.

 

伊
能
図
に
学

ぶ.
 

東
京
地
学
協
会
編.

 

朝
倉
書
店.

 

佐
久
間
達
夫
（1

9
9
4

）
新
説
・
伊
能
忠
敬. 
自
費
出
版. 

羽
田
康
祐
（2

0
2
1

）
地
図
リ
テ
ラ
シ
ー
入
門-

地
図
の
正
し

い
読
み
方
・
描
き
か
た
が
わ
か
る.

 

ペ
レ
出
版.

 

                                

引用文献（英文･仏文） 

Alder, Ken (2002) The Measure of All Things: The Seven Year Odyssey and Hidden Error that 

Transformed the World (英語版).Free Press, New York. 

Alder, Ken(2005) Mesurer le Mond: L’incroyable histoire de l’invention du mètre (フランス語版). 

Flammarion, Paris. 

Arc géodésique de Struve (フランス語) (https://fr.wikipedia.org/wiki/Arc_géodésique_de_Struve) 

Delambre (1806) Base du Système Métrique Décimal, ou Mesure de L’arc du Méridien entre 

Dunkerque et Barcelone (フランス語).  

La Lande (1771) Astronomie par M. de La Lande, Tome III (フランス語・ラランド天文学第 3 巻) 

(https://ia800904.us.archive.org/19/items/astronomie03lala/astronomie03lala.pdf) 

La Lande (1771) Astronomie par M. de La Lande, Tome IV (フランス語・ラランド天文学第４巻) 

(https://dn790006.ca.archive.org/0/items/astronomie04lala/astronomie04lala.pdf) 

Mesure de la longueur du méridien terrestre par Delambre et Méchain (フランス語) 

(https://fr.wikipedia.org/wiki/Mesure_de_la_longueur_du_méridien_terrestre_par_Delambre_et_Méchain) 

Nomination of the Struve Geodetic Arc for the inscription on the World Heritage List  (英語) 

(https://whc.unesco.org/uploads/nominations/1187.pdf) 

 

表 4. “Astronomie par M. de La Lande”に記載された各緯度の子午線１度の距離 

北緯 子午線 1 度の距離

（トワーズ） 

子午線１度の距離

（m） 

北緯 子午線 1 度の距離

（トワーズ） 

子午線１度の距離

（m） 

30 56,891 110,883 50 57,143 111,374 

35 56,950 110,998 

(28.21 里) 

55 57,205 111,495 

60 57,265 111,612 

40 57,013 111,120 65 57,317 111,713 

45 57,078 111,247 70 57,362 111,801 
 

＊1799 年にフランスでメートル法が採用された際、１トワーズは 1.94903631 メートルと定義された。 

1802 年に上呈された東日本図の序文には、1 トワーズ=6.42尺と書かれており、56,950 トワーズは、365,619 尺、

すなわち 28.21 里となる。 

＊1891 年に日本で度量衡法が採択された際、１里は 3,927.27m とされたが、本稿では伊能忠敬が用いた忠敬尺に基づ

き、1 里を 3,934.53m として計算している。 
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「
伊
能
忠
敬
測
量
隊
の
足
跡
を
た
ど
る
」
連
載
第
四
十
回 

 
 
 
 

伊
能
忠
敬
銅
像
報
告
書
「
伊
能
忠
敬
の
足
跡
」
の
改
訂
増
補
版 

 
 
 
 

監
修 

渡
辺
一
郎  

 
 
 

編
著 

井
上
辰
男 

【
第
九
次
測
量
】 

（
伊
豆
七
島
）
関
東
近
郊
（
八
王
子
～
川
越
～
熊
谷
～
荒
川
沿
い
～
江
戸
千
住
）
自 

文
化
１
３
年
３
月
２
６
日 

至 

文
化
１
３
年
４
月
１
２
日 

宿
泊
日
・
旧
暦

（
西
暦
）

宿
泊
地

現
・
市
町
村
名

宿
泊
宅

特
記
・
天
体
観
測

大
図
番
号

文
化
１
３
年
３
月

昼
休
　

箱
根
ヶ
崎
村

東
京
都
瑞
穂
町

名
主
次
郎
左
衛
門

多
摩
郡
拝
島
村
字
上
宿
出
立
。
同
所
上
印
よ
り
始
め
、

日
光
街
道
測
量
。
左
引
込
玉
川
向
高
月
村
内
、
天
台
宗

東
叡
山
末
恵
日
山
観
音
院
円
通
寺
。
左
引
込
玉
川
向
小

川
村
内
臨
済
宗
八
幡
山
光
円
寺
末
定
蓮
寺
。
左
引
込
澤

井
フ
ウ
カ
ク
山
上
、
式
内
虎
拍
神
社
。
熊
川
村
、
左
牛

頭
天
皇
社
。
左
右
武
蔵
野
原
、
江
戸
水
道
川
上
（
江
戸

上
水
、
玉
川
上
水
と
も
い
う
）
、
仮
橋
（
川
上
羽
村
よ

り
玉
川
分
水
と
な
り
、
是
よ
り
二
里
其
所
に
陣
屋
あ

り
。
御
普
請
方
交
代
定
詰
。
流
下
は
江
戸
四
ッ
谷
天
竜

寺
門
前
に
て
樋
と
な
る
迄
是
よ
り
九
里
）
、
字
牛
浜

上
、
右
江
戸
道
・
左
日
野
道
追
分
、
福
生
（
フ
ッ
サ
）

村
、
右
三
ッ
木
道
・
左
桧
原
道
追
分
、
右
側
許
石
畑

村
、
左
側
許
川
崎
村
、
左
右
石
畑
村
、
箱
根
ヶ
崎
村

（
駅
場
）
、
昼
休
。

九
〇

 

（
　
　
２
３
）

扇
町
屋
宿

埼
玉
県
入
間
市

組
頭
太
七

多
摩
郡
右
江
戸
道
・
左
秩
父
道
追
分
。
左
引
込
臨
済
宗

柴
崎
普
済
寺
末
北
山
円
福
寺
。
狭
山
ヶ
池
、
下
流
石

橋
、
川
下
八
里
砂
川
村
に
て
四
谷
上
水
に
入
り
助
水
と

な
る
由
、
郡
界
。
入
間
郡
富
士
山
村
（
惣
名
宮
寺
郷
と

い
う
）
、
右
引
込
高
根
村
。
枝
駒
形
、
二
本
木
村
（
駅

場
）
、
右
側
許
坊
村
、
中
野
村
、
小
谷
田
村
、
扇
町
屋

宿
、
左
山
王
の
社
。
左
青
梅
道
追
分
、
左
引
込
曹
洞
宗

大
袋
村
東
光
寺
末
光
福
山
長
泉
寺
。
右
引
込
鎮
守
愛
宕

権
現
の
社
領
、
合
殿
竜
田
明
神
。
三
辻
、
右
川
越
道
・

左
日
光
街
道
追
分
打
止
め
分
印
を
残
終
る
。

八
八

２
７-

１

昼
休
　

大
帒
新
田
枝
高
橋

同
　
　
　
川
越
市

名
主
七
郎
右
衛
門

入
間
郡
扇
町
屋
宿
出
立
。
同
所
追
分
、
分
印
よ
り
始

め
、
川
越
道
測
量
。
左
側
許
黒
須
村
、
右
江
戸
道
・
左

秩
父
道
追
分
埋
抗
を
残
す
。
左
右
共
黒
須
村
、
入
間
川

村
、
字
鵜
ノ
木
、
右
岡
草
生
野
、
古
戦
場
小
手
差
原
い

う
名
所
也
。
古
墳
飛
々
に
あ
り
。
字
十
三
里
と
い
う
。

此
辺
（
新
田
、
足
利
）
合
戦
の
衝
也
。
畠
山
道
清
の
古

城
跡
と
い
う
。
名
所
石
無
し
坂
、
左
引
込
清
水
大
明
神

（
木
曽
義
仲
の
一
族
、
清
水
冠
者
の
霊
を
祭
る
）
、
左

日
光
街
道
広
瀬
へ
出
る
道
。
用
心
残
制
札
角
繋
ぐ
。

八
八

２
６
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宿
泊
日
・
旧
暦

（
西
暦
）

宿
泊
地

現
・
市
町
村
名

宿
泊
宅

特
記
・
天
体
観
測

大
図
番
号

昼
休
　

大
帒
新
田
枝
高
橋

同
　
　
　
川
越
市

名
主
七
郎
右
衛
門

右
引
込
正
八
幡
宮
。
別
當
真
言
宗
入
間
郡
石
井
村
大
智

寺
末
天
竜
山
成
円
寺
。
字
本
宿
（
駅
場
）
、
右
引
込
曹

洞
宗
玅
智
山
慈
眼
寺
。
右
四
ッ
谷
・
左
日
光
街
道
追

分
、
右
引
込
牛
頭
天
皇
領
。
別
當
真
言
宗
天
竜
山
成
円

寺
。
左
天
神
之
社
。
左
人
家
の
後
名
所
入
間
の
里
、
右

旧
跡
天
堂
山
と
い
う
岡
あ
り
。
（
俗
説
此
所
に
日
輪

三
ッ
出
し
時
、
二
ッ
射
殺
し
た
り
。
魔
を
射
し
故
射
摩

と
唱
し
を
い
つ
の
頃
よ
り
か
入
間
と
は
書
来
れ
り
と
い

う
。
按
に
日
輪
と
は
狐
狸
の
所
為
也
）
。
字
市
場
、
字

峯
、
右
に
愛
宕
の
社
、
左
曹
洞
宗
円
明
山
東
西
寺
。
字

田
中
、
右
引
込
當
村
枝
澤
村
内
に
曹
洞
宗
滝
山
少
林
寺

末
大
竜
山
天
岑
寺
。
上
奥
冨
村
、
下
奥
富
村
、
大
帒
新

田
、
枝
猪
ノ
鼻
、
枝
高
橋
、
右
制
札
あ
り
、
昼
休
。

八
八

 

（
　
　
２
４
）

川
越
城
下
高
澤
町

同
　
　
　
川
越
市

水
村
与
惣
右
衛
門

左
曹
洞
宗
福
昌
寺
。
豊
田
本
村
、
大
塚
村
豊
田
新
田
、

野
田
村
、
右
府
中
道
追
分
、
字
田
島
、
左
家
中
屋
敷
、

松
郷
分
、
枝
六
軒
町
、
木
戸
、
高
拾
五
万
石
松
平
大
和

守
居
城
川
越
市
中
、
右
側
志
義
町
・
左
側
玅
養
寺
門
前

三
辻
旧
測
の
當
り
に
繋
ぐ
。
左
妙
養
寺
本
堂
。
是
よ
り

重
測
。
左
右
志
義
町
、
右
横
町
大
工
町
、
（
左
へ
曲

る
）
、
鍛
冶
町
、
右
横
町
多
賀
町
、
南
町
、
右
引
込
一

向
宗
法
善
寺
。
左
引
込
行
伝
寺
。
左
引
込
曹
洞
宗
長
喜

院
。
左
引
込
曹
洞
宗
常
会
地
青
竜
山
養
寿
院
。
四
辻
、

右
本
町
、
真
直
喜
多
町
、
（
左
へ
曲
る
）
、
高
澤
町
、

止
宿
前
打
止
終
る
。

八
八

２
８

 

（
　
　
２
５
）

同

同

同

同
所
滞
留
。
午
後
測
量
。
志
多
町
の
限
り
赤
間
川
志
多

町
橋
左
欄
干
（
戌
年
五
月
十
八
日
、
市
中
打
出
残
し
）

よ
り
初
、
松
山
道
測
量
。
（
町
郷
分
、
東
明
寺
村
、
小

久
保
村
、
寺
井
三
ヶ
村
）
人
会
四
ヶ
村
、
左
右
人
家
続

き
、
右
鴻
ノ
巣
道
、
右
神
明
の
社
。
す
べ
て
川
越
領
、

向
小
久
保
（
イ
ヲ
ク
ボ
）
村
、
宿
粒
（
シ
ュ
ク
リ
ュ

ウ
）
村
、
志
垂
（
シ
タ
リ
）
村
。
左
天
台
宗
九
品
山
安

養
院
極
楽
寺
。
又
宿
粒
村
、
網
代
村
、
福
田
村
、
入
間

川
渡
船
場
に
打
止
、
田
印
を
残
し
終
る
。
字
伊
草
渡
と

い
う
。
そ
れ
よ
り
元
の
道
を
戻
り
帰
宿
。

八
八

２
９-

１

昼
休
　

黒
須
村

同
　
　
　
入
間
市

名
主
武
兵
衛

川
越
城
下
出
立
。
無
測
量
。
三
里
半
入
間
郡
扇
町
屋
宿

追
分
、
分
印
よ
り
始
め
、
日
光
街
道
測
量
。
右
側
許
黒

須
村
、
左
右
黒
須
村
、
右
江
戸
道
追
分
、
右
引
込
字
向

新
田
に
真
言
宗
観
倉
寺
。
霞
川
渡
、
右
引
込
字
向
新
田

に
真
言
宗
世
音
山
蓮
花
院
妙
智
寺
。
左
秩
父
道
追
分
、

昼
休
。

八
八

２
７-

２
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宿
泊
日
・
旧
暦

（
西
暦
）

宿
泊
地

現
・
市
町
村
名

宿
泊
宅

特
記
・
天
体
観
測

大
図
番
号

２
９-
２

 

（
　
　
２
６
）

高
萩
村

同
　
　
　
川
越
市

問
屋
伝
蔵

入
間
川
歩
行
渡
、
字
黒
須
渡
と
い
う
。
川
中
界
。
高
麗

郡
根
岸
村
、
左
引
込
篠
井
村
内
、
観
音
堂
領
、
別
当
京

聖
護
院
宮
直
末
大
先
達
滝
音
山
白
山
寺
。
右
引
込
真
言

宗
新
堀
村
聖
天
院
末
高
竹
山
明
光
寺
。
左
側
計
篠
井

村
、
左
引
込
曹
洞
宗
越
生
村
竜
隠
寺
末
金
井
山
宗
源

寺
。
右
側
許
広
瀬
村
、
右
引
込
式
内
広
瀬
神
社
。
別
当

真
言
宗
寿
永
山
宝
蔵
寺
。
又
根
岸
村
、
左
富
士
浅
間
の

社
。
田
木
村
、
大
谷
沢
村
、
小
流
、
左
越
生
道
、
右
川

越
道
、
高
萩
村
、
川
崎
川
、
字
谷
津
、
右
に
曹
洞
宗
高

萩
山
谷
雲
寺
、
小
ア
ゼ
川
、
右
川
越
道
、
高
萩
居
村

（
駅
場
）
、
止
宿
前
打
止
め
終
る
。

八
八

文
化
１
３
年
４
月

昼
休
　

坂
戸
居
村
字
上
町

　
　
　
　
　
　
三
町
目

同
　
　
坂
戸
市

名
主
源
右
衛
門

高
麗
郡
高
萩
村
出
立
。
同
所
止
宿
前
始
め
、
鹿
山
川
巾

三
間
、
左
秩
父
道
追
分
、
右
川
越
道
、
左
側
四
日
市
場

村
、
右
側
許
笠
畑
村
、
左
側
許
入
間
郡
森
戸
新
田
、
四

辻
（
右
川
越
道
、
左
秩
父
道
）
追
分
、
右
側
許
三
木

村
、
左
側
許
高
麗
郡
高
倉
新
田
、
左
側
許
脚
折
（
ス
ネ

オ
リ
）
村
、
右
川
越
道
追
分
、
左
右
脚
折
村
、
左
浅
間

の
社
、
四
辻
（
右
川
越
道
、
左
秩
父
道
）
追
分
、
右
に

鎮
守
白
髪
大
明
神
、
高
倉
川
、
左
右
入
間
郡
下
浅
羽

（
ア
サ
ウ
）
村
、
左
真
言
宗
薬
師
寺
、
右
川
越
道
、
粟

生
田
村
、
坂
戸
村
、
左
山
王
の
社
あ
り
。
右
川
越
道
追

分
、
左
越
生
道
、
坂
戸
居
村
（
駅
場
）
、
字
上
町
、
同

一
町
目
、
同
二
町
目
、
同
三
町
目
、
昼
休
。

八
八

 

（
４
．
２
７
）

松
山
町

同
　
　
東
松
山
市

名
主
喜
左
衛
門

字
下
町
、
右
引
込
曹
洞
宗
越
生
（
ヲ
コ
セ
）
竜
穏
寺
末

長
渓
山
永
源
寺
、
左
真
言
宗
正
蔵
寺
。
右
真
言
宗
常
福

寺
。
右
吉
見
（
ヨ
シ
ミ
）
観
音
道
、
右
引
込
真
言
宗
竜

護
山
勝
（
ス
グ
レ
）
ノ
大
知
寺
、
境
内
三
町
四
方
。
吉

田
村
、
越
辺
（
ヲ
ツ
ベ
イ
）
川
歩
行
渡
、
川
上
二
町
許

に
し
て
越
辺
川
、
高
麗
川
落
合
（
越
辺
川
、
川
上
入
間

郡
滝
ヶ
谷
よ
り
流
る
。
高
麗
川
、
川
上
秩
父
郡
江
賀
野

よ
り
流
る
）
、
川
下
赤
尾
村
に
て
（
土
岐
川
、
越
辺

川
）
落
合
、
そ
れ
よ
り
一
筋
に
な
り
福
田
村
に
て
入
間

川
と
落
合
。
越
辺
川
中
央
界
。
比
企
郡
田
木
村
、
毛
塚

村
、
宮
鼻
村
、
毛
塚
村
入
会
、
右
川
越
道
追
分
（
戌
年

五
月
の
残
）
に
繋
ぐ
。
是
よ
り
重
測
。
鈴
留
川
、
高
坂

村
（
駅
場
）
、
左
浄
土
宗
長
松
寺
。
左
秩
父
道
追
分
旧

年
の
残
に
繋
ぐ
。

八
八

　
１-

１
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宿
泊
日
・
旧
暦

（
西
暦
）

宿
泊
地

現
・
市
町
村
名

宿
泊
宅

特
記
・
天
体
観
測

大
図
番
号

　
１-

２

 

（
４
．
２
７
）

松
山
町

同
　
　
東
松
山
市

名
主
喜
左
衛
門

是
よ
り
日
光
街
道
新
測
。
右
引
込
曹
洞
宗
野
元
村
無
量

寿
寺
末
太
渓
山
高
済
寺
、
境
内
一
町
四
方
。
土
岐
川
歩

行
渡
川
上
平
村
よ
り
流
る
。
下
押
垂
（
ヲ
シ
タ
リ
）

村
、
左
見
渡
し
引
込
比
企
郡
比
企
村
内
岩
殿
観
音
、
坂

東
十
番
の
札
所
。
野
本
村
、
右
引
込
曹
洞
宗
遠
州
石
雲

院
末
利
仁
山
無
量
寿
寺
、
境
内
四
町
四
方
。
松
山
町
、

右
川
越
道
追
分
川
印
を
残
す
。
左
箭
弓
稲
荷
道
、
是
よ

り
引
込
字
箭
弓
と
い
う
処
に
箭
弓
稲
荷
の
社
、
当
時
大

流
行
諸
国
の
人
群
集
す
、
別
当
天
台
宗
法
音
山
福
寿

寺
。
左
に
経
塚
、
右
に
二
ッ
尾
稲
荷
の
社
、
右
見
渡
根

子
谷
村
内
字
松
山
の
古
城
。
左
溜
池
、
松
山
町
人
家
入

口
、
左
引
込
箭
弓
別
当
福
寿
寺
。
右
引
込
天
台
宗
聖
護

院
宮
直
末
東
照
山
観
音
寺
、
境
内
三
町
西
方
。
松
山
町

入
口
字
下
町
、
字
上
町
、
止
宿
前
打
止
上
印
に
終
る
。

八
八

小
休
　

古
凍
村

同
　
　
東
松
山
市

桧
本
仁
左
衛
門

比
企
郡
松
山
町
出
立
。
同
村
内
追
分
（
昨
日
の
残
し
）

川
印
始
め
、
川
越
道
測
量
。
右
側
野
本
村
、
左
側
柏
崎

村
、
左
右
松
生
原
広
し
、
左
引
込
曹
洞
宗
野
本
村
無
量

寿
寺
末
祝
融
山
万
船
（
松
）
寺
、
境
内
二
町
四
方
。
古

凍
（
フ
ル
コ
ヲ
リ
）
村
、
小
休
。

八
八

昼
休
　

戸
守
村

同
　
　
東
松
山
市

組
頭
八
郎
左
衛
門

右
側
許
今
泉
村
、
右
ワ
シ
ノ
宮
、
左
川
島
領
道
追
分
、

左
に
枝
根
岸
、
小
流
石
橋
、
正
直
村
、
小
流
石
橋
、
戸

守
村
、
昼
休
。

八
八

 

（
　
　
２
８
）

井
草
宿

同
　
　
東
松
山
市

名
主
次
右
衛
門 

組
頭
清
次
郎

左
天
台
宗
観
音
寺
。
中
山
村
、
左
引
込
陣
屋
、
吹
塚
村

枝
大
宮
、
又
中
山
村
、
上
井
草
村
、
左
真
言
宗
紀
州
高

野
山
末
竜
光
院
末
土
帒
山
金
乗
院
観
音
寺
、
境
内
一
町

四
方
。
井
草
宿
（
駅
）
、
右
引
込
蘭
草
山
大
聖
寺
。
下

井
草
村
、
越
辺
川
渡
船
。
船
賃
定
、
壱
人
拾
弐
文
、
壱

疋
拾
六
文
。
入
間
郡
福
田
村
内
（
三
月
二
十
八
日
残
）

田
印
に
繋
終
る
。
そ
れ
よ
り
比
企
郡
井
草
宿
へ
帰
宿
。

八
八

　
３-

１

昼
休
　

甲
山
村

同
　
　
　
熊
谷
市

竹
井
新
右
衛
門

井
草
宿
出
立
。
無
測
量
三
里
余
松
山
町
止
宿
前
字
上

町
、
上
印
始
め
、
日
光
街
道
測
量
。
左
制
札
、
馬
駅
、

左
引
込
氷
川
大
明
神
、
熊
野
大
権
現
社
、
左
天
皇
の

社
、
右
曹
洞
宗
曹
源
寺
。
左
溜
池
（
周
り
二
町
許
）
、

其
向
に
天
合
宗
真
福
寺
。
字
山
王
、
左
市
川
村
道
追

分
、
市
ノ
川
土
橋
（
川
上
男
衾
郡
赤
野
屋
村
よ
り
流

る
。
是
よ
り
川
下
荒
川
に
入
る
）
、
滑
（
ナ
メ
）
川
石

橋
（
川
上
大
里
郡
古
里
村
よ
り
流
る
。
川
下
十
五
町
に

て
市
野
川
に
落
合
）
、
平
村
、
左
薬
師
堂
、
門
ノ
川
橋

右
日
光
街
道
追
分
、
是
よ
り
中
山
道
吹
上
へ
出
る
迄
二

里
。
馬
頭
観
音
に
繋
ぐ
。
従
是
熊
谷
道
測
量
。
大
里
郡

甲
山
村
、
昼
休
、

八
八

　
２
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宿
泊
日
・
旧
暦

（
西
暦
）

宿
泊
地

現
・
市
町
村
名

宿
泊
宅

特
記
・
天
体
観
測

大
図
番
号

　
３-

２

 

（
　
　
２
９
）

熊
谷
宿
字
本
町

同
　
　
　
熊
谷
市

本
陣
竹
井
新
右
衛
門

左
八
幡
宮
の
社
、
右
引
込
山
王
の
社
、
右
側
許
蓑
輪

村
、
甲
山
村
・
蓑
輪
村
入
会
、
左
右
比
企
郡
岡
郷
村
、

左
側
許
大
谷
村
、
字
水
穴
、
右
引
込
岡
郷
村
内
曹
洞
宗

鳩
ヶ
谷
宿
法
性
寺
末
四
国
山
常
福
寺
、
境
内
一
町
四

方
。
左
右
大
谷
村
、
右
側
許
又
岡
郷
村
、
字
下
原
、
字

下
岡
、
字
上
岡
、
右
に
宗
（
曹
）
洞
宗
玅
安
寺
あ
り
。

左
側
許
大
里
郡
和
田
村
、
和
田
川
石
橋
、
川
界
。
左
右

大
里
郡
和
田
村
、
右
側
許
中
恩
田
村
・
下
恩
田
村
入

会
、
左
右
中
恩
田
村
・
下
恩
田
村
入
会
、
小
休
、
平
塚

新
田
、
吉
野
川
小
流
、
上
恩
田
村
、
村
岡
村
、
右
に
制

札
、
荒
川
堤
上
百
万
遍
供
養
塔
に
繋
ぐ
。
左
小
川
通
り

秩
父
道
追
分
、
分
水
川
土
橋
、
左
渡
し
守
小
家
、
荒
川

渡
船
水
巾
六
十
九
間
。
船
賃
定
、
一
人
十
二
文
、
一
疋

十
六
文
、
但
水
の
増
減
に
よ
る
。
（
川
上
秩
父
郡
三
ッ

峯
よ
り
流
る
。
是
よ
り
川
下
曲
り
曲
て
江
戸
永
代
橋
至

る
。
船
通
行
是
よ
り
川
下
、
江
川
村
迄
来
る
由
也
）
。

右
に
地
蔵
、
左
引
込
太
神
宮
、
荒
川
界
。
中
山
道
熊
谷

宿
、
字
熊
谷
堤
を
越
る
、
字
横
町
、
左
真
言
宗
星
河
山

石
上
寺
。
星
川
石
橋
、
右
引
込
天
台
宗
地
方
山
円
照

寺
。
右
に
薬
師
堂
、
左
引
込
本
山
修
験
水
源
山
大
善

院
、
中
山
道
へ
出
て
木
戸
、
江
戸
方
へ
向
て
右
柱
に
繋

ぎ
谷
印
を
残
し
終
る
。
（
即
、
文
化
十
一
戌
年
の
残
印

な
り
）
。
熊
谷
宿
着
。

八
八

　
４-

１

昼
休
　

大
芦
村

同
　
　
　
鴻
巣
市

名
主
源
六

中
山
道
熊
谷
宿
出
立
。
同
所
木
戸
（
昨
日
打
止
）
谷
印

初
め
、
江
戸
の
方
へ
向
て
重
測
。
字
本
町
、
左
制
札
、

右
問
屋
場
、
左
引
込
式
内
高
城
神
社
、
当
時
高
城
大
明

神
と
い
う
、
別
当
真
言
宗
星
河
山
石
上
寺
、
神
社
境
内

一
町
四
方
。
左
引
込
曹
洞
宗
大
慈
山
報
恩
寺
、
木
戸
、

左
右
横
町
、
字
新
宿
、
成
田
用
水
石
橋
、
左
忍
街
道
追

分
（
此
道
筋
巳
年
測
量
す
）
、
清
水
川
石
橋
、
右
字
八

町
と
い
う
。
左
側
計
埼
玉
郡
平
戸
村
、
左
右
と
も
大
里

郡
佐
谷
田
村
、
古
川
（
琉
球
橋
）
、
久
下
村
、
右
引
込

曹
洞
宗
法
城
弘
見
寺
末
梅
竜
山
東
竹
院
、
境
内
三
町
四

方
。
字
猿
新
田
、
字
八
軒
茶
屋
、
是
よ
り
荒
川
熊
谷
堤

を
行
、
即
新
測
と
な
る
。
字
今
原
、
足
立
郡
大
芦
村
、

三
辻
（
右
八
王
子
・
左
日
光
道
）
追
分
、
左
吹
上
道
、

昼
休
。

八
八
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宿
泊
日
・
旧
暦

（
西
暦
）

宿
泊
地

現
・
市
町
村
名

宿
泊
宅

特
記
・
天
体
観
測

大
図
番
号

　
４-

２

 

（
　
　
３
０
）

鴻
ノ
巣
宿

同
　
　
　
鴻
巣
市

本
陣
池
三
郎
右
衛
門

明
用
（
メ
イ
ヨ
ウ
）
村
、
明
用
村
・
小
谷
村
入
会
、
左

右
共
小
谷
村
、
左
引
込
真
言
宗
横
見
郡
御
所
村
遍
障
院

末
善
光
山
金
乗
寺
、
境
内
一
町
四
方
。
八
幡
田
村
、
箕

田
郷
、
熊
谷
堤
の
限
り
。
是
よ
り
地
所
高
故
堤
な
し
。

糖
田
村
に
打
止
め
カ
印
を
残
し
終
る
。
鴻
ノ
巣
宿
着
。

恒
星
測
定

八
八

　
５

（
５
． 

 

１
）

上
川
田
谷
村

同
　
　
　
桶
川
市

郷
役
高
柳
新
十
郎

足
立
郡
中
山
道
鴻
ノ
巣
宿
出
立
。
同
所
字
中
市
場
制
札

前
よ
り
始
め
、
中
山
道
上
方
へ
向
て
重
測
。
江
戸
の
方

へ
向
て
二
町
許
行
右
横
町
へ
引
込
浄
土
宗
十
八
檀
林
の

内
天
照
山
良
忠
院
勝
願
寺
、
境
内
三
町
四
方
。
左
旧
年

止
宿
本
陣
小
池
三
太
夫
、
右
真
言
宗
慈
雲
山
法
要
寺
、

字
上
宿
、
左
五
智
堂
鐘
楼
、
字
土
手
外
、
追
分
迄
重

測
。
是
よ
り
左
へ
曲
る
。
荒
川
打
下
字
横
町
、
大
間

村
、
右
真
言
宗
光
明
山
久
保
村
（
寺
）
、
左
引
込
箕
田

仕
古
城
、
右
鎮
守
氷
川
大
明
神
、
左
薬
師
森
、
中
野

村
、
糖
田
村
、
字
小
原
、
字
屋
鋪
、
右
曹
洞
宗
補
陀
山

聖
泉
寺
。
字
本
田
、
右
真
言
宗
広
田
山
法
行
寺
。
右
中

山
道
箕
田
道
追
分
、
荒
川
端
に
出
て
昨
日
の
残
し
カ
印

に
繋
ぐ
。
是
よ
り
荒
川
添
測
。
左
沼
池
周
七
町
許
、
向

に
氷
川
の
社
あ
り
。
字
川
端
、
右
に
地
蔵
あ
り
。
滝
馬

室
村
、
左
に
稲
荷
の
社
、
字
四
軒
新
田
、
字
御
成
河
岸

渡
場
、
字
下
新
田
、
原
馬
室
村
、
字
新
田
、
字
下
新

田
、
左
に
観
音
堂
（
引
込
）
、
高
尾
村
、
新
堀
渡
、
井

堀
、
渡
場
字
高
尾
河
岸
、
字
土
取
場
、
荒
井
村
渡
場
、

字
荒
井
渡
し
。
右
松
山
道
・
左
桶
川
道
追
分
、
石
戸
村

渡
場
、
字
石
戸
の
渡
。
（
上
下
）
川
田
谷
村
入
会
、
字

中
船
戸
打
止
め
中
印
を
残
終
る
。
上
川
田
谷
村
着
。
止

宿
（
大
家
也
。
忰
は
名
主
新
三
郎
）

八
八

　
６-

１

昼
休
　

領
家
村

同
　
　
　
上
尾
市

名
主
五
郎
右
衛
門

（
上
下
）
川
田
谷
村
出
立
。
字
中
船
戸
中
印
始
め
、
左

引
込
天
台
宗
泉
福
寺
末
諏
訪
山
福
寿
院
普
門
寺
、
境
内

一
町
四
方
杉
森
の
中
。
字
太
郎
右
衛
門
阿
岸
渡
場
、
左

引
込
天
台
宗
東
叡
山
直
末
東
叡
山
勅
願
院
泉
福
寺
、
境

内
拾
壱
町
余
。
右
荒
川
向
引
込
比
企
郡
表
村
内
真
言
宗

江
戸
護
持
院
末
大
御
山
広
徳
寺
、
境
内
二
町
四
方
。

八
八
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宿
泊
日
・
旧
暦

（
西
暦
）

宿
泊
地

現
・
市
町
村
名

宿
泊
宅

特
記
・
天
体
観
測

大
図
番
号

昼
休
　

領
家
村

同
　
　
　
上
尾
市

名
主
五
郎
右
衛
門

此
寺
よ
り
西
の
方
一
町
許
隔
り
臨
済
宗
鎌
倉
円
覚
寺
末

常
楽
山
養
竹
院
、
境
内
三
町
四
方
。
比
企
郡
表
村
（
地

先
斗
、
居
村
は
川
向
に
あ
り
）
、
古
川
渡
、
又
足
立
郡

（
上
下
）
川
田
谷
村
、
字
高
畑
、
悪
水
抜
、
字
三
間

半
、
堀
巾
六
間
、
川
界
。
領
家
村
、
畔
（
ア
セ
）
吉

村
、
昼
休
。

八
八

 

（
　
　
　
２
）

平
方
村

同
　
　
　
上
尾
市

名
主
清
兵
衛

渡
場
字
畔
吉
河
岸
、
右
川
越
道
・
左
桶
川
道
、
江
川

堀
、
平
方
村
、
渡
船
場
字
ガ
ラ
、
左
横
物
測
所
打
上

げ
。
字
新
田
、
左
引
込
浄
土
宗
川
越
蓮
華
寺
末
孤
峯
山

宝
地
院
馬
蹄
寺
、
境
内
七
町
四
間
。
字
河
岸
渡
船
場
、

字
御
朱
印
渡
と
い
う
。
差
扇
（
サ
シ
ア
フ
キ
）
領
十

九
ヶ
村
人
会
原
に
打
止
め
サ
印
を
残
終
る
。
そ
れ
よ
り

平
方
村
へ
帰
宿
。

八
八

昼
休
　

遊
馬
村
字
中
郷

同
　
さ
い
た
ま
市
西
区

百
姓
重
兵
衛

平
方
村
出
立
。
差
扇
領
秣
場
、
木
ノ
下
村
、
阿
弥
陀
寺

村
、
中
釘
村
、
上
ノ
本
郷
村
、
清
河
寺
村
、
荒
井
村
、

原
村
、
小
貝
戸
村
、
内
野
本
郷
村
、
戸
崎
村
、
此
下

（
法
願
寺
村
。
大
西
村
、
五
味
貝
戸
村
、
台
村
、
別
所

村
、
大
木
戸
村
、
増
永
村
、
下
郷
村
、
赤
羽
根
村
）
〆

十
九
ヶ
村
入
会
。
差
扇
領
と
い
う
。
字
サ
ン
ザ
イ
原
、

昨
日
打
止
サ
印
始
め
、
入
間
郡
古
谷
上
（
ヤ
カ
ミ
）

村
、
字
野
新
田
（
本
村
は
右
荒
川
向
に
あ
り
）
、
右
川

越
道
・
左
長
野
浦
道
追
分
、
右
に
庚
申
塔
、
渡
場
字
上

志
帒
の
渡
と
い
う
。
此
辺
紀
伊
殿
鷹
場
。
渡
場
字
精
進

場
渡
と
い
う
。
古
釜
本
郷
、
字
佐
野
新
田
、
渡
場
字
本

郷
渡
し
。
字
千
地
堂
、
百
姓
渡
し
。
右
荒
川
向
（
当
村

居
村
）
引
込
正
八
幡
宮
、
別
当
天
台
宗
上
州
新
田
郡
世

良
田
長
楽
寺
末
宝
聚
山
東
漸
院
漢
頂
寺
、
坊
中
六
ヶ

寺
、
境
内
三
町
四
方
、
森
中
に
本
社
の
鳥
居
南
向
に
あ

り
。
悪
水
抜
、
江
川
、
足
立
郡
遊
馬
（
ア
ス
マ
）
村
、

字
中
郷
、
昼
休
、

八
八

 

（
　
　
　
３
）

植
田
谷
本
村
新
田

同
　
さ
い
た
ま
市
西
区

真
言
宗
神
明
寺

組
頭
亀
右
衛
門

植
田
谷
本
村
、
字
新
田
、
飯
田
新
田
、
植
田
谷
本
村
新

田
、
左
の
方
蕨
宿
ま
で
八
貫
野
と
い
う
広
野
也
。
止
宿

前
打
止
め
終
る
。
植
田
谷
本
村
新
田
着
。
恒
星
測
定

八
八

　
７

　
６-

２



 

— 46 — 

                                

                                

                                

宿
泊
日
・
旧
暦

（
西
暦
）

宿
泊
地

現
・
市
町
村
名

宿
泊
宅

特
記
・
天
体
観
測

大
図
番
号

昼
休
　

下
大
久
保
村

同
　
さ
い
た
ま
市
桜
区

百
姓
茂
八

植
田
谷
本
村
新
田
出
立
。
同
所
止
宿
前
初
め
、
水
判
田

村
、
字
新
田
、
飯
田
村
、
字
新
田
、
中
野
村
、
字
新

田
、
又
植
田
ヶ
谷
本
村
字
新
田
飛
地
、
左
の
方
引
込
植

田
谷
本
村
内
、
真
言
宗
京
師
御
室
御
所
御
直
末
金
剛
山

林
光
寺
、
境
内
一
町
四
方
。
同
村
名
主
勘
太
夫
屋
敷

内
、
式
内
足
立
神
社
。
三
条
町
村
、
字
新
田
、
島
根

村
、
字
新
田
、
左
の
方
引
込
島
根
村
鎮
守
氷
川
大
明

神
、
境
内
一
町
四
方
。
円
阿
弥
村
新
田
、
八
王
子
村
新

田
、
白
鍬
村
、
字
新
田
、
在
家
村
新
田
、
宿
村
新
田
、

左
引
込
居
村
内
に
浄
土
宗
鴻
ノ
巣
勝
願
寺
末
海
潮
山
観

音
寺
、
境
内
一
町
四
方
。
右
荒
川
向
五
町
許
引
込
、
下

南
畑
村
内
本
山
修
験
大
先
達
十
玉
院
、
境
内
古
城
跡
。

今
は
十
玉
院
住
居
。
神
田
村
新
田
、
渡
場
字
神
田
河

岸
、
五
関
（
ゴ
セ
キ
）
村
新
田
、
加
茂
川
舟
渡
し
、
上

大
久
保
村
字
新
田
、
上
大
久
保
村
・
領
家
村
・
下
大
久

保
村
・
神
田
村
〆
四
ヶ
村
入
会
新
田
、
字
円
倉
寺
、
字

青
井
、
字
羽
根
倉
渡
場
、
字
羽
根
倉
渡
、
昼
休
、

八
八

 

（
　
　
　
４
）

道
場
村
新
田

同
　
さ
い
た
ま
市
桜
区

百
姓
惣
右
衛
門 

百
姓
半
右
衛
門

字
砂
原
（
ス
ナ
ソ
ハ
）
、
中
島
村
新
田
、
千
駄
村
新

田
、
西
蓮
寺
村
新
田
、
町
谷
村
新
田
、
元
宿
村
新
田
、

西
堀
村
新
田
、
道
場
村
新
田
止
宿
入
口
打
止
ト
印
を
残

終
る
。

八
八

昼
休
　

内
谷
村
字
大
野
新
田

同
　
　
　
戸
田
市

名
主
奥
太
郎

道
場
村
新
田
出
立
。
同
所
止
宿
前
ト
印
始
め
、
荒
川
筋

測
量
。
田
島
村
新
田
、
左
引
込
同
村
鎮
守
氷
川
大
明

神
、
境
内
三
十
間
四
方
。
曲
本
（
マ
カ
モ
ト
）
村
新

田
、
曲
本
・
内
谷
・
沼
影
〆
三
ヶ
村
入
会
新
田
、
内
谷

村
、
字
地
蔵
木
渡
し
。
左
引
込
美
女
（
ビ
ジ
ヨ
）
木
村

内
八
幡
宮
、
境
内
一
町
四
方
、
別
当
真
言
宗
京
都
報
恩

院
末
鶴
移
山
円
通
寺
。
左
引
込
美
女
木
村
内
曹
洞
宗
下

赤
塚
村
松
月
院
末
天
照
山
玅
厳
寺
、
境
内
三
十
間
四

方
。
左
側
計
に
下
笹
目
村
飛
地
、
右
側
内
谷
村
新
田
、

字
大
野
新
田
、
美
女
木
村
、
字
高
鳥
、
字
中
丸
、
又
内

谷
村
、
字
大
野
新
田
、
昼
休
。

八
八

 

（
　
　
　
５
）

笹
目
村
字
早
瀬

同
　
　
　
戸
田
市

真
言
宗
日
照
山
常
光
寺

又
美
女
木
村
、
字
夏
瀬
、
又
下
笹
目
村
、
字
早
瀬
渡
船

場
、
字
早
瀬
の
渡
し
。
止
宿
前
打
止
め
終
る
。

九
〇

　
８

　
９
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宿
泊
日
・
旧
暦

（
西
暦
）

宿
泊
地

現
・
市
町
村
名

宿
泊
宅

特
記
・
天
体
観
測

大
図
番
号

昼
休
　

下
戸
田
村
枝
渡
船
場

同
　
　
　
戸
田
市

榎
屋
藤
五
郎

下
笹
目
村
字
早
瀬
出
立
。
同
所
止
宿
前
初
め
、
右
荒
川

渡
場
字
早
瀬
の
渡
と
い
う
。
即
練
馬
街
道
也
。
左
引
込

下
笹
目
居
村
内
真
言
新
儀
京
智
積
院
末
新
竜
山
観
音

寺
、
境
内
一
町
四
方
。
同
村
内
法
花
宗
甲
州
身
延
山
久

遠
寺
末
長
誓
山
玅
顕
寺
。
右
川
向
徳
丸
ヶ
原
（
鉄
砲
稽

古
場
）
、
右
川
向
十
八
町
許
引
込
豊
島
郡
西
台
村
内
曹

洞
宗
高
麗
郡
越
生
竜
穏
寺
末
西
台
山
円
福
寺
、
境
内
一

町
四
方
。
用
水
を
渡
、
新
曽
村
、
上
戸
田
村
、
字
戸
田

原
、
周
十
町
許
の
草
野
、
御
成
御
膳
所
あ
り
。
字
羽

黒
、
左
引
込
羽
黒
大
権
現
の
社
、
別
当
真
言
宗
大
慈
山

光
明
寺
、
境
内
榎
の
股
よ
り
清
水
出
る
。
参
詣
の
人
眼

の
祈
願
し
て
其
水
を
付
る
。
社
前
岩
石
の
間
よ
り
清
水

出
る
。
是
は
竜
頭
を
仕
掛
御
手
洗
と
す
。
側
に
茶
屋
四

五
軒
。
悪
水
抜
の
溝
石
橋
を
渡
。
下
戸
田
村
、
中
山
道

渡
場
に
出
て
中
印
を
残
す
。
是
よ
り
一
支
重
測
、
荒
川

渡
船
水
巾
也
。
川
中
央
界
。
豊
島
郡
右
側
根
葉
村
、
左

側
蓮
沼
村
地
内
川
端
に
打
止
。
又
足
立
郡
下
戸
田
村
枝

渡
船
場
へ
帰
り
、
昼
休
。

九
〇

 

（
　
　
　
６
）

川
口
宿

同
　
　
　
川
口
市

善
光
寺
別
当
東
明
院

同
所
中
印
初
め
、
左
稲
荷
の
社
、
中
山
道
蕨
宿
（
地
先

計
）
、
又
下
戸
田
村
、
小
流
、
浮
間
村
、
荒
川
渡
船

場
、
川
向
小
豆
沢
村
渡
守
一
軒
あ
り
。
船
賃
三
文
宛
。

飯
塚
村
、
悪
水
溝
、
日
光
御
成
街
道
川
口
宿
、
左
引
込

平
等
山
阿
弥
陀
院
善
光
寺
如
来
領
、
本
尊
薬
師
如
来
、

別
当
真
言
新
儀
京
都
御
室
御
所
仁
和
寺
末
平
等
山
東
明

院
。
当
郡
横
曽
根
村
吉
祥
院
末
平
等
山
西
谷
院
。
日
光

御
成
道
に
出
て
日
印
を
残
す
。
是
よ
り
御
成
道
江
戸
の

方
へ
向
て
重
測
。
字
四
面
塔
、
右
日
光
御
社
参
の
節
御

船
揚
場
、
字
川
口
の
渡
船
場
に
至
り
川
印
を
残
す
。

（
是
は
明
日
川
筋
測
の
町
（
幟
ヵ
）
と
成
）
。
荒
川
渡

船
。
船
賃
三
文
。
豊
島
郡
日
光
御
成
道
岩
淵
宿
、
文
化

六
巳
年
の
止
宿
名
主
新
蔵
入
口
、
天
印
に
繋
終
る
。
又

川
口
宿
地
内
の
日
印
に
帰
始
め
、
御
成
道
日
光
の
方
へ

向
て
重
測
。
悪
水
溝
鎌
倉
橋
、
川
口
宿
人
家
入
口
巳
年

の
残
し
石
地
蔵
に
繋
終
る
。

九
〇

１
０
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宿
泊
日
・
旧
暦

（
西
暦
）

宿
泊
地

現
・
市
町
村
名

宿
泊
宅

特
記
・
天
体
観
測

大
図
番
号

昼
休
　

小
臺
村
字
熊
ノ
本

東
京
都
足
立
区

六
阿
弥
陀
真
言
宗

　
　
　
甘
露
山
延
命
寺

日
光
御
成
道
川
口
宿
出
立
。
同
所
渡
船
場
川
印
始
め
、

荒
川
筋
測
量
。
元
郷
村
、
広
野
、
字
梛
（
ナ
ギ
）
原
、

芝
川
船
渡
、
字
新
河
岸
、
悪
水
溝
、
浮
馬
村
飛
地
、
豊

島
郡
岩
淵
宿
飛
地
、
下
村
飛
地
、
右
二
ヶ
村
と
も
川
向

の
村
也
、
故
に
豊
島
郡
な
り
。
悪
水
溝
、
飛
地
の
限

り
。
足
立
郡
鹿
浜
新
田
、
左
稲
荷
の
社
、
右
川
向
豊
島

郡
神
谷
村
、
鹿
浜
村
、
右
川
向
豊
島
郡
豊
島
村
（
家
数

百
二
十
軒
）
、
鹿
浜
新
田
、
右
荒
川
渡
船
場
、
字
番
場

の
渡
。
堀
ノ
内
、
悪
水
溝
石
橋
、
堀
之
内
村
、
字
御
殿

野
、
小
台
村
飛
地
、
字
熊
ノ
本
小
流
、
昼
休
。

九
〇

 

（
　
　
　
７
）

本
木
村

東
京
都
足
立
区

真
言
新
儀

　
淵
江
山
早
谷
寺
吉
祥
院

左
引
込
西
荒
井
村
内
、
真
言
宗
五
智
山
編
照
院
惣
持

寺
、
境
内
一
町
四
方
。
右
渡
場
、
字
六
阿
弥
陀
渡
。
左

引
込
下
沼
田
村
内
、
真
言
新
儀
京
三
宝
院
宮
末
宮
城
山

円
明
院
恵
明
寺
、
境
内
一
町
四
方
。
左
引
込
宮
城
村
内

浄
土
宗
埼
玉
郡
岩
槻
領
加
倉
村
浄
国
寺
末
竜
頭
山
性
応

寺
、
境
内
一
町
四
方
。
木
余
り
の
如
来
と
い
う
あ
り
。

空
海
作
。
宮
城
村
、
右
川
向
豊
島
郡
豊
島
村
内
字
ツ
イ

シ
一
番
の
六
阿
弥
陀
真
言
新
儀
下
沼
田
村
恵
明
寺
末
三

緑
山
西
福
寺
。
小
台
村
、
右
作
渡
し
。
本
木
村
、
薄
本

落
し
悪
水
溝
、
字
下
尾
久
、
止
宿
入
口
打
止
、
元
印
を

残
し
終
る
。
そ
れ
よ
り
左
引
込
居
村
に
着
。
止
宿
真
言

新
儀
京
御
室
御
所
仁
和
寺
末
淵
江
山
早
谷
寺
吉
祥
院
、

境
内
一
町
四
方
。

九
〇

１
２

 

（
　
　
　
８
）

江
戸

同
　
　
江
東
区

足
立
郡
本
木
村
出
立
。
同
村
元
印
始
め
、
小
流
を
渡
、

奥
州
街
道
千
住
宿
、
字
四
町
目
持
、
二
町
目
持
、
一
町

目
持
、
字
掃
部
宿
、
字
掃
部
堤
、
左
引
込
氷
川
明
神
・

稲
荷
明
神
合
社
、
又
右
に
稲
荷
社
、
昨
亥
年
二
月
九
日

江
戸
市
中
測
の
残
し
千
印
に
繋
ぐ
。
即
千
住
宿
家
並
奥

州
街
道
な
り
。
従
是
江
戸
の
方
へ
向
て
荒
川
兼
用
の
重

測
。
字
掃
部
宿
、
字
河
原
町
、
小
石
橋
を
渡
縄
手
、
字

橋
戸
町
、
荒
川
大
橋
渡
長
六
十
四
間
、
川
中
央
界
。
豊

島
郡
千
住
宿
小
塚
原
町
、
右
引
込
浄
土
宗
豊
徳
山
誓
願

寺
。
字
天
王
門
前
・
中
村
町
入
会
、
左
引
込
法
花
宗
円

心
山
日
慶
寺
。
ヒ
印
を
残
す
。
是
よ
り
天
王
前
石
垣
角

（
亥
二
月
九
日
江
戸
市
中
測
の
残
し
）
天
印
に
繋
ぐ
。

又
ヒ
印
に
帰
て
始
め
、
九
ヶ
村
入
会
、
小
塚
原
人
家
出

入
木
戸
西
柱
（
亥
二
月
十
日
江
戸
市
中
測
の
残
し
）
中

印
に
繋
終
る
。
そ
れ
よ
り
江
戸
内
着
。
出
迎
、
浅
草
御

役
所
よ
り
足
立
重
太
郎
、
相
沢
文
五
郎
。
亀
島
地
図
御

用
所
よ
り
下
河
辺
政
五
郎
、
渡
辺
啓
次
郎
、
青
木
勝
次

郎
、
橋
口
郁
三
郎
。

九
〇

１
１
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福
山
で
伊
能
探
訪 

―
神
辺
本
陣
と
儒
学
者
菅
茶
山
の
資
料
を
中
心
に―

 

室
山 

孝 

広
島
県
東
端
に
位
置
す
る
福
山
市
は
、
旧
山
陽
道
沿
い

に
近
い
福
山
城
下
町
を
中
心
と
す
る
町
で
あ
る
。
長
ら
く

中
世
の
史
料
と
歴
史
を
学
ん
で
き
た
筆
者
に
と
っ
て
、
初

め
て
発
掘
さ
れ
た
中
世
の
町
並
み
「
草く

さ

戸ど

千
軒
」
遺
跡
と
、

中
世
瀬
戸
内
海
交
通
の
要
衝
で
、
室
町
幕
府
最
後
の
将
軍

足
利
義
昭
も
滞
在
し
た
「
鞆と

も

の
浦
」
の
存
在
か
ら
、
一
度

は
訪
れ
た
い
場
所
で
あ
っ
た
。 

訪
問
の
き
っ
か
け
は
、
職
場
に
回
覧
さ
れ
て
き
た
広
島

県
立
歴
史
博
物
館
の
企
画
展
「
守
屋
壽
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
〈
初 

                  

公
開
記
念
〉
洛
中
洛
外
図
屏
風
と
古
地
図
で
た
ど
る
日
本

の
歴
史
」
の
広
報
誌
と
そ
の
招
待
券
で
あ
っ
た
が
、
山
陽

道
に
お
け
る
伊
能
忠
敬
の
足
跡
に
触
れ
ら
れ
る
の
で
は
な

い
か
、
と
の
思
い
が
筆
者
の
背
中
を
押
し
た
。 

 

 

一
、
福
山
市
域
の
伊
能
測
量
隊
宿
泊
地 

伊
能
測
量
隊
の
宿
泊
地
を
『
伊
能
忠
敬
測
量
日
記
』（
以

下
『
測
量
日
記
』
）
で
調
べ
る
と
、
福
山
城
下
深
津
町
に
一

度（
中
食
で
も
う
一
度
）
、
水
呑

み

の

み

村
で
一
度
、
鞆
津
に
一
度
、

神
辺

か
ん
な
べ

駅
に
二
度
、
神
辺
の
北
方
万ま

能の

倉ぐ
ら

村
・
箱
田
村
・
百も

も

谷だ
に

村
に
各
一
度
と
、
同
じ
市
域
に
多
数
確
認
で
き
る
。 

ま
ず
初
め
て
幕
府
直
轄
事
業
と
な
っ
た
第
五
次
測
量
、

紀
伊
半
島
か
ら
山
陽
・
山
陰
の
諸
国
沿
岸
と
そ
の
島
々
の

測
量
に
か
か
っ
て
い
た
文
化
三
年
（
一
八
○
六
）
正
月
二 

 

                 

十
八
日
、
福
山
城
下
深
津
町
の
鉄

屋

く
ろ
が
ね
や

五
郎
右
衛
門
方
、
翌 

日
瀬
戸
内
測
量
の
た
め
南
下
し
、
二
十
九
日
、
水
呑
村
の

庄
屋
佐
太
郎
方
、
二
月
一
日
か
ら
鞆
津
の
土
佐
屋
常
治
郎

方
に
雨
天
の
た
め
三
泊
し
た
。 

次
は
第
七
次
（
九
州
第
一
次
）
測
量
の
往
路
、
備
中
か

ら
山
陽
道
を
進
み
、
文
化
六
年
十
一
月
二
十
七
日
、
備
後

神
辺
駅
の
本
陣
菅
波
武
十
郎
方
（
東
本
陣
）
に
宿
泊
（
『
測

量
日
記
』
に
は
菅
沼
と
あ
る
が
、
菅
波
が
正
し
い
）、
夜
は

晴
天
で
天
文
測
量
を
行
っ
た
。
こ
の
日
、
神
辺
で
黄
葉

こ
う
よ
う

夕せ
き

陽よ
う

村
舎

そ
ん
し
ゃ

（「
廉れ

ん

塾
じ
ゅ
く

」
）
を
営
む
福
山
藩
の
儒
臣
菅か

ん

太
仲

た
ち
ゅ
う

、
号

茶
山

ち
ゃ
ざ
ん

）
が
宿
所
を
訪
れ
て
会
談
し
た
こ
と
が
特
筆
さ
れ
て

い
る
。
菅
茶
山
は
こ
の
東
本
陣
菅
波
家
に
隣
接
す
る
分
家

の
出
身
で
あ
っ
た
。 

茶
山
の
日
記
な
ど
を
も
と
に
、
編
年
的
に
茶
山
の
事
績

を
詳
し
く
辿
っ
た
大
著
で
あ
る
富
士
川
英
郎
『
菅
茶
山
』

に
よ
れ
ば
、
茶
山
の
日
記
の
記
述
と
し
て
、「
（
十
一
月
）

二
十
七
日
、
晴
、
伊
能
勘
解
由
を
本
陣
に
見
る
。
門
人
二

人
出
て
見
ゆ
。
伊
能
、
鄭
註
孝
経
一
部
・
菓
子
・
二
字
扇

を
恵
む
。
留
談
夜
に
至
る
。
此
よ
り
先
き
、
勘
解
由
、
屢

し
ば
し

ば
語
を
寄
せ
て
、
余
を
見
ん
と
欲
す
。
而
れ
ど
も
公
程
制

有
る
を
以
て
、
往
き
て
見
る
こ
と
を
得
ず
。
」
と
あ
り
、
忠

敬
は
友
人
の
儒
学
者
久
保
木
（
窪
木
）
清
淵
（
竹
窓
）
の

出
版
さ
れ
た
ば
か
り
の
著
書
『
補
訂
鄭
註
孝
経
』
を
茶
山

に
贈
っ
た
。「
留
談
夜
に
至
る
」
と
あ
る
の
で
、
話
が
弾
み

意
気
投
合
し
た
よ
う
だ
。 

翌
朝
神
辺
を
発
っ
た
測
量
隊
は
、
前
回
宿
泊
し
た
福
山

城
下
の
鉄
屋
五
郎
右
衛
門
方
で
中
食
を
と
り
、
山
陽
道
経

由
、
尾
道
へ
向
か
っ
た
。 

次
は
第
七
次
測
量
の
帰
路
、
石
見
国
（
島
根
県
）
で
大

手
分
を
し
た
忠
敬
ら
本
隊
は
、
備
後
国
境
赤
名
峠
を
越
え

て
南
下
し
、
文
化
八
年
閏
二
月
十
一
日
、
万
能
倉
村
の
庄

屋
伴
右
衛
門
方
に
宿
泊
（「
伴
右
衛
門
」
の
読
み
に
つ
い
て

図１ 伊能中図 中国四国（福山部分）日本学士院所蔵  
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は
後
述
）、
箱
田
村
の
庄
屋
（
細
川
）
園
右
衛
門
が
挨
拶
に

来
た
。
翌
十
二
日
、
箱
田
村
の
園
右
衛
門
方
に
宿
泊
。
こ

こ
は
内
弟
子
の
隊
員
箱
田
良
助
の
親
の
家
で
あ
っ
た
。
な

お
こ
れ
に
先
立
つ
閏
二
月
三
日
、
測
量
隊
が
三
次
町
五
日

市
町
（
広
島
県
三
次
市
）
の
宿
所
に
向
か
う
途
中
、
細
川

園
右
衛
門
は
谷
東
平
（
備
中
国
小
田
郡
大
江
村
の
算
術
家
・

測
量
家
）・
松
井
弥
治
兵
衛
（
坂
部
貞
兵
衛
の
供
侍
松
井
沢

次
の
父
、
箱
田
村
近
辺
の
西
中
条
村
の
庄
屋
、
会
誌
54
号

松
井
義
典
氏
報
告
11
頁
参
照
）
と
と
も
に
、
測
量
隊
を
出

迎
え
て
い
る
。
測
量
隊
は
さ
ら
に
同
月
十
三
日
、
東
城
街

道
を
北
上
し
中
津
藩
領
百
谷
村
に
宿
泊
し
た
。 

富
士
川
英
郎
『
菅
茶
山
』
で
は
、「
（
文
化
八
年
）
閏
二

月
十
一
日
に
、
伊
能
忠
敬
が
測
量
の
た
め
神
辺
に
き
て
、

伴
左
衛
門
宅
に
宿
っ
た
。
茶
山
は
こ
の
日
と
十
三
日
と
に
、

鹿
二
な
る
者
に
忠
敬
の
宿
を
訪
わ
し
め
て
い
る
が
、
鹿
二

は
廉
塾
の
塾
生
で
、
忠
敬
と
な
に
か
縁
故
の
あ
っ
た
者
な

の
だ
ろ
う
か
。
」
と
記
す
が
、
不
審
な
点
が
あ
る
（
赤
字
）。 

ま
ず
『
測
量
日
記
』
に
よ
れ
ば
、
閏
二
月
十
一
日
の
忠

敬
の
宿
所
は
神
辺
で
は
な
く
、
万
能
倉
村
の
庄
屋
「
伊
右

衛
門
」（
解
読
活
字
版
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）
方
と
あ
る
。
そ
こ
で
後
日
、

広
島
県
立
歴
史
博
物
館
所
蔵
の
「
菅
茶
山
関
係
資
料
」
に

あ
る
菅
茶
山
の
日
記
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、（
文
化
八
年
閏

二
月
）「
十
一
、晴
、
暖
、
鹿
二
之
万
能
倉
以
伊
能
勘
解
由
宿
、

伴
右
衛
門
宅
也
、」「
十
三
、
晴
、（
中
略
）
遣
鹿
二
伊
能
勘
解

由
旅
次
、」
と
あ
り
、
十
一
日
は
鹿
二
を
万
能
倉
村
に
遣
わ

し
た
と
確
認
で
き
る
。
ま
た
『
測
量
日
記
』（
解
読
活
字
版

Ｄ
Ｖ
Ｄ
）
閏
二
月
十
日
条
で
は
、
府
中
市
村
上
町
の
本
陣
に

挨
拶
に
来
た
万
能
倉
村
の
庄
屋
は
「
伴
右
衛
門
」
と
あ
る
。

念
の
た
め
『
測
量
日
記
』（
原
文
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）
を
確
認
す
る
と
、

十
日
条
・
十
一
日
条
と
も
「
伊
右
衛
門
」
で
な
く
「
伴
右

衛
門
」
と
読
め
る
。
従
っ
て
十
一
日
条
に
関
し
て
は
『
測

量
日
記
』
解
読
活
字
版
の
誤
記
で
あ
り
、「
伊
右
衛
門
」
は

「
伴
右
衛
門
」
で
あ
る
こ
と
、
神
辺
に
宿
泊
し
た
と
い
う

の
は
富
士
川
英
郎
氏
の
誤
解
（
名
前
も
）
と
判
明
し
た
。 

最
後
は
第
八
次
（
九
州
第
二
次
）
測
量
の
往
路
、
文
化

九
年
正
月
十
二
日
、
神
辺
駅
本
陣
菅
波
武
十
郎
方
に
再
び

宿
泊
。
途
中
、
箱
田
村
の
園
右
衛
門
が
出
迎
え
、
翌
日
も

園
右
衛
門
は
神
辺
宿
の
外
ま
で
見
送
っ
た
と
あ
る
。
菅
茶

山
の
日
記
に
よ
る
と
、
忠
敬
は
茶
山
に
今
度
は
銅
板
の
万

国
図
を
贈
り
、
茶
山
は
本
陣
に
忠
敬
を
訪
ね
た
と
あ
る
。 

な
お
、
第
七
次
の
備
後
北
部
の
伊
能
測
量
隊
の
動
き
に

つ
い
て
は
、
西
村
直
城
氏
（
現
、
広
島
県
立
歴
史
博
物
館

学
芸
員
エ
ル
ダ
ー
ス
タ
ッ
フ
）
に
よ
る
研
究
が
あ
り
、
参

考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。 

 二
、
伊
能
忠
敬
と
菅
茶
山
の
交
流 

こ
の
よ
う
に
、
忠
敬
が
備
後
国
神
辺
本
陣
に
宿
泊
し
た

際
、
必
ず
菅
茶
山
は
忠
敬
を
訪
問
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
そ
こ
で
、
今
少
し
両
者
の
交
流
に
つ
い
て
調
べ
る
こ

と
に
し
た
。 

茶
山
の
日
記
は
、
現
在
広
島
県
立
歴
史
博
物
館
の
「
菅

茶
山
関
係
資
料
」（
国
重
文
）
の
中
に
多
数
残
さ
れ
て
い
る

が
、
刊
行
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
と
り
あ
え
ず
富
士
川
英

郎
『
菅
茶
山
』
の
記
述
か
ら
探
し
て
み
た
。 

文
化
六
年
（
一
八
○
九
）
十
一
月
二
十
七
日
の
両
者
会
合

の
記
述
に
、「
此
よ
り
先
き
、
勘
解
由
、

屢
し
ば
し

ば
語
を
寄
せ

て
、
余
を
見
ん
と
欲
す
」
と
あ
っ
て
、
忠
敬
が
以
前
か
ら

し
ば
し
ば
茶
山
に
書
状
を
寄
せ
、
会
合
を
望
ん
で
い
た
と

記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
現
在
の
「
菅
茶
山
関
係
資
料
」

の
中
に
忠
敬
の
書
状
は
確
認
さ
れ
な
い
。
茶
山
が
忠
敬
に

贈
っ
た
漢
詩
の
こ
と
が
、
会
誌
54
号
松
井
義
典
氏
報
告

12
頁
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。 

福
山
藩
の
儒
臣
で
あ
っ
た
茶
山
は
、
文
化
十
一
年
五
月

か
ら
同
十
二
年
二
月
ま
で
藩
主
阿
部
家
の
江
戸
屋
敷
で
勤

務
し
て
お
り
、
こ
の
間
、
江
戸
で
も
忠
敬
や
箱
田
良
助
と

交
流
し
、
そ
の
後
も
関
係
は
続
い
た
こ
と
が
、
茶
山
の
日

記
や
忠
敬
の
江
戸
日
記
の
記
事
か
ら
う
か
が
え
る
。 

茶
山
の
日
記
に
よ
る
と
、
文
化
十
一
年
六
月
十
九
日
、

箱
田
良
助
が
茶
山
を
訪
ね
て
き
て
忠
敬
の
伝
言
を
伝
え
、

ま
た
九
州
測
量
で
の
屋
久
島
や
種
子
島
の
こ
と
、
ま
た
対

馬
か
ら
朝
鮮
半
島
が
見
え
る
こ
と
、
さ
ら
に
壱
岐
・
五
島

の
こ
と
を
話
し
て
い
っ
た
と
あ
る
。 

箱
田
良
助
の
茶
山
訪
問
は
、
同
年
八
月
十
日
、
九
月
二

十
六
日
、
十
二
月
十
七
日
、
翌
十
二
年
正
月
四
日
・
二
十

九
日
、
ま
た
帰
国
直
前
の
二
月
十
二
日
と
度
々
に
及
び
、

魚
な
ど
手
土
産
を
持
参
し
て
い
る
。 

同
十
一
年
九
月
十
四
日
の
茶
山
日
記
に
、
茶
山
は
忠
敬

を
訪
ね
た
と
あ
る
が
、
な
ぜ
か
忠
敬
の
江
戸
日
記
に
記
載

が
な
い
。
し
か
し
、
茶
山
の
帰
国
が
近
づ
い
た
十
二
年
二

月
一
日
、
茶
山
日
記
に
、
忠
敬
が
来
訪
し
、
紙
を
贈
ら
れ

た
と
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
忠
敬
の
江
戸
日
記
（
同
日
条
）

に
も
記
載
が
あ
り
、「
福
山
藩
中
菅
太
仲
へ
立
寄
、
小
菊
紙

五
束
持
参
、
七
ツ
半
時
過
帰
宅
」
と
あ
る
。 

文
化
十
三
年
五
月
十
九
日
、
神
辺
の
茶
山
の
も
と
に
、

忠
敬
と
箱
田
左
太
夫
（
良
助
）
の
書
状
が
届
い
た
と
あ
り

（
後
述
）、
茶
山
の
日
記
で
は
こ
れ
が
忠
敬
と
の
交
流
を
記

し
た
最
後
の
記
述
の
よ
う
だ
。 

忠
敬
は
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
四
月
十
三
日
に
亡
く
な

っ
た
が
、
茶
山
が
忠
敬
の
死
を
知
っ
た
の
は
、
同
年
九
月

二
十
三
日
の
こ
と
と
、
富
士
川
英
郎
『
菅
茶
山
』
は
記
し

て
お
り
、
忠
敬
の
喪
は
秘
さ
れ
て
い
た
も
の
の
、
お
そ
ら

く
箱
田
左
太
夫
か
ら
秘
か
に
訃
報
が
も
た
ら
さ
れ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。 

 

三
、
福
山
市
神
辺

か
ん
な
べ

町
を
訪
ね
る 

筆
者
は
五
月
連
休
明
け
の
十
四
・
十
五
日
に
一
泊
二
日
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で
福
山
市
を
訪
れ
た
。
初
日
福
山
駅
か
ら
JR
福
塩

ふ
く
え
ん

線
で
市

街
地
の
北
に
あ
る
神
辺
駅
に
着
き
、
か
つ
て
の
旧
山
陽
道

の
、
細
い
が
古
民
家
が
ぽ
つ
ぽ
つ
残
り
雰
囲
気
あ
る
通
り

を
歩
い
て
、
神
辺
宿
の
ほ
ぼ
中
央
に
今
に
残
る
「
山
陽
道

神
辺
本
陣
」（
広
島
県
指
定
史
跡
、
同
重
要
文
化
財
）
を
訪

問
し
た
。
現
在
の
ご
当
主
菅
波
眞
吾
さ
ん
に
は
本
陣
建
物

内
部
の
各
部
屋
、
ま
た
広
い
敷
地
内
に
あ
る
米
倉
や
か
つ

て
の
酒
造
業
の
跡
の
建
物
や
庭
な
ど
隅
々
ま
で
案
内
し
て

い
た
だ
い
た
。 

本
陣
の
部
屋
の
掛
け
物
や
大
名
の
宿
泊
札
は
原
物
保
存

の
た
め
レ
プ
リ
カ
で
あ
っ
た
が
、
往
時
の
様
子
を
よ
く
伝 

 

                    

え
て
い
た
。
菅
波
さ
ん
は
、
本
陣
建
物
の
経
年
に
よ
る
傷

み
と
そ
の
修
復
の
厳
し
さ
を
語
り
、
文
化
財
、
特
に
建
物

の
保
存
・
維
持
に
か
け
ら
れ
た
長
年
の
ご
苦
労
が
、
お
話 

か
ら
に
じ
み
出
て
い
た
。
本
陣
敷
地
の
北
側
に
菅
波
さ
ん 

が
建
て
ら
れ
た
剣
道
場
は
、
今
は
本
陣
と
菅
波
家
ご
先
祖

関
係
の
資
料
の
展
示
場
に
な
っ
て
お
り
、
様
々
な
お
話
を

聞
く
こ
と
が
で
き
た
。 

ま
た
菅
波
家
出
版
の
小
冊
子
『
山
陽
道
神
辺
本
陣
』（
図

２
）
に
よ
れ
ば
、
か
つ
て
神
辺
宿
に
は
本
陣
が
二
か
所
あ

り
、
現
存
の
神
辺
本
陣
は
三
日
市
通
り
の
「
尾
道
屋
」
と

呼
ば
れ
た
西
本
陣
で
あ
り
、
寛
文
年
間
（
一
六
六
〇
～
七
三
） 

に
福
岡
黒
田
藩
の
本
陣
役
を
務
め
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
以 

後
、
黒
田
家
専
用
の
本
陣
と
し
て
の
性
格
が
強
ま
り
、
現 

存
す
る
御
成
門
・
内
塀
・
玄
関
等
の
軒
先
瓦
や
大
屋
根
の 

鬼
瓦
に
は
黒
田
家
の
家
紋
「
藤
巴
紋
」
が
あ
る
。 

も
う
一
つ
の
本
陣
が
、
か
つ
て
山
陽
道
沿
い
北
側
（
東

側
）
七
日
市
通
り
の
端
に
あ
っ
た
「
本
荘
屋
」
（
東
本
陣
）

で
、
一
般
の
本
陣
を
務
め
て
い
た
が
、
こ
こ
に
差
し
支
え

あ
る
と
き
は
「
尾
道
屋
」
に
依
頼
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
と

い
う
。『
山
陽
道
神
辺
本
陣
』
に
掲
載
さ
れ
る
近
世
末
期
の

「
神
辺
宿
町
並
み
絵
図
」（
菅
波
眞
吾
氏
所
蔵
、
図
３
）
を

見
る
と
、
西
本
陣
（
「
菅
波
嘉
平
」
）、
東
本
陣
（「
菅
波
久

四
郎
」
）
の
位
置
関
係
が
わ
か
る
。
東
本
陣
と
山
陽
道
の
通

り
を
挟
ん
だ
向
か
い
側
右
手
に
「
学
問
所
」
と
あ
る
の
が

菅
茶
山
の
「
廉れ

ん

塾
じ
ゅ
く

」
で
あ
る
。 

「
廉
塾
な
ら
び
に
菅
茶
山
旧
宅
」（
国
指
定
特
別
史
跡
）

は
、
令
和
三
年
（
二
○
二
一
）
か
ら
12
年
か
け
て
全
体
の
保

存
整
備
工
事
中
で
あ
り
、
見
学
は
叶
わ
な
か
っ
た
が
、
菅

波
さ
ん
の
案
内
で
敷
地
ま
で
は
入
る
こ
と
が
で
き
た
。 

東
本
陣
（
測
量
隊
の
宿
所
）
の
建
物
は
明
治
期
に
ほ
と

ん
ど
解
体
さ
れ
、
今
は
民
家
が
建
つ
そ
の
場
所
も
確
認
で

き
た
。
跡
地
の
案
内
板
（
図
４
）
に
掲
載
さ
れ
た
東
本
陣 

        

                        

図２『山陽道神辺本陣』表紙（かつての神辺宿西本陣） 

図３ 神辺宿町並み絵図（菅波家所蔵、『山陽道神辺本陣』より） 

      ④が西本陣（現存の本陣）、⑧が測量隊の宿所となった東本陣。 
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の
平
面
図
と
、
台
所
門
（
昭
和
の
終
わ
り
頃
ま
で
残
っ
て

い
た
）
の
モ
ノ
ク
ロ
写
真
に
往
時
の
姿
が
忍
ば
れ
る
の
み

で
あ
る
。 

  

                      

四
、
箱
田
良
助
の
生
誕
地
と
旧
庄
屋
屋
敷
（
測
量
隊
宿
所
） 

次
に
菅
波
さ
ん
の
車
で
、
神
辺
の
中
心
か
ら
北
方
に
離

れ
た
所
に
あ
る
菅
茶
山
記
念
館
を
訪
ね
た
。
こ
こ
は
（
公

益
財
団
法
人
）
福
山
芸
術
文
化
財
団
が
運
営
す
る
施
設
で
、 

茶
山
と
そ
の
ゆ
か
り
の
文
人
た
ち
に
関
す
る
様
々
な
資
料

の
展
示
や
古
文
書
入
門
講
座
な
ど
を
行
い
、
図
録
等
を
刊

行
し
て
い
る
。
記
念
館
で
教
材
用
に
作
成
さ
れ
た
小
冊
子

『
神
辺
の
文
化
人
』
を
み
る
と
、
紹
介
さ
れ
た
六
人
の
最

後
に
「
箱
田
良
助
」
の
名
が
あ
り
、
伊
能
忠
敬
測
量
隊
隊

員
で
あ
り
、
榎
本
武
揚
の
父
と
し
て
の
経
歴
等
が
説
明
さ

れ
て
い
る
。
職
員
の
方
に
箱
田
良
助
の
生
家
の
場
所
を
教

え
て
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
菅
波
さ
ん
の
車
で
向
か
う
こ

と
に
な
っ
た
。 

神
辺
か
ら
北
へ
向
か
う
と
、
瀬
戸
内
地
域
ら
し
く
農
業

用
の
溜
め
池
が
点
在
し
て
お
り
、
小
高
い
山
を
迂
回
し
た

辺
り
に
箱
田
町
が
あ
っ
た
。
か
つ
て
の
庄
屋
屋
敷
（
旧
細

川
家
）
敷
地
の
隣
接
地
に
、
榎
本
武
揚
の
曽
孫
榎
本
隆
充 

                    

氏
（
本
会
会
員
）
の
揮
毫
で
「
箱
田
良
助
生
誕
之
地
」
と

刻
ま
れ
た
石
碑
と
、「
箱
田
良
助
略
歴
」
説
明
碑
が
建
っ
て

い
た
（
図
５
）。
そ
の
説
明
の
中
に
箱
田
姓
に
つ
い
て
、
細 

川
家
が
一
時
期
箱
田
氏
を
称
し
た
こ
と
に
よ
る
と
あ
っ
た
。

ま
た
生
誕
地
碑
の
右
横
に
は
、
良
助
の
お
そ
ら
く
最
初
の

学
問
の
師
で
あ
っ
た
菅
茶
山
が
箱
田
村
へ
の
往
来
を
七
言

絶
句
に
詠
ん
だ
「
箱
田
道
中
」
詩
碑
も
建
つ
。
こ
れ
ら
の

石
碑
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
星
埜
由
尚
さ
ん
が
会
誌
６４
号

で
「
箱
田
良
助
生
誕
の
地
」
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
。 

石
碑
の
向
か
い
側
に
旧
細
川
家
屋
敷
の
門
（
図
６
）
が
見

え
た
。
屋
敷
は
小
屋
根
付
き
の
高
い
土
塀
に
全
体
を
囲
ま

れ
た
広
い
敷
地
で
、
丸
く
剪
定
さ
れ
た
高
い
庭
木
が
土
塀 

                    
図５ 「箱田良助誕生之地」石碑 

図６ 箱田町の旧細川家の門 

図
４ 

神
辺
宿
東
本
陣
跡
の
案
内
板 

文
化
四
年
焼
失
後
、
再

建
さ
れ
た
本
陣
の
見
取
図
。
伊
能
測
量
隊
は
こ
こ
に
宿
泊
し
た 
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の
上
か
ら
の
ぞ
く
特
徴
的
な
邸
宅
で
あ
る
が
、
中
の
建
物

は
見
え
ず
、
伊
能
測
量
隊
が
宿
泊
し
た
当
時
の
建
物
が
残

る
か
ど
う
か
も
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
か
な
り
以
前
、
細
川

家
か
ら
別
人
の
所
有
に
な
っ
た
と
の
話
で
あ
る
。 

福
山
駅
北
口
の
福
山
城
付
近
ま
で
送
っ
て
い
た
だ
き
、

菅
波
さ
ん
と
お
別
れ
し
た
。 

 

五
、
明
王
院
と
草
戸
千
軒
遺
跡 

午
後
遅
い
中
食
の
後
、
草
戸
千
軒
遺
跡
の
発
見
地
、
市

内
を
流
れ
瀬
戸
内
海
に
注
ぐ
芦
田
川
の
現
場
を
見
に
行
く

こ
と
に
し
た
。
福
山
駅
前
か
ら
鞆
の
浦
行
き
バ
ス
に
乗
り
、

明
王
院
前
で
下
車
。
明
王
院
は
真
言
宗
大
覚
寺
派
の
古
刹 

                    

で
、
空
海
の
開
山
と
伝
え
、
中
世
は
「
常
福
寺
」
と
称
し

て
い
た
。
寺
の
入
口
付
近
に
、
境
内
図
や
草
戸
千
軒
遺
跡

を
含
む
周
囲
の
案
内
板
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。
長
い
石
段

を
登
り
山
門
を
く
ぐ
る
と
、
正
面
に
本
堂
（
国
宝
、
鎌
倉

末
期
）
、
そ
の
左
手
に
五
重
塔
（
国
宝
、
南
北
朝
期
）
が
、

い
ず
れ
も
鮮
や
か
な
朱
色
の
装
い
で
並
ん
で
建
っ
て
い
た

（
図
７
）
。
五
重
塔
は
相
輪
の
伏
鉢
に
刻
ま
れ
た
銘
文
か
ら
、 

貞
和
四
年
（
一
三
四
八
）
当
時
の
住
職
頼ら

い

秀
し
ゅ
う

が
多
く
の

民
衆
の
一
文

い
ち
も
ん

勧
進

か
ん
じ
ん

を
結
集
し
て
造
営
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら

れ
、
当
時
の
門
前
町
で
あ
っ
た
草
戸
千
軒
に
暮
ら
し
た
多

く
の
人
々
も
造
営
に
深
く
関
わ
っ
た
よ
う
だ
。 

こ
の
日
は
朝
か
ら
晴
天
で
、
午
後
の
気
温
は
２８
℃
程
に

も
上
り
、
寺
近
く
の
店
で
買
っ
た
ア
イ
ス
を
食
べ
な
が
ら
、

芦
田
川
に
か
か
る
法
音
寺
橋
を
渡
っ
た
。
橋
の
中
ほ
ど
欄

干
に
「
草
戸
千
軒
町
遺
跡
」
と
大
書
さ
れ
た
看
板
が
あ
り

（
図
８
）
、
か
つ
て
の
芦
田
川
の
広
い
中
州
や
発
掘
風
景
・

出
土
遺
物
の
写
真
付
き
の
説
明
台
（
経
年
で
か
な
り
傷
む
）

が
、
半
円
形
に
張
り
出
し
た
歩
道
に
設
置
さ
れ
て
い
た
。

河
川
改
修
で
遺
跡
発
掘
が
行
わ
れ
た
中
州
は
失
わ
れ
た
が
、 

か
つ
て
常
福
寺
の 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

門
前
町
、
ま
た
湊 

町
と
し
て
栄
え
た 

草
戸
千
軒
を
想
像 

し
な
が
ら
長
い
橋 

を
渡
っ
た
。 

       

六
、
広
島
県
立
歴
史
博
物
館
の
「
菅
茶
山
関
係
資
料
」 

翌
日
、
福
山
城
敷
地
南
西
端
に
位
置
す
る
広
島
県
立
歴

史
博
物
館
を
訪
れ
た
。
こ
こ
は
「
ふ
く
や
ま
草
戸
千
軒
ミ

ュ
ー
ジ
ア
ム
」
と
も
称
す
る
よ
う
に
、
発
掘
さ
れ
た
草
戸

千
軒
遺
跡
の
一
部
復
元
展
示
を
中
核
に
、
多
く
の
遺
跡
出

土
品
（
国
重
文
）
を
展
示
す
る
施
設
で
あ
り
、
ま
た
「
菅

茶
山
関
係
資
料
」
及
び
、
国
内
最
大
級
の
古
地
図
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
で
あ
る
「
守
屋

も

り

や

壽
ひ
さ
し

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
い
う
、
合

わ
せ
て
三
件
の
国
重
要
文
化
財
群
を
擁
す
る
博
物
館
で
あ

る
。 主

任
学
芸
員
渡
部
史
之
さ
ん
に
は
、
連
休
明
け
直
後
に

電
話
で
「
菅
茶
山
関
係
資
料
」
に
含
ま
れ
る
『
補
訂
鄭
註

孝
経
』（
忠
敬
が
茶
山
に
贈
っ
た
も
の
）
の
閲
覧
を
お
願
い

し
た
と
こ
ろ
、
茶
山
宛
て
の
「
箱
田
左
太
夫
（
良
助
）
書

状
」
も
あ
る
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
し
か
も
伊
豆
諸

島
測
量
の
様
子
が
書
か
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
伊
能
測

量
に
関
わ
る
も
の
と
判
断
さ
れ
、
そ
の
閲
覧
も
追
加
し
、

メ
ー
ル
で
手
続
き
を
と
っ
て
い
た
。 

大
き
な
テ
ー
ブ
ル
の
あ
る
部
屋
で
、
ま
ず
『
補
訂
鄭
註

孝
経
』（
図
９
）
を
拝
覧
し
た
。
表
紙
に
は
「
伊
能
勘
解
由

所
贈
」
と
茶
山
の
手
に
よ
る
墨
書
が
あ
り
、
ま
た
巻
末
の

窪
木
清
淵
の
跋
文
と
文
化
元
年
（
一
八
○
四
）
刊
記
の
間
の 

広
め
の
余
白
に
、
忠
敬
か
ら
こ
の
書
物
を
受
け
取
っ
た
翌 

         

図７ 明王院の本堂と五重塔（かつて草戸千軒町からも見えていた） 

図８ 芦田川法音寺橋の遺跡看板 

図９ 忠敬が茶山に贈った 
『補訂鄭註孝経』 
（広島県立歴史博物館所蔵） 
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日
、
茶
山
自
ら
手
書
き
し
た
文
章
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。 

こ
の
茶
山
の
文
章
に
つ
い
て
は
、『
森
銑
三
著
作
集 

第

五
巻 

人
物
編
五
』「
伊
能
忠
敬
」
の
中
に
、
全
文
を
書
き

下
し
て
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
茶
山
が
六
年
前
に
江
戸
か
ら

常
陸
・
下
総
を
旅
し
た
と
き
、
偶
然
知
ら
ず
に
香
取
社
近

く
の
清
淵
の
瀟
洒
な
屋
敷
の
側
を
通
っ
た
こ
と
（
忠
敬
の

話
で
こ
れ
を
知
っ
た
と
あ
る
）、
ま
た
忠
敬
の
諸
国
測
量
の

こ
と
等
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
会
誌
35

号
に
菅
波
寛
氏
が
「
伊
能
忠
敬
と
菅
茶
山
の
会
談
に
つ
い

て
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。 

次
に
「
箱
田
左
太
夫
（
良
助
）
書
状
」
を
拝
見
し
撮
影

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
遠
路
の
渡
海
が
あ
る
た
め
、
高
齢

の
忠
敬
は
不
参
加
で
あ
っ
た
第
九
次
測
量
の
最
中
、
文
化

十
二
年
五
月
二
十
三
日
、
良
助
ら
測
量
隊
が
伊
豆
諸
島
の

八
丈
島
到
着
の
二
日
目
に
菅
太
仲
に
充
て
書
い
た
も
の
で
、

八
丈
島
村
々
の
織
物
（
「
黄
八
丈
」
で
あ
ろ
う
）
を
上
納
す

る
船
便
を
利
用
す
る
と
冒
頭
に
あ
る
。 

こ
の
左
太
夫
書
状
は
、
茶
山
の
日
記
（
文
化
十
三
年
五

月
十
九
日
条
）
の
記
述
に
あ
る
、
忠
敬
の
書
状
と
と
も
に

届
い
た
も
の
と
判
断
で
き
る
が
、
一
方
の
忠
敬
の
書
状
に

つ
い
て
は
「
菅
茶
山
関
係
資
料
」
に
残
っ
て
お
ら
ず
、
富

士
川
英
郎
『
菅
茶
山
』（
下
）
に
紹
介
さ
れ
た
、
大
正
九
年

（
一
九
二
○
）
四
月
発
行
『
史
林
』
（
第
五
巻
四
号
）
掲
載

の
西
田
直
二
郎
「
茶
山
片
影
」
に
こ
の
時
の
忠
敬
書
状
と

さ
れ
る
本
文
の
一
節
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

こ
れ
を
含
め
て
本
誌
別
稿
で
紹
介
し
た
。 

「
菅
茶
山
関
係
資
料
」
に
は
、
の
ち
箱
田
良
助
が
榎
本

家
を
継
い
で
榎
本
円
兵
衛
を
名
乗
っ
て
い
た
時
の
書
状
も

あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
渡
部
さ
ん
よ
り
翻
刻
文
の
み
頂
い
た
。 

さ
ら
に
、
渡
部
さ
ん
と
の
話
の
中
で
、
広
島
県
立
歴
史

博
物
館
の
分
館
に
あ
た
る
広
島
市
の
「
頼ら

い

山
陽

さ
ん
よ
う

史
跡
資
料

館
」
所
蔵
の
「
広
島
頼
家
関
係
資
料
」
に
、
頼
春
水
（
頼

山
陽
の
父
）
あ
て
の
近
藤
重
蔵
書
簡
（
二
月
十
四
日
付
、

享
和
元
年
）
と
伊
能
忠
敬
書
簡
（
四
月
二
日
付
、
文
化
三

年
）
が
合
わ
せ
て
軸
装
さ
れ
た
状
態
で
所
蔵
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
こ
の
頼
春
水
宛
て
忠
敬
書

状
は
未
知
の
史
料
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
の
で
、
調
査
後
、

次
号
に
紹
介
し
た
い
。 

 七
、
草
戸
千
軒
展
示
室
と
守
屋
壽
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展 

一
連
の
史
料
閲
覧
が
終
わ
っ
た
あ
と
、
博
物
館
の
目
玉

で
あ
る
「
草
戸
千
軒
遺
跡
」
展
示
室
と
、
守
屋
壽
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
企
画
展
「
洛
中
洛
外
図
屏
風
と
古
地
図
で
た
ど

る
日
本
の
歴
史
」、
ま
た
常
設
展
示
「
瀬
戸
内
の
歴
史
を
た

ど
る
」
を
見
た
。 

「
草
戸
千
軒
遺
跡
」
展
示
室
の
入
口
に
は
、
明
王
院
五

重
塔
の
相
輪
伏
鉢
（
レ
プ
リ
カ
）
が
展
示
さ
れ
、
貞
和
四

年
の
銘
文
も
わ
か
り
や
す
く
解
説
さ
れ
て
い
た
。
広
い
展

示
室
の
真
ん
中
に
、
小
さ
な
船
着
き
場
と
小
舟
、
小
橋
を

渡
る
と
左
右
に
復
元
建
物
、
町
並
み
の
突
き
当
た
り
に
仏

堂
と
五
輪
塔
な
ど
、
集
落
の
生
活
の
在
り
方
を
実
物
大
で

復
元
す
る
と
い
う
、
開
館
当
時
と
し
て
は
画
期
的
な
も
の

で
あ
っ
た
。
復
元
建
物
内
部
や
周
囲
に
出
土
遺
物
を
分
類

的
に
展
示
紹
介
し
、
遺
跡
全
体
の
復
元
模
型
も
あ
っ
て
、

中
世
の
草
戸
千
軒
を
理
解
す
る
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
た
。 

守
屋
壽
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
企
画
展
は
、
ま
ず
初
公
開
の
「
洛 

中
洛
外
図
」（
寛
永
年
間
、
本
多
家
旧
蔵
本
）
が
圧
巻
で
あ

り
、
色
彩
豊
か
な
「
祇
園
祭
図
」
も
存
在
感
が
あ
っ
た
。

日
本
初
の
刊
行
世
界
図
で
あ
る
「
万
国
惣
図
」
・
「
世
界
人

物
図
」
は
、
長
崎
で
の
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
版
を
含
め

３
種
類
も
展
示
さ
れ
る
な
ど
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
奥
深
さ

を
示
し
て
い
た
。
文
化
元
年
（
一
八
○
四
）
に
長
崎
へ
来
航

し
た
ロ
シ
ア
使
節
レ
ザ
ノ
フ
に
関
わ
る
渡
来
図
の
絵
巻
、

そ
の
関
連
資
料
の
貼
交

は
り
ま
ぜ

屏
風
、
ペ
リ
ー
の
亜
米
利
加
船
来

航
図
な
ど
、
十
九
世
紀
外
国
勢
の
日
本
へ
の
進
出
を
如
実

に
示
す
資
料
群
も
興
味
深
い
も
の
が
あ
っ
た
。 

次
に
、「
地
図
づ
く
り
の
発
展
と
日
本
の
姿
」
と
い
う
テ

ー
マ
で
、
大
型
の
古
地
図
が
多
数
展
示
さ
れ
て
い
た
。
ま

ず
行
基
図
と
し
て
現
存
す
る
最
古
級
の
「
日
本
扶
桑
国
之

図
」（
室
町
期
）
、
江
戸
幕
府
が
国
毎
に
提
出
さ
せ
た
国
絵

図
を
も
と
に
製
作
し
た
「
正
保
日
本
図
」、
松
浦
静
山
旧
蔵

の
「
享
保
日
本
図
」
、
享
和
二
年
（
一
八
○
二
）
に
薩
摩
藩

で
製
作
さ
れ
た
「
円
球
万
国
地
海
全
図
」、
ま
た
高
橋
景
保

が
中
心
と
な
っ
て
文
化
七
年
に
完
成
さ
れ
、
幕
府
に
献
上

さ
れ
た
「
新
訂
万
国
全
図
」
を
、
同
十
三
年
頃
に
銅
版
で

刊
行
し
た
図
も
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
伊
能
忠
敬
が
文
化
元

年
に
幕
府
へ
提
出
し
た
「
日
本
東
半
分
沿
海
地
図
」（
伊
能

小
図
）
が
壁
面
い
っ
ぱ
い
に
展
示
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
伊

能
図
は
、
越
後
高
田
藩
の
元
中
老
鈴
木
甘
井
が
文
化
四
年

に
模
写
し
た
も
の
と
い
う
。
そ
の
隣
に
は
、
松
浦
武
四
郎

が
忠
敬
の
「
大
日
本
沿
海
輿
地
全
図
」
を
も
と
に
、
六
度

に
及
ぶ
蝦
夷
地
調
査
の
成
果
を
盛
り
込
み
、
蝦
夷
地
内
部

の
詳
細
を
記
し
た
「
東
西
蝦
夷
山
川
地
理
取
調
図
」（
安
政

六
年
、
一
八
五
九
）
が
展
示
さ
れ
て
い
た
。
一
部
拡
大
写
真

で
説
明
も
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
は
ガ
ラ
ス
越
し
で
１
㍍
近

く
間
隔
が
あ
っ
た
た
め
、
残
念
な
が
ら
、
記
入
さ
れ
た
地

名
な
ど
細
部
は
国
名
を
除
い
て
読
み
取
る
こ
と
は
困
難
で

あ
っ
た
。 

 八
、
福
山
城
下
町
の
伊
能
測
量
隊
宿
所
を
探
る 

福
山
駅
ビ
ル
で
昼
食
後
、
福
山
城
を
駆
け
足
で
見
学
し

た
。
こ
の
城
は
当
初
、
初
代
水
野
勝
成
が
元
和
八
年
（
一
六

二
二
）
に
築
城
し
た
も
の
で
、
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）

の
福
山
空
襲
に
よ
り
天
守
を
含
め
多
く
を
焼
失
し
た
が
、

五
層
の
天
守
閣
は
同
四
十
一
年
に
市
政
五
○
周
年
事
業
と

し
て
再
建
さ
れ
、
戦
災
を
免
れ
た
伏
見
櫓
と
筋
鉄
御
門
は
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国
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。
ま
た
月
見
櫓
・
御
湯
殿

な
ど
も
再
建
さ
れ
、
天
守
閣
内
部
は
福
山
城
博
物
館
と
な

っ
て
い
る
。
水
野
家
は
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）
五
代
で

断
絶
し
、
松
平
家
一
代
を
挟
み
、
そ
の
後
、
宝
永
七
年
（
一

七
一
○
）
阿
部
家
に
替
わ
っ
て
お
り
、
伊
能
測
量
隊
が
訪
れ

た
当
時
は
五
代
阿
部
正
精

ま
さ
き
よ

で
あ
り
、
幕
閣
と
し
て
活
躍
し

て
い
た
。 

最
後
に
、
あ
ま
り
時
間
は
な
か
っ
た
が
、
伊
能
測
量
隊

の
福
山
城
下
に
お
け
る
宿
所
（
「
深
津
町
鉄
屋
五
郎
右
衛

門
」
）
の
手
掛
か
り
を
求
め
て
、
福
山
市
中
央
図
書
館
（
「
ま

な
び
の
館
ロ
ー
ズ
コ
ム
」）
に
併
設
さ
れ
た
福
山
市
歴
史
資

料
室
を
訪
れ
た
。
福
山
城
関
係
の
絵
図
を
集
成
し
た
『
福

山
城
資
料
集
』
は
豊
富
な
城
絵
図
や
城
下
町
図
を
集
成
し 

                   

た
も
の
で
、
城
下
町
の
町
名
を
記
し
た
も
の
も
あ
っ
た
。 

そ
の
中
で
、
元
禄
初
年
（
一
六
八
八
）
頃
の
「
備
後
福
山

城
下
古
地
図
」
（
福
山
市
水
呑
町
妙
蓮
寺
所
蔵
）
は
、「
フ

カ
ツ
マ
チ
」
通
り
の
「
町
屋
」
の
区
画
に
「
ク
ロ
金
ヤ
与

市
郎
」
の
名
が
記
さ
れ
て
い
た
（
図
１０
）
。
伊
能
測
量
隊
の

時
期
と
は
一
世
紀
以
上
も
前
で
あ
る
が
、「
ク
ロ
金
ヤ
」
の

屋
号
は
一
致
し
て
い
る
。
戦
災
で
城
下
町
も
変
貌
し
、
町

名
も
変
わ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
、
現
地
を
訪
れ
て
聞
き
込

み
す
る
し
か
な
い
と
思
っ
た
も
の
の
、
時
間
切
れ
と
な
り
、

や
む
な
く
福
山
駅
に
戻
り
、
帰
途
に
つ
い
た
。 

福
山
駅
の
新
幹
線
上
り
ホ
ー
ム
の
窓
か
ら
、
福
山
城
の

伏
見
櫓
・
筋
鉄
御
門
・
天
守
・
月
見
櫓
等
が
見
え
て
い
た
。 

 

                   

【
参
考
文
献
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日
本
歴
史
地
名
大
系
第
三
十
五
巻 

広
島
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一
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八
二
年 

・
森
銑
三
「
伊
能
忠
敬
」、『
森
銑
三
著
作
集 

第
五
巻 

人
物
編

五
』
中
央
公
論
社
、
一
九
八
九
年
（
初
出
一
九
三
五
年
） 

・
富
士
川
英
郎
『
菅
茶
山
』（
上･

下
）、
福
武
書
店
、
一
九
九
○
年 

・
武
田
威
「
忠
敬
と
茶
山
」、『
伊
能
忠
敬
研
究
』
10
号
、
一
九
九

七
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・「
伊
能
忠
敬
の
江
戸
日
記
」、『
江
戸
の
伊
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伊
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○
○
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研
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』
35
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、
二
○
○
四
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・
図
録
第
34
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『
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葉
夕
陽
村
舎
に
憩
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菅
茶
山
と
そ
の
世

界
Ⅲ
』
広
島
県
立
歴
史
博
物
館
、
二
○
○
五
年 

・
松
井
義
典
「
神
石
高
原
町
に
設
立
さ
れ
た
四
基
の
伊
能
測
量

碑
」、『
伊
能
忠
敬
研
究
』
54
号
、
二
○
○
八
年 

・『
広
島
県
の
歴
史
散
歩
』
山
川
出
版
社
、
二
○
○
九
年 

・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
『
国
宝
伊
能
忠
敬
測
量
日
記 

原
文
』
伊
能
忠
敬
と

伊
能
図
の
大
事
典
を
つ
く
る
会
、
二
○
一
一
年 

・
星
埜
由
尚
「
箱
田
良
助
生
誕
の
地
」
、
『
伊
能
忠
敬
研
究
』
64

号
、
二
○
一
二
年 

・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
『
伊
能
忠
敬
測
量
日
記
解
読
』
イ
ノ
ペ
デ
ィ
ア
を
つ

く
る
会
、
二
○
一
五
年 

・『
伊
能
忠
敬
日
本
列
島
を
測
る
ー
忠
敬
没
後
二
○
○
年
ー
』 

（
前
編
・
後
編
）
伊
能
忠
敬
研
究
会
、
二
○
一
八
年 

・『
山
陽
道
神
辺
本
陣
』
菅
波
家
編
刊
、
二
○
一
八
年 

・
西
村
直
城
「
伊
能
忠
敬
測
量
隊
第
七
次
測
量
に
お
け
る
安
芸
・

備
後
北
部
の
行
程
」『
広
島
県
立
歴
史
民
俗
資
料
館 

研
究
紀

要
』
第
九
集
、
広
島
県
立
歴
史
民
俗
資
料
館
、
二
○
二
○
年 

・『
築
城
四
百
年
記
念 

福
山
城
資
料
集
』
福
山
城
博
物
館
友
の

会
、
二
○
二
二
年 

図 10 「備後福山城下古地図」（元禄頃）の「フカツマチ」部分拡大 

（福山市水呑町妙蓮寺所蔵） 〇を加筆 
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大
阪
市
立
中
央
図
書
館
所
蔵 

 

「
間
重
富
関
係
資
料
」
に
つ
い
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

玉
造
功 

間
重
富
に
つ
い
て 

 

間
重
富(
一
七
五
六
～
一
八
一
六)

は
字
を
大
業
、
号
し

て
長
涯
と
い
う
。
重
富
は
諱
で
あ
る
。
蔵
が
十
一
あ
っ
た

こ
と
か
ら
十
一
屋
を
屋
号
と
し
五
郎
兵
衛
を
通
称
と
す
る

大
阪
の
富
裕
な
質
商
で
あ
っ
た
。
間
重
富
は
高
橋
至
時
と

と
も
に
麻
田
剛
立
の
も
と
で
当
時
と
し
て
は
最
新
の
西
洋

天
文
暦
学
を
学
び
、
寛
政
七(

一
七
九
五)

年
に
は
幕
命
に

よ
り
高
橋
至
時
と
と
も
に
出
府
し
寛
政
の
改
暦
を
お
こ
な

い
成
功
さ
せ
た
。
寛
政
の
改
暦
の
さ
な
か
、
高
橋
至
時
が

改
暦
御
用
の
た
め
京
都
に
出
張
す
る
と
、
間
重
富
が
十
一

歳
年
長
の
伊
能
忠
敬
の
教
育
係
を
つ
と
め
て
い
る
。 

 

享
和
年
間
に
伊
能
忠
敬
の
東
日
本
測
量
が
進
行
す
る
中

で
、
間
重
富
は
享
和
二
（
一
八
〇
二
）
年
に
長
崎
に
出
張

し
た
。
八
月
の
日
食
と
月
食
を
観
測
し
て
長
崎
の
経
緯
度

を
測
定
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
が
、
さ
ら
に
大
阪
か

ら
長
崎
ま
で
の
測
量
を
行
っ
た
。
こ
れ
は
西
日
本
の
測
量

を
間
重
富
に
担
当
さ
せ
よ
う
と
す
る
高
橋
至
時
の
構
想
の

も
と
で
行
わ
れ
た
が
、
高
橋
至
時
の
死
に
よ
り
頓
挫
し
た
。 

 

文
化
元
（
一
八
〇
四
）
年
、
幕
府
は
間
重
富
に
江
戸
出

府
と
天
文
方
御
用
を
命
じ
た
。
天
文
方
を
嗣
い
だ
高
橋
景

保
を
教
育
・
補
佐
し
つ
つ
、
実
質
的
に
天
文
方
高
橋
家
の

運
営
を
任
さ
れ
、
足
掛
け
六
年
に
及
ぶ
出
府
と
な
っ
た
。 

文
化
六
年
の
帰
阪
後
に
は
病
気
で
中
断
し
な
が
ら
も
、

畿
内
の
古
寺
社
の
遺
物
か
ら
古
今
の
度
量
衡
を
調
査
す
る

古
尺
取
調
を
行
っ
た
。
間
重
富
は
文
化
十
三
（
一
八
一
六
）

年
に
六
十
一
歳
で
亡
く
な
っ
た
が
、
そ
の
後
も
間
家
で
は

重
新
、
重
遠
、
重
明
と
幕
末
ま
で
天
文
方
の
御
用
観
測
が

続
け
ら
れ
た
。 

重
要
文
化
財
「
間
重
富
関
係
資
料
」 

文
化
庁
の
文
化
遺
産
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
と
、
二
〇
一

六
年
に
、
間
家
四
代
に
わ
た
る
資
料
群
七
四
一
点
が
国
の

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
。
内
容
と
し
て
は
測
量
記
録

類
、
著
述
稿
本
類
、
文
書
・
記
録
類
、
典
籍
類
、
器
物
類
、

地
図
・
絵
図
類
か
ら
構
成
さ
れ
、
大
阪
歴
史
博
物
館
と
大

阪
市
立
中
央
図
書
館
の
二
館
が
所
蔵
し
て
い
る
。 

大
阪
市
立
中
央
図
書
館
で
は
早
い
段
階
か
ら
所
蔵
資
料

の
デ
ジ
タ
ル
画
像
を
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
化
し
て
き
た
と
の

こ
と
で
、
間
重
富
関
係
資
料
の
う
ち
で
大
阪
市
立
中
央
図

書
館
の
八
十
四
点
に
つ
い
て
は
、
大
阪
市
立
図
書
館
デ
ジ

タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
で
精
細
画
像
が
公
開
さ
れ
、
商
業
利
用

を
含
め
て
手
続
き
不
要
で
自
由
に
利
用
で
き
る
。 

伊
能
忠
敬
の
月
食
観
測
記
録 

測
量
記
録
類
の
大
半
は
間
家
四
代
に
わ
た
る
天
体
観
測

記
録
で
あ
る
。
そ
の
外
、
幕
府
天
文
方
や
各
地
の
門
人
等

と
情
報
交
換
さ
れ
た
観
測
記
録
も
あ
り
、
そ
の
中
に
は
「
当

十
六
日
月
食 

伊
能
勘
解
由
（
忠
敬
の
隠
居
名
）
之
測
」

と
記
さ
れ
た
（
図
１
）
伊
能
忠
敬
に
よ
る
月
食
観
測
記
録

も
残
さ
れ
て
い
る
。 

こ
れ
は
寛
政
十
（
一
七
九
八
）
年
十
月
十
六
日
の
月
食

の
観
測
記
録
で
、
忠
敬
の
垂
揺
球
儀
の
振
り
子
の
カ
ウ
ン

ト
数
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
最
初
に
、
正
午
の
カ
ウ
ン
タ

ー
の
数
値
は
六
十
五
万
〇
三
百
一
十
〇
で
、
一
日
に
五
万

九
千
七
百
三
十
八
回
振
れ
る
と
い
う
基
準
数
値
を
記
し
て

い
る
。
次
に
「
初
虧

し

ょ

き 

下
偏
左

」（
欠
け
始
め
）
、「
食
最
深
」

「
復
円
右
偏
下

」
の
観
測
結
果
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

最
後
に
高
橋
至
時
の
追
記
が
あ
る
。
書
状
を
認
め
て
封

を
し
た
と
こ
ろ
、
勘
解
由
が
自
分
の
観
測
デ
ー
タ
を
持
っ

て
き
た
の
で
、
直
ぐ
に
写
し
て
同
封
し
た
と
あ
る
。
至
時

の
書
状
は
暦
局
の
観
測
デ
ー
タ
を
間
重
富
に
速
報
す
る
も

の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
書
状
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
も
の

が
十
月
十
八
日
付
け
で
高
橋
至
時
が
間
重
富
に
送
っ
た
書

状
で
、
『
星
学
手
簡
』
所
収
、『
日
本
洋
学
史
研
究
Ⅴ
』
二

五
九
頁
に
翻
刻
が
あ
る
。 

こ
の
忠
敬
の
観
測
記
録
に
つ
い
て
は
、
同
年
十
一
月
二

日
付
け
で
高
橋
至
時
が
間
重
富
に
送
っ
た
書
状
（
『
星
学
手

簡
』
所
収
、『
日
本
洋
学
史
研
究
Ⅴ
』
二
六
二
頁
に
翻
刻
、

『
会
報
』
２３
号
２６
頁
に
大
意
）
で
、
忠
敬
の
観
測
は
未
熟

な
の
で
当
て
に
は
出
来
な
い
と
厳
し
い
コ
メ
ン
ト
が
付
せ

ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
書
状
に
は
、
忠
敬
も
日
月
食
観
測

の
難
し
さ
が
分
か
っ
た
よ
う
で
、
少
し
で
も
大
き
く
見
え

る
よ
う
に
、
大
阪
の
ガ
ラ
ス
職
人
の
難
波
屋
勘
兵
衛
の
三

間
の
星
鏡
を
い
く
ら
で
売
っ
て
く
れ
る
か
聞
い
て
欲
し
い

と
の
忠
敬
か
ら
の
要
望
も
伝
え
て
い
る
。 

 

                   

図 1 「寛政十年戊午十月十六日月食：東都伊能勘解由測量」 

大阪市立図書館デジタルアーカイブ 
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間
重
富
の
西
国
街
道
測
量
図 

文
化
庁
の
文
化
遺
産
オ
ン
ラ
イ
ン
の
解
説
に
よ
る
と
、

享
和
二
年(

一
八
〇
二)

に
実
施
さ
れ
た
西
国
街
道
測
量
図

は
十
一
鋪
が
残
っ
て
い
る
。
播
磨
国
赤
穂
郡
宿
村
か
ら
備

前
国
邑
久
郡
藤
井
村
に
至
る
道
筋
の
測
量
図
で
、
野
帳
か

ら
地
図
化
す
る
際
の
第
一
段
階
の
下
図
に
該
当
す
る
と
み

ら
れ
る
。
間
重
富
の
測
量
の
内
容
、
地
図
化
の
方
法
を
知

る
上
で
唯
一
の
資
料
と
し
て
注
目
さ
れ
る
と
の
こ
と
。 

 

実
測
図
は
図
２
の
よ
う
に
折
り
た
た
ま
れ
て
お
り
、
図

名
が
記
さ
れ
て
い
る
部
分
は
、
実
測
図
を
広
げ
た
図
４
の

朱
点
で
囲
っ
た
部
分
の
裏
面
に
あ
た
る
。
図
の
番
号
と
図

の
端
点
を
示
す
○
で
囲
ま
れ
た
二
十
八
星
宿
の
名
称
は
朱

書
き
で
あ
る
。
十
一
鋪
の
表
題
部
分
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

              ・
四
十
番 
 

備
前
邑
久
郡
北
方
村
入
口
ヨ
リ

○張 

同 
 
 

 

藤
井
村
ノ
内
私
印

○冀
止
宿
ニ
至
ル 

・
四
十
一
番 

 

自
播
磨
赤
穂
郡
宿
村
舟
坂

○婁 

至
備
前
和
気
郡
三
石
村
入
口

○胃 

・
四
十
二
番 

 

自
備
前
和
気
郡
三
石
村
入
口

○胃 

至
同 

 
 
 

 

同
村
三
谷
川

○昴 

・
四
十
三
番
之
上 

自
備
前
和
気
郡
三
石
村
之
内
三
谷
川

○昴 

至
同 

 
 
 

八
木
山
村
入
口 

・
四
十
三
番
之
下 

自
備
前
和
気
郡
八
木
村
入
口

○畢 

至
同 

 
 
 

 

同
村
之
内
私
印

○觜 

・
四
十
四 

自
備
前
和
気
郡
八
木
村
之
内
私
印

○觜 

至
同 

 
 
 

東
片
上
村
之
内
私
印

○参 

・
四
十
五 

自
備
前
和
気
郡
東
片
上
村
之
内
私
印

○参 

至
同 

 
 
 

 

伊
部
村
之
内
私
印

○井 
 

・
四
十
六 

自
備
前
和
気
郡
伊
部
村
之
内
私
印

○井 
至
同 

 
 
 

香
上
村
之
内
私
印

○鬼 
 
 

 
・
四
十
七 

自
備
前
和
気
郡
香
上
村
之
内
私
印

○鬼 

至
同 

邑
久
郡
八
日
市
村
之
内
私
印

○柳 

・
四
十
八 

自
備
前
邑
久
郡
八
日
市
村
之
内
私
印

○柳 

至
同 

 
 
 

奈
良
原
村
之
内
私
印

○星 

・
四
十
九 

自
備
前
奈
良
原
村
之
内
私
印

○星 

至
同 

北
方
村
ノ
入
口
ニ
至
ル

○張 
 
 四

十
番
は
四
十
九
番
の
「
北
方
村
ノ
入
口
」
に
続
く
西

側
の
範
囲
を
描
い
て
お
り
、
四
十
番
は
五
十
番
の
誤
り
で

あ
ろ
う
。 

 
 

                       

 

図
４
は
図
２
の
四
十
一
番
を
広
げ
た
も
の
で
、
西
国
街

道
（
山
陽
道
）
の
播
磨
国
と
備
前
国
の
国
境
（
図
６
に
拡

大
）
ま
で
を
描
い
て
い
る
。
地
図
作
成
上
の
疑
問
点
を
図

５
の
よ
う
に
付
箋
に
記
載
し
て
貼
り
付
け
て
い
る
の
も
特

徴
的
で
あ
る
。
「
方
位
齟
齬
」
と
記
し
た
付
箋
も
あ
れ
ば
、

絵
入
り
の
付
箋
に
は
「
此
ノ
図
如
何
ニ
」「
此
一
紙
ノ
測
方

位
不
合
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

図２「西国街道測量図」四十一番  
折りたたまれた状態 

      大阪市立図書館デジタルアーカイブ 

  

図３ 日本学士院中図（中国四国）から表題に記載された地名を朱枠で囲んだ 
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図４「西国街道測量図」四十一番 大阪市立図書館デジタルアーカイブ 

図６ 地図の西端を拡大 図５ 付箋を拡大 
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戸
村
茂
昭
さ
ん
を
偲
ん
で 

田
野
圭
子 

  

戸
村
茂
昭
さ
ん
を
伊
能
測
量
協
力
者
顕

彰
大
会
の
窓
口
に
な
っ
た
の
で
知
っ
て
い

る
方
は
多
い
と
思
う
。 

渡
辺
一
郎
さ
ん
と
の
出
会
い
が
伊
能
忠

敬
研
究
を
す
る
契
機
と
な
っ
た
。
戸
村
さ

ん
は
成
東
高
校
を
卒
業
し
電
電
公
社
の
デ

ー
タ
通
信
事
業
本
部
（
現
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
）

に
入
り
な
が
ら
都
立
大
学
工
学
部
電
気
工

学
科
の
夜
間
部
を
卒
業
し
た
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ
時

代
は
、
ど
の
企
業
も
尻
込
み
し
た
当
時
と

し
て
は
大
規
模
な
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

郵
便
貯
金
シ
ス
テ
ム
の
中
核
メ
ン
バ
ー
と

し
て
開
発
に
従
事
し
た
。
郵
便
貯
金
全
国

オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
の
制
御
系
ソ
フ
ト

を
設
計
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
の
シ
ス
テ
ム
開

発
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
。
ま
た
全
国
そ
れ
ぞ

れ
の
郵
便
局
に
何
台
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
置
く
か

を
算
出
し
配
置
し
た
。
渡
辺
一
郎
さ
ん
は

こ
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
時
代
の
上
司
で
あ
っ
た
。 

ま
た
成
東
高
校
時
代
三
年
間
同
じ
ク
ラ

ス
で
あ
っ
た
髙
宮
勲
さ
ん
が
忠
敬
の
長

女
・
稲
の
子
孫
で
あ
る
こ
と
を
知
り
運
命

的
な
出
会
い
を
感
じ
、
後
に
伊
能
忠
敬
研

究
に
邁
進
し
て
い
っ
た
。 

渡
辺
さ
ん
は
伊
能
忠
敬
研
究
会
代
表
理

事
で
あ
っ
た
が
、
研
究
会
の
他
に
伊
能
忠

敬
と
伊
能
図
に
関
し
て
あ
ら
ゆ
る
こ
と
が 

わ
か
る
百
科
事
典
を
作
り
た
い
と
思
っ
た
。 

 

           

戸
村
さ
ん
を
誘
い
、
二
〇
一
〇
年
Ｗ
Ｅ
Ｂ

サ
イ
ト
に
イ
ノ
ペ
デ
ィ
ア
を
つ
く
る
会
を

立
ち
上
げ
た
。
会
長
：
渡
辺
一
郎
、
編
集
幹

事
：
戸
村
茂
昭
の
二
人
で
始
め
た
の
で
あ

る
。
新
聞
で
イ
ノ
ペ
デ
ィ
ア
の
協
力
者
を

募
り
Ｓ
Ｅ
の
横
溝
高
一
さ
ん
、
竹
村
基
さ

ん
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
後
輩
の
稲
葉
末
明
さ
ん
が

合
流
し
た
。
渡
辺
さ
ん
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
大
規

模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
仲
間
で
は
な
い
か
と

喜
ん
だ
。 

イ
ノ
ペ
デ
ィ
ア
が
中
心
に
な
り
実
現
さ

せ
た
の
は
平
成
三
〇
年
（
２
０
１
８
）
の
忠

敬
没
後
二
〇
〇
年
記
念
、「
伊
能
測
量
協
力

者
顕
彰
大
会
」
だ
っ
た
。
イ
ノ
ペ
デ
ィ
ア
で

は
二
〇
一
六
年
、
江
戸
時
代
に
伊
能
忠
敬

の
測
量
に
協
力
し
た
子
孫
を
探
し
て
、
協

力
者
一
万
二
千
人
の
名
前
を
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
し
て
発
表
し
た
。
支
援
者
の
子
孫
が

保
存
・
伝
承
し
て
い
る
未
公
開
史
料
発
掘

と
と
も
に
、
顕
彰
を
進
め
交
流
の
場
と
す

る
の
が
狙
い
で
あ
っ
た
。
伊
能
忠
敬
は
一

八
〇
〇
年
か
ら
一
八
一
六
年
に
北
海
道
か

ら
九
州
を
歩
き
測
量
し
て
い
る
。
そ
の
際
、

全
国
各
地
で
測
量
に
協
力
し
た
と
思
わ
れ

る
宿
の
提
供
者
や
案
内
人
な
ど
、
測
量
日

記
二
八
巻
に
記
載
さ
れ
て
い
た
人
名
を
都

道
府
県
、
市
町
村
別
に
日
に
ち
を
追
っ
て

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
表
示
し
た
。
シ
ス
テ
ム

は
横
溝
さ
ん
が
作
り
、
戸
村
さ
ん
が
窓
口

に
な
り
約
二
年
か
け
て
伊
能
測
量
隊
の
協

力
者
を
探
し
た
。
伊
能
測
量
協
力
者
顕
彰

大
会
は
新
聞
に
も
載
り
大
成
功
に
終
わ
っ

た
。
協
力
者
の
子
孫
の
方
か
ら
戸
村
さ
ん

宛
に
多
く
の
お
礼
の
手
紙
が
届
い
た
。 

残
念
な
が
ら
渡
辺
さ
ん
は
二
〇
二
〇
年

に
亡
く
な
っ
た
が
、
戸
村
さ
ん
達
に
伊
能

忠
敬
の
語
り
部
と
し
て
動
い
て
く
れ
、
そ

の
た
め
に
積
極
的
に
研
究
し
講
演
な
ど
の

活
動
を
す
る
よ
う
に
と
言
い
残
し
た
。
そ

の
意
思
を
継
ぎ
、
二
〇
二
三
年
十
一
月
二

四
日
、
伊
能
忠
敬
測
量
隊
、
天
体
観
測
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
Ｗ
Ｅ
Ｂ
公
開
、
富
岡
八
幡
宮
で

横
溝
高
一
さ
ん
と
戸
村
茂
昭
さ
ん
が
記
者

発
表
を
し
た
。
戸
村
さ
ん
独
自
の
伊
能
忠

敬
研
究
は
「
天
体
観
測
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
。

一
次
か
ら
三
次
の
全
天
体
観
測
デ
ー
タ
を

解
析
し
、
特
に
一
次
、
二
次
の
解
析
は
戸
村

さ
ん
が
初
め
て
で
あ
る
。
こ
の
解
析
で
、
伊

能
測
量
隊
の
新
事
実
が
判
明
し
た
。 

一
、
伊
能
測
量
隊
の
天
体
観
測
、
北
向
き
と

思
わ
れ
て
い
た
が
７２
％
は
南
向
き
だ
っ
た
。 

二
、
伊
能
測
量
で
の
緯
度
の
決
定
方
法
、
観

測
地
で
の
観
測
値
と
隠
居
宅
で
の
高
度
差

か
ら
緯
度
を
決
定
し
た
。 

三
、
隠
居
宅
の
緯
度
の
決
定
方
法
、
記
録
は

な
い
が
天
頂
近
辺
で
南
中
す
る
恒
星
で
決

定
し
た
と
推
測
。 

四
、
北
極
星
は
ほ
と
ん
ど
観
測
し
て
い
な

い
。
当
時
天
頂
か
ら
１．５
度
程
度
ず
れ
て
い

た
の
で
、
半
年
強
は
昼
間
に
南
中
す
る
た

め
観
測
で
き
な
か
っ
た
。 

五
、
月
食
観
測
デ
ー
タ
の
解
析
。 

つ
ま
り
今
回
の
天
体
観
測
デ
ー
タ
の
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
化
は
日
本
国
内
で
は
初
め
て

の
試
み
で
あ
る
。
伊
能
忠
敬
は
頭
の
中
に

星
座
盤
が
あ
り
、
星
を
見
て
時
刻
が
わ
か

っ
た
。
戸
村
さ
ん
の
活
動
は
古
巣
で
あ
る

「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
同
友
会
会
長
表
彰
」
に

ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
「
伊
能
忠
敬
研
究
会
に

お
け
る
星
の
観
測
・
プ
レ
ス
発
表
・
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
編
集
長
」
等
の
活
動
が

社
会
貢
献
活
動
と
し
て
会
員
の
模
範
と
な

る
優
れ
た
活
動
と
認
め
ら
れ
る
た
め
と
の

理
由
で
あ
っ
た
。
戸
村
さ
ん
は
大
変
喜
ん

で
発
表
結
果
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
。
七

月
二
十
三
日
に
受
賞
が
決
定
さ
れ
た
が
、

そ
の
日
に
お
亡
く
な
り
に
な
り
受
賞
の
連

絡
は
翌
日
の
メ
ー
ル
で
届
い
た
。 

悲
し
く
も
不
思
議
な
巡
り
あ
わ
せ
に
Ｎ

Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
同
友
会
は
十
月
の
表
彰
式
に

お
い
て
特
別
に
戸
村
さ
ん
に
授
与
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。 
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伊
能 

洋
さ
ん
安
ら
か
に 

 
 

 

佐
賀
県
武
雄
市 

馬
場
良
平 

  

伊
能
洋
先
生
の
訃
報
を
知
り
、
し
ば
ら

く
は
茫
然
と
し
て
お
り
ま
し
た
。 

 

私
の
街
道
歩
き
の
師
匠
・
河
島
悦
子
様

は
、「
も
う
伊
能
忠
敬
研
究
会
は
終
わ
り
だ 

                       

ね
！
」
と
電
話
を
し
て
来
ら
れ
ま
し
た
。
発

足
当
時
か
ら
ご
一
緒
に
活
動
し
て
こ
ら
れ

た
か
ら
本
当
に
悲
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

私
も
東
京
・
富
岡
八
幡
宮
で
の
総
会
で
お

知
り
合
い
に
な
り
、
い
ろ
い
ろ
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。 

そ
の
思
い
を
佐
賀
新
聞
に
投
稿
し
た
も

の
で
す
。 

「
佐
賀
新
聞
二
〇
二
五
・
七
・
十
五
付 

                 

豊
田
市
博
物
館
の
企
画
展 

ー
伊
能
忠
敬
新
し
い
地
図
の
世
界
へ
ー 

 期
間 ２

０
２
６
年
１
月
３１
日
〜
３
月
２９
日 

 

愛
知
県
の
豊
田
市
博
物
館
で
は
豊
田
市

合
併
２０
周
年
記
念
と
し
て
伊
能
忠
敬
を
テ

ー
マ
と
す
る
企
画
展
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

以
下
、
豊
田
市
博
物
館
Ｈ
Ｐ
か
ら
引
用
し

ま
す
。 

測
量
調
査
で
日
本
中
を
踏
破
し
、「
大
日

本
沿
岸
輿
地
全
図
」（
伊
能
図
）
の
作
製
に

尽
力
し
た
伊
能
忠
敬
。
測
量
の
た
め
、
彼
は

市
域
に
も
滞
在
し
て
い
ま
し
た
。 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

本
展
で
は
、
伊
能
図
や
、
使
用
し
た
測
量

道
具
の
数
々
、
自
筆
の
記
録
類
な
ど
の
国

宝
を
と
お
し
て
、
彼
の
偉
業
と
活
動
を
紹

介
し
ま
す
。
ま
た
、
伊
能
自
筆
の
「
測
量
日

記
」
な
ど
か
ら
、
市
域
で
の
活
動
も
紹
介
し

ま
す
。 

加
え
て
、
安
土
桃
山
期
の
「
日
本
地
図
屏

風
」
や
、
江
戸
時
代
の
日
本
を
描
い
た
古
絵

図
か
ら
、
当
時
の
人
々
の
世
界
観
・
空
間
認

識
の
様
子
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
合
併

か
ら
２０
年
と
な
る
市
域
を
描
い
た
古
絵
図

の
数
々
を
展
示
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

な
お
、
会
報
８
号
・
９
号
で
紹
介
さ
れ
た

「
挙
母
城
下
の
大
庄
屋
鈴
村
家
の
記
録
」

は
豊
田
市
ゆ
か
り
の
資
料
で
す
。 

ゼ
ン
リ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
企
画
展 

「
知
っ
て
い
ま
す
か
？  

国
が
認
め
た
地
図
製
作
者
た
ち
」 

期
間 ２

０
２
５
年
９
月
２０
日
～
１２
月
２６
日 

福
岡
県
北
九
州
市
の
ゼ
ン
リ
ン
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
Ｈ
Ｐ
の
予
告
は
次
の
通
り
で
す
。 

江
戸
時
代
の
地
図
製
作
者
と
い
え
ば
、

伊
能
忠
敬
が
有
名
で
す
が
、
地
図
製
作
に

は
他
に
も
多
く
の
人
々
が
携
わ
っ
て
お

り
、
貴
重
な
資
料
を
後
世
に
残
し
て
い
ま

す
。
そ
の
中
か
ら
本
展
で
は
、
遺
さ
れ
た
資

料
が
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
石

黒
信
由
、
間
宮
林
蔵
、
近
藤
重
蔵
、
久
米
通

賢
、
長
久
保
赤
水
の
地
図
製
作
者
５
名
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。 

  伊
能
忠
敬
記
念
館
の
特
別
展 

友
ト
シ
テ
善
シ − 

忠
敬
と
清
淵 −

 

期
間 ２

０
２
５
年
１１
月
１８
日 

～
２
０
２
６
年
１
月
１８
日 

 

香
取
市
立
伊
能
忠
敬
記
念
館
の
Ｈ
Ｐ
の

予
告
は
次
の
通
り
で
す
。 

久
保
木
清
淵
は
津
宮
村(

現
香
取
市)

出

身
の
学
者
で
す
。
伊
能
忠
敬
と
は
生
涯
を

通
じ
た
親
交
が
あ
り
、
そ
の
学
識
の
高
さ

か
ら
伊
能
図
の
作
製
に
も
携
わ
っ
て
い
ま

し
た
。
本
展
示
で
は
久
保
木
清
淵
に
ま
つ

わ
る
資
料
か
ら
、
彼
の
功
績
と
忠
敬
と
の

関
係
を
紹
介
し
ま
す
。 

令
和
元
年
六
月
二
日
伊
能
忠
敬
研
究
会
総
会 

懇
親
会
で
の
乾
杯
の
音
頭
を
取
ら
れ
る
伊
能
洋
氏 
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再
入
会
員
自
己
紹
介 

 
 
 
 
 

鳥
取
県 

田
中
精よ

し

夫お 
 

こ
の
度
、
再
入
会
し
ま
す
田
中
精
夫
で

す
。
前
回
は
２
０
０
０
年
の
伊
能
ウ
オ
ー

ク
最
盛
期
の
時
に
伊
能
忠
敬
研
究
会
に
入

会
し
、
２５
年
間
『
伊
能
忠
敬
研
究
』
を
愛

読
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
時
初
め

て
佐
原
の
町
を
訪
れ
、
資
料
館
や
旧
宅
を

見
た
時
の
こ
と
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
一

番
の
思
い
出
は
佐
原
駅
構
内
で
す
。
忠
敬

を
讃
え
る
幾
つ
も
の
施
設
に
感
動
し
ま
し

た
。 そ

の
後
、
研
究
会
か
ら
伊
能
隊
の
旗
を

い
た
だ
き
小
学
生
を
連
れ
て
鳥
取
県
内
の

伊
能
忠
敬
の
足
跡
を
調
査
し
鳥
取
県
社
会

科
の
賞
を
幾
つ
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
研

究
を
や
り
つ
く
し
た
と
考
え
昨
年
度
退
会

し
ま
し
た
が
、
今
年
の
６
月
に
私
の
知
り

合
い
の
中
学
生
が
ぜ
ひ
伊
能
隊
の
こ
と
を

調
べ
た
い
と
言
っ
て
き
ま 

し
た
。
そ
こ
で
、
ま
だ
ま 

だ
伊
能
忠
敬
の
業
績
を
多 

く
の
子
ど
も
た
ち
に
伝
え 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考 

え
、
再
入
会
す
る
こ
と
と 

し
ま
し
た
。 

私
も
今
年
７４
歳
に
な
り
、 

伊
能
忠
敬
の
没
年
を
過
ぎ 

る
年
に
な
り
ま
し
た
。
腰 

 
 
 
 
 

痛
の
た
め
歩
く
速
度
も
遅 

く
な
り
ま
し
た
。
忠
敬
も
晩
年
は
足
も
衰

え
歩
く
こ
と
が
困
難
だ
っ
た
と
思
う
と
同

情
し
ま
す
。
忠
敬
の
晩
年
は
、
決
し
て
意

欲
は
衰
え
る
こ
と
な
く
自
分
に
も
弟
子
に

も
厳
し
く
律
し
て
偉
業
を
な
し
終
え
ま
し

た
。
忠
敬
に
見
習
う
点
は
ま
だ
ま
だ
あ
り

ま
す
。
伊
能
を
知
り
た
い
と
考
え
る
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
も
、
も
う
一
旗
揚
げ
た

い
と
考
え
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。 

                   

   

新
入
会
員
自
己
紹
介 

 
 
 
 
 

東
京
都 

秋
葉
栄
一 

 

稲
女
子
孫
。
全
国
農
業
会
議
所
職
員
。

琴
古
流
尺
八
開
軒
師
範
。 

 

新
入
会
員 

 
 
 

千
葉
県 

酒
井
右
二
さ
ん 

 

新
入
会
員 

東
京
都 

エ
チ
エ
ン
ヌ･

バ
ラ
ー
ル
さ
ん 

  

お
知
ら
せ 

 

伊
能
忠
敬
銅
像
清
掃
デ
ー
に
つ
い
て 

伊
能
忠
敬
研
究
会
が
主
催
す
る
富
岡
八

幡
宮
の
伊
能
忠
敬
の
銅
像
清
掃
は
２
０
２

６
年
１
月
２５
日
午
前
中
に
予
定
し
て
い
ま

す
。
ご
協
力
頂
け
る
会
員
の
皆
さ
ん
は
事

務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て 

伊
能
忠
敬
研
究
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

８
月
か
ら
新
サ
ー
バ
ー
に
移
し
て
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
是
非
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
覗
い
て
い
た
だ
い
て
、
ご
意
見
を
頂
け

る
と
幸
い
で
す
。
ま
た
、
何
か
不
具
合
な
ど

お
気
づ
き
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
事
務

局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

会
報
で
も
伊
能
図
の
展
示
や
関
係
イ
ベ

ン
ト
の
情
報
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
が
、

４
ヶ
月
ご
と
の
発
行
の
た
め
、
タ
イ
ム
ラ

グ
が
生
じ
て
し
ま
い
ま
す
。
会
報
で
は
紹

介
が
間
に
合
わ
な
い
よ
う
な
情
報
に
つ
い

て
は
研
究
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。
各
地
の
情
報
の
提
供
を
お

願
い
し
ま
す
。 

 

会
報
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
あ
り
ま
す
！ 

会
報
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
の
在
庫
が
あ
り

ま
す
。
新
入
会
員
や
執
筆
者
、
一
般
会
員
の

皆
さ
ま
か
ら
の
注
文
に
応
じ
ま
す
。 

た
だ
し
、
在
庫
切
れ
の
号
も
あ
り
ま
す

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
事
務
局
に
メ
ー
ル
等

で
在
庫
の
有
無
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

・
会
員
価
格
一
冊
五
百
円
（
送
料
込
み
で
す
） 

・
入
手
方
法
希
望
す
る
号
と
冊
数
、
氏
名
・

〒
住
所
を
記
し
、
事
務
局
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。
会
報
と
代
金
振
込
書
を

お
送
り
し
ま
す
。 

・
事
務
局
メ
ー
ルm

a
i
l
@
i
n
oh

-k
e
n
.o
r
g 

・
郵
便
振
替
口
座 

０
０
１
５
０-

６-

０
７
２
８
６
１
０ 

  

訃 

報 

千
葉
県
山
武
市
の
戸
村
茂
昭
さ
ん
が 

令
和
７
年
７
月
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。 

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

韓国江原道江陵市鏡浦台にて 

 



  

『
伊
能
忠
敬
研
究
』
投
稿
要
領 

 

①
原
稿
の
長
さ 

 

論
文
、
報
告
、
紹
介
、
な
ど
は
、
本
文
・
写
真
・
図
な
ど
を
含
め
て
一
件
に
つ
き
刷
り
上
が
り
八
頁
ま
で
、

各
地
の
ニ
ュ
ー
ス
・
お
知
ら
せ
な
ど
は
刷
り
上
が
り
一
頁
以
内
を
原
則
と
し
ま
す
。 

 

＊
刷
り
上
が
り
一
頁
に
入
る
文
字
数
は
約20

00

字
（7

04

字×

三
段
ま
た
は48

0

字×

四
段
）
で
す
。
長

い
原
稿
の
場
合
は
連
載
と
し
て
分
割
し
て
い
だ
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

 

②
原
稿
の
か
た
ち 

・
本
文
（
テ
キ
ス
ト
） 

原
則
と
し
て
、
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
社
の
ワ
ー
ド
な
ど
一
般
的
な
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト

で
作
成
さ
れ
た
電
子
フ
ァ
イ
ル
と
し
ま
す
。 

・
写
真 

一
般
的
なJP

EG

形
式
ま
た
はTIF

F

ま
た
は
フ
ォ
ト
シ
ョ
ッ
プ
のPSD

形
式
で
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
さ

れ
た
電
子
フ
ァ
イ
ル
と
し
、
印
刷
サ
イ
ズ
で350

pp
i

程
度
の
解
像
度
の
よ
い
鮮
明
な
も
の
を
用
意
し
て

く
だ
さ
い
。 

 

＊
印
刷
サ
イ
ズ
が1

00m
m
×
75
mm

で3
50p

pi
の
カ
ラ
ー
写
真
の
場
合
、1M

B

前
後
の
フ
ァ
イ
ル
に
な
り
ま

す
。
通
常
の
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
っ
て5M

モ
ー
ド
以
上
で
撮
影
さ
れ
た
画
像
フ

ァ
イ
ル
で
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。 

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
デ
ー
タ
仕
様
が
わ
か
ら
な
い
場
合
は
、
Ｌ
判
（12

7mm
×
89
mm

）
程
度
に
プ
リ
ン
ト

ア
ウ
ト
し
た
鮮
明
な
写
真
で
も
結
構
で
す
。 

・
図 

写
真
に
準
じ
ま
す
。
原
図
を
コ
ピ
ー
す
る
場
合
は
、
な
る
べ
く
ス
キ
ャ
ナ
で
撮
っ
た
電
子
フ
ァ
イ
ル

（J
PEG

形
式
ま
た
はTI

FF

形
式
）
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

③
原
稿
の
送
り
方 

 

左
記
ま
で
電
子
メ
ー
ル
添
付
か
、
Ｃ
Ｄ
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
に
コ
ピ
ー
し
た
も
の
を
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
際
、
挿
入
す
る
写
真
・
図
が
あ
る
場
合
は
そ
の
位
置
、
お
よ
そ
の
サ
イ
ズ
を
本
文
中
に
編
集
者
が
わ

か
る
形
で
記
入
し
て
お
く
か
、
概
略
を
記
入
し
た
割
付
用
紙
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
題
名
、
著

者
連
絡
先
、
原
稿
区
分
、
刷
上
り
見
込
み
ペ
ー
ジ
数
な
ど
を
記
入
し
た
メ
モ
、
ま
た
は
原
稿
整
理
カ
ー
ド

も
同
時
に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。（
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

 
h

ttp
://w

w
w

.in
o
h

-k
e

n
.o

rg
/ 

を
参
照
） 

  

送
り
先 

 

・
電
子
メ
ー
ル
添
付
の
場
合 

k
a
ih

o
@

in
o

h
-k

e
n

.o
rg

 

 
 

・
郵
送
の
場
合   

 

〒
１
５
３-

０
０
４
２ 

東
京
都
目
黒
区
青
葉
台
４
ー
９
ー
６
日
本
地
図
セ
ン
タ
ー
２
階 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

   
  
  
  
   

   

伊
能
忠
敬
研
究
会
「
伊
能
忠
敬
研
究
」
編
集
部 

 

④
注
意
事
項 

・
編
集
途
中
で
の
大
幅
な
追
加
修
正
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
。
完
成
原
稿
と
し
て
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。 

・
図
や
写
真
の
引
用
に
つ
い
て
、
必
要
な
場
合
は
投
稿
す
る
前
に
執
筆
者
が
責
任
を
持
っ
て
会
誌
及
び
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
許
可
を
取
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。 

・
引
用
し
た
文
献
等
に
つ
い
て
は
本
文
末
尾
に
リ
ス
ト
や
注
記
等
で
出
典
を
明
ら
か
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

・
原
稿
内
容
を
編
集
委
員
会
で
検
討
し
、
不
明
な
点
や
内
容
的
に
不
備
な
点
が
あ
っ
た
場
合
に
は
執
筆
者
に

連
絡
し
、
修
正
ま
た
は
掲
載
を
見
送
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

・
受
理
し
た
原
稿
は
原
則
と
し
て
執
筆
者
に
お
返
し
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
コ
ピ
ー
を
と
っ
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。
本
誌
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
の
著
作
権
は
、
伊
能
忠
敬
研
究
会
に
帰
属
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。

他
誌
等
へ
転
載
す
る
場
合
は
、
事
務
局
に
連
絡
し
て
許
可
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

伊
能
忠
敬
研
究
会
入
会
の
御
案
内 

 
 一

、
本
会
は
伊
能
忠
敬
に
関
心
を
お
持
ち
の
方
は
ど
な
た
で
も
入
会
で
き
ま
す
。 

 
 二

、
つ
ぎ
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

 
 

①
会
報
の
発
行 

 

研
究
成
果
・
会
員
活
動
情
報
な
ど 

原
則
と
し
て
年
三
回
発
行 

 
 

②
例
会
・
見
学
会
の
開
催 

 
 

③
忠
敬
関
連
イ
ベ
ン
ト
の
主
催
ま
た
は
共
催 

 
 

④
そ
の
他
付
帯
す
る
事
業 

 
 
 三

、
入
会
方
法
等 

入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
は
郵
便
振
替
で
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
通
信
欄
に
専
門
、
趣
味
、
入
会

の
動
機
、
御
意
見
な
ど
を
書
き
添
え
て
、
年
会
費
五
千
円
を
左
記
に
お
送
り
下
さ
い
。 

会
計
年
度
は
、
四
月
か
ら
翌
年
三
月
で
す
が
、
年
度
途
中
よ
り
御
入
会
の
場
合
は
、
当
該
年
度
の

会
報
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
お
送
り
し
ま
す
。 

 
 
 四

、
伊
能
忠
敬
研
究
会
事
務
局
所
在
地 

 
 

〒
１
５
３-

０
０
４
２ 

東
京
都
目
黒
区
青
葉
台
４-

９-

６  

日
本
地
図
セ
ン
タ
ー
２
Ｆ 

 
 

 
 

 
 
   

  

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

０
３-

３
４
６
６-

９
７
５
２ 

 
 

 

（
留
守
の
場
合
は
録
音
テ
ー
プ
に
吹
込
ん
で
く
だ
さ
い
。） 

 
 
   

   
  
   

  

事
務
局
メ
ー
ル 

m
a

il@
in

o
h

-k
e
n

.o
rg

 

 
 
   

   
  
   

  

郵
便
振
替
口
座 

○
○
一
五
○-

六-

○
七
二
八
六
一
○ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

 
h

ttp
://w

w
w
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o
h
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e

n
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/ 

  

｢伊能忠敬研究｣第 107 号○C 2025 年 10 月 31 日発行  編集 玉造功  発行 堀野正勝 

〒153-0042 東京都目黒区青葉台 4-9-6 日本地図センター２F  伊能忠敬研究会 TEL&FAX 03-3466-9752 

次
号
（
第
１
０
８
号
）
は
２
０
２
６
年
２
月
発
行
、
原
稿
締
切
は
１２
月
３１
日 

で
す
。 

 

皆
さ
ま
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

皆
様
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

編
集
後
記 

 
 

◇
「
伊
能
忠
敬
測
量
隊
の
足
跡
を
た
ど
る
」
が
最
終
回
を
迎
え
た
。
◇
連
載
第
１
回
は
６４
号
、
２
０
１

２
年
の
こ
と
で
あ
る
。
◇
「
足
跡
を
た
ど
る
」
を
完
成
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
は
、「
測
量
日
記
」
の
全
巻

か
ら
日
々
の
特
記
事
項
を
抽
出
す
る
と
い
う
、
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
行
為
に
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
。

◇
長
い
間
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

◇
丁
度
１
年
前
の
８
月
末
日
の
原
稿
締
切
日
に
は
１
本
の
原
稿
も
無
く
、
会
報
の
発
行
を
危
ぶ
ん
で
い

た
。
◇
今
号
は
８
月
に
入
っ
た
頃
か
ら
原
稿
が
順
調
に
集
ま
り
、
お
年
玉
な
ら
ぬ
お
盆
玉
を
頂
い
て
、

酷
暑
を
乗
り
切
る
こ
と
が
出
来
た
。
◇
内
容
的
に
も
多
方
面
か
ら
忠
敬
に
迫
る
も
の
で
、
会
報
の
最
初

の
読
者
に
な
れ
る
と
い
う
編
集
子
の
特
権
を
享
受
で
き
た
。
◇
原
稿
以
外
で
も
忠
敬
さ
ん
に
か
か
わ
る

写
真
・
ス
ケ
ッ
チ
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
  
 

（
Ｔ
生
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


